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　　　序章







　鏡の前で自分の姿を確かめる。

　黒のワンピースに、フリル付きの白いエプロンを組み合わせたエプロンドレス。腰まで伸びた黒くろ髪かみは簡単にまとめられ、これまたフリルの付いた白いカチューシャがセットされている。

　うん、衣服に乱れはない。

　気持ちを引ひき締しめ、ご主人様の寝室へと向かう。

「おはようございます、サタン様。本日も灰色の雲が空一面に広がる、気持ちの良い朝ですよ」

　言葉と同時に寝室のドアを開け、お決まりの挨あい拶さつをする。

　ご主人様からの返事はない。が、眠っているわけではない。明かりは点ついてるし、ベッドの上にご主人様の姿はない。

　部屋を見回すと、案の定わたしのことなど全まつたく気にせず、寝巻き姿のまま、正座をしながらテレビの前にかじりついていた。

　テレビにはゲーム機が一台接続されていて、ご主人様はコントローラを握にぎりながら一心不乱に操そう作さなさっている。

　そう。いつものように、クソゲーで遊んでおられるのだ。

　ご主人様が今プレイなさっているゲームは、動物の形をしたビスケット菓子の背中の部分から、中にチョコを注入するという、ただそれだけのものだ。

　作業台に流れてくるビスケット菓子を手に取り、チューブ型の容器を使ってチョコを注入し、再び元の位置に戻す。次のビスケット菓子が流れてきたら、またチョコを注入する。その繰り返しである。

　タイトルは『ショコラ行進曲』というらしいが、それはどうでもいい。

　ご主人様は昨晩からそのゲームで延えん々えんと遊んでおられるのだ。

　もちろん徹てつ夜やである。

　無意味で非建設的な行こう為いに多量の時間を費ついやすというその所しよ業ぎようは、まさに悪そのもの。さすがわたしのご主人様、と今日きようも朝早くから感かん服ぷくする。

　まあ、ご主人様にとってはこれくらいのこと、朝飯前なんだけどね。

「サタン様、そろそろ朝食の時間です」

　近くまで来てから呼びかけると、ご主人様はテレビ画面から目を離さずに答えてくださる。

「食べさせてくれんか？」

「はい。そうおっしゃるだろうと思って、すでにご用意させていただいています」

「うむ、準備がよいの」

「ありがとうございます」

　お褒ほめの言葉をもらえたことに満足しつつ、手に持ったお盆をテーブルに置く。

　そしてそのお盆に載のせていたお皿を持ち上げる。そこには市販のドーナツが五個、盛り付けられていた。

　ご主人様は駄だ菓が子しやジャンクフードが大好きだ。

　中でも最近のお気に入りはドーナツである。

　砂糖の塊かたまりを油で揚あげただけのような味と食感が、たまらないらしい。

　わたしはドーナツのひとつをつまみ、ご主人様のお口の前まで運ぶ。

「サタン様、どうぞ」

「ん」

　ご主人様は画面から視線をそらさず、ドーナツをほおばる。今度は、これもまたお盆の上に載せていたペットボトルを開封してストローを差し、再びお顔の前へ。

「サタン様、どうぞ」

「ん」

　ジュースを一口飲み込みつつ、やはり視線はテレビに釘くぎ付づけ。そんなやり取りを何度か繰り返す。

　わたしとご主人様にとっては、普段と変わらぬ当たり前のやり取りだった。

　やがて全すべてのドーナツを食べ終えると、サタン様はわたしの手からペットボトルを奪うばい取とり、一気に飲み干してから大きく伸びをした。クソゲー遊びは一段落のようである。

　わたしは備そなえ付つけの時計に目をやり、言葉をかける。

「サタン様、そろそろお屋や敷しきを出る時間です。お着替えの準備を」

「そうか、もうそんな時間か」

　のんびりとした口調で言いながら、ご主人様はゲーム機の電源を切ってテレビを消すと、両手を広げてわたしの前に立った。

「では、失礼します」

　わたしは立ち上がり、ご主人様の寝巻きのボタンを外はずしてゆく。やがて白い肌があらわになり、そのまぶしさに目がくらみそうになる。

　クローゼットを開け、中からお召めし物ものを取り出す。

　それはわたしたちが通う、晴せい嵐らん高こう校こう指定のセーラー服だった。

　ご主人様のお身体からだに合わせた特注の品が、昨日きのうようやく出来上がったのである。

　なるべく違い和わ感なくあの学校に溶とけ込こめるようにと、ご主人様自身の意思で作らせた物だ。

「下げ賤せんな人間どもと同じ衣服を着るなど屈くつ辱じよく以外の何物でもないが、まあ、これもまた一いつ興きようというものか」
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　ふてくされた顔をしながら、ご主人様は制服の袖そでに腕を通す。たとえ望まぬことでも、耐たえ難がたきを耐える。全すべては『世界を獲とる』という大たい義ぎのためなのである。

　制服を着終えたご主人様はわたしに目を向け、口を開く。

「あとは一人でもやれる。お前も準備をしてこい」

「はっ、かしこまりました」

　わたしは一礼するとすぐさま自室に戻り、手早く制服に着替える。ご主人様をお待たせするようなことがあってはならない。

　準備を整えて寝室へと戻ると、ちょうどご主人様がドアを開けたところだった。

　そのお姿は凜り々りしく、改めて畏い怖ふの念を感じる。

　わたしよりも背が低い、十歳くらいにしか見えない小さな女の子。

　金色の髪かみを頭の両側で束ね、つり目がちな瞳ひとみであらゆるものを見通す。

　目の前にいるそのお方こそが、全ての悪あく魔まの頂点に立つ魔ま王おう、サタン様なのだ。

「では行くぞ、リリス」

「はい、サタン様」

　颯さつ爽そうと足を踏ふみ出だすその後に続き、屋や敷しきを出て、わたしたちは晴せい嵐らん高こう校こうへと向かった。




　通学途中、前方から一台のバイクが迫ってくるのが見えた。

　どこにでもある、原付のバイクだ。

　普通と異なる点は、二つ。

　派手な騒そう音おんを垂たれ流しながら走っていることと、運転している高校生らしき男がヘルメットをかぶっていないことだ。

　立派な道路交通法違い反はんである。

　さらにそのバイクは蛇だ行こう運転をしつつ、平然と信号無視をして道路を突っ走っていた。そのせいで横断歩道を渡ろうとしていた人は驚いて転び、軽い悲鳴を上げた。それを見ていた周囲の人たちは、迷惑そうに顔をしかめる。

　素晴らしい。実に模も範はん的な悪人だ。

　こういう気合の入った人間は最近減りつつあるとのことなので、なおさらその心意気の高さに感動を覚える。

　ご主人様の方へと顔を向ける。するとご主人様はゆっくりと大きくうなずいた。どうやら、同じ考えのようだ。

　そう。悪人である彼を褒ほめてつかわすために、引きとめよ、ということである。

　わたしはバイクの前の進路をふさぐようにして、道路の真ん中に立ちふさがった。

　次の瞬しゆん間かん、運転していた男は急にハンドルを切り、そのせいで盛せい大だいにすっ転ぶ。

　投げ出された彼は悲鳴を上げながら、地面を転がった。

　うーん、大げさだなあ。

「な、何しやがんだ、てめえら……」

　うつぶせで倒れたまま、運転していた男がうめく。

　彼は苦しげな表情でこちらを見上げながら、言った。

「きゅ、急に飛び出したら、危ないだろうが……」

　自分のことを棚たなに上げての、この発言。見事である。

　賞しよう賛さんの気持ちを伝えるため側そばまで近づき、身をかがめて男の頭をなでてあげた。

　なでなで。なでなで。

「て、てめえ……。その制服、晴せい嵐らんの生徒か……？」

　なぜか目つきを鋭するどくしながら、男は低い声でうなる。

「はい、そうですけど」

「な、なめやがって……。わ、忘れねえからな、てめえらの顔……」

　男はそう言い残し、頭を地面に落とした。

　気を失ったみたいだ。

　そうか、そんなにも嬉うれしかったのか。

『褒めてやろう』というその行こう為いだけで感かん激げきして、失しつ神しんしたのである。

「ワシらもこやつの顔は覚えておいてやるか」

「はい。信しん奉ぽう者の顔を覚えるのも、上に立つ者の務つとめですからね」

　わたしたちは男の顔をじっと見つめてから、学校へと足を向ける。

　こうしたやり取りも、最近の生活の中ではよくあることだった。




　ご主人様と共に過ごす一日が、今日きようも始まる。

　平凡で少しだけ刺し激げき的な、いつもと変わらないありふれた一日が。













　　　第一章　ベリアルの挑戦・前編！







　それは朝のホームルームでのことだった。

「文化祭の出し物を決めます」

　クラス委員長の宮みや坂さか麻ま美み子こは教きよう壇だんに立ち、周囲を見回した。

　窓から差し込む朝日が彼女のフチ無し眼鏡めがねに反射し、キラリと光る。

　わたしとサタン様がこの学校に来てから、一ヶ月ほどが経過した。

　あれ以来、特に大きな出来事もなく、比較的平和な日々が続いている。

　宮坂との関係にも変化はない。律りち儀ぎにも彼女はサタン様と交わした約束を守っているらしく、天界から追っ手や刺客が送り込まれてくる、なんて事じ態たいには陥おちいってなかった。

　サタン様からは大まかなことしか教えてもらってないから、わたしも詳くわしくは知らないんだけどね。

　ま、とにかくそんなわけで、この日も普段通りの秋の日常を過ごすことになるはずだった。

　……と思っていたのだが、どうやら今日きようはいつもと違うことになりそうな気配である。

「何か案がある方は、挙きよ手しゆをしてから発言してください」

　委員長としての使命感に燃えているのか、宮坂の目は真剣そのものだった。彼女の言動から察さつするに、なにやら話し合うべき議ぎ題だいがあるらしい。

　話の内容を理解すべく、隣となりに座るサタン様に質問する。

「ご主人様、文化祭とはなんでしょうか？」

　わたしの疑問に、サタン様は呆あきれた声を出した。

「なんじゃ、そんなことも知らんのか」

「すみません、勉強不足で」

「仕方ないのう。よいか、『ぶんかさい』とはな」

「はい」

　お言葉を待っていると、サタン様はなにやら考える素そ振ぶりを見せた後、視線を前へと向け、手を挙あげてから口を開いた。

「宮坂よ、こやつに『ぶんかさい』について教えてやれ。ワシの代理として、話す権利を与えよう」

　そのお言葉に、宮坂は眉まゆをひそめてサタン様を激しくにらんだが、軽くため息をつくと簡単に説明を始めた。

「文化祭っていうのはね、ようするに学生主体でやるお祭まつりのことよ。クラスや所属クラブごとにお店を開いたり、アトラクションみたいなことをやったりするの」

　こちらに目を向けながら、彼女は言葉を続ける。いわく、年に一回行われる云うん々ぬん。教師の手は借りず、生徒みんなで自発的に行う云々。

「学生だけの手で成なし遂とげることが前ぜん提ていなの。そのうえ校外の人も来たりするから、いいかげんなことは出来ないのよ」

「……と、いうことじゃ。理解できたか？」

　宮みや坂さかが一通り言い終えたところで、サタン様が得意そうな顔をして締しめくくった。

　そうか、そういうことか。さすがはサタン様だ。

　あえて宮坂に説明させることで、委員長である彼女に花を持たせたのだ。

　しかし、なるほど。なんとなくだが分かってきたぞ。

　学校という組そ織しきは教育のための機き関かんだ。勉学に勤いそしみ、心身を鍛きたえることが学生の本分である。

　その過か程ていには苦労がつきものだし、当然ストレスだって溜たまる。

　そういった鬱うつ憤ぷんを晴らすために、祭まつりを行うのだ。

　抑よく圧あつされた心を解放し、どんちゃん騒さわぎをしよう、というわけなのである。

　そう。いわばこれは悪あく魔まの儀ぎ式しき。

　禁欲的な思想を否定し、理性を捨てて快楽におぼれる、悪意に満ちた行事なのだ。

　この学校の人間もなかなか過か激げきなことを考えるじゃないか。悪人としての素質は充分だ。

「一応言っておくけど、遊びじゃないんだからね。目的はあくまで、学生生活における活動の成果を発表することなんだから。私たちがこの学校で学んできたこと、培つちかってきたもの、その全すべてを振ふり絞しぼって、他者からの評価を得る。人としてより高みを目指すために、避さけては通れない大切な行事なの。そこのところはちゃんと覚えておいてよね」

　宮坂はまだ何か言っていたが、わたしの頭には入らない。覚えなくてもよさそうな内容だし。

「もう質問はない？　それじゃあ話を進めるわよ。もう一度言うけど、何か出し物の案がある方は挙手をしてから発言してください。思いついたことがあればなんでもいいから言ってね」

　気を取り直した宮坂は議ぎ事じを再開する。しかし委員長のその言葉に対して、クラスの反応は薄うすかった。

「そう言われてもなあ」

「特にやりたいことなんてないわよね」

　などと、あまり乗り気でない様子である。

　積極性、主体性のない現代人の見本みたいな反応だ。

「喫きつ茶さ店てんでいいんじゃない？」

「そうだね。ありきたりだけど、他ほかに思いつかないし」

　えらく消極的な理由で、話はまとまりつつあった。

　どうやら喫きつ茶さ店てんは文化祭における定番の一つらしく、わたしたちのクラスの出し物とすることについて、反対意見は出てこない。

「みんな、喫茶店でいいの？　もう決めちゃうわよ？」

　宮みや坂さかは黒板に『喫茶店』と書きつつ、確認のために念を押して尋たずねるが、やはり誰だれも何も言わない。

　担任もイスに座ったまま何もせず、宮坂に任まかせっきりである。生徒主体の行事である以上、口出ししないつもりなのかもしれない。

　このままあっさりと決まるだろう、と思っていたそのとき、隣となりでなにやら考え事をしていたサタン様が、再び手を挙げた。

「一つ提案があるのじゃが、よいか？」

「……提案？」

　宮坂はいぶかしげな顔をしつつも、無言で先をうながす。

　サタン様は小さくセキ払いをすると、胸の前で腕を組みながらおっしゃった。

「お菓子タワーを作りたい」

「…………お菓子、タワー？」

　宮坂が首をかしげて顔をしかめる。いったい何を言っているのか分からない、といった表情だ。
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「詳くわしく教えてくれるかしら？」

「全面をお菓子で盛り付けた、大きな塔とうを作るのじゃ。その塔を喫きつ茶さ店てんのド真ん中に建てる」

「えーっと、それは、いったいどういう意味が？」

「目立つとは思わんか？」

「そりゃあ、目立つでしょうけど……」

　当たり前のように話すサタン様に、宮みや坂さかは戸惑いを見せた。どうやらお菓子タワーを作る意い図とが分からないようだ。

　無理もない。天界の住人である彼女のような存在には、サタン様の崇すう高こうなる目的など理解できはしない。

　だがわたしには分かる。サタン様の使つかい魔まであるわたしには分かるのだ。

　塔とはすなわち権力の象しよう徴ちよう。

　そしてお菓子とは、味覚を刺し激げきし、空腹を満たすためだけの食べ物であり、人を堕だ落らくさせ、暴食に走らせるものである。

　その二つが組み合わさったお菓子タワーは、まさに悪意の塊かたまり。それをサタン様主導で建設させる。

　ここまで言えばもう分かるだろう。

　そう。魔ま王おうの威い厳げんを見せつけ、震ふるえ上あがった人間どもを下げ僕ぼくとすることが目的なのだ！

　決して『ただ単にお菓子が好きだから』なんて単純な理由なんかじゃない。

「ちょっと面白そうじゃない？」

「普通の喫茶店よりは売り上げも伸びそうだよな」

「それに、サタンちゃんがやりたいって言ってるんだもん。できれば実現させてあげたいな」

　サタン様の提てい案あんに対して、周囲からは賛さん同どうの声がちらほらと上がり始めた。

　当然と言えば当然だ。わたしのご主人様は、クラスで一番の人気者なのだから。

　サタン様の比ひ類るいなき美び貌ぼうと、魔王としての誇ほこり高き振ふる舞まいをもってすれば、人じん心しん掌しよう握あくなど他た愛あいもないことである。

「ちょっとあなたたち、もっとちゃんと考えて決めた方が……」

　宮坂は顔をしかめ、なおも難なん色しよくを示していた。しかしクラス全体が積極性のある態度を見せ始めたことを、肯こう定てい的にとらえたのだろう。結局みんなの声に折れてサタン様の案を認みとめた。

「分かりました。では一年三組の出し物は、『お菓子タワーを目玉とした喫茶店』ということで決定していいですね？」

「異い議ぎなーし」

　全員が声をそろえて答える。

「それじゃあ、さっそく今日きようの放課後から準備を始めるわよ。みんな、サボらないでね！」

　朝の教室に委員長の声が響ひびき渡わたる。

　こうして、わたしにとって初めての文化祭が、いよいよ始まろうとしていたのだった。

　そしてそのときのわたしには、これから先に何が待ち受けているのか、知るよしもなかったのである。




　お昼過ぎから、わたしたちは文化祭の準備に向けて動き出した。

　準備期間中だから、午後の授業は無いのだそうだ。

　その準備において、クラスのみんなは二つのチームに分かれることになった。

　喫きつ茶さ店てんチームと、お菓子タワーチームである。

　喫茶店チームはお店を開くために必要な物をそろえたり、出品するメニューや値段などを決めたりする。お菓子タワーチームは、こちらもタワー建設に必要な物をそろえたり、デザインを考えたりするのだ。

　わたしとサタン様は当然、お菓子タワーチームのメンバーとして働くことになった。

　そんなわけで、さっそくタワー建設に取りかかる。

　だがお菓子タワーといっても、本物のお菓子を使って塔とうを建てるわけじゃない。そんなことをしたらアイスクリームやチョコレートはすぐに溶とけてしまうし、そもそも衛えい生せい的な問題で許可が下りないらしい。

　だから、まずは土台となる『芯しん』を作り、そこにお菓子の箱や、それらしく作ったレプリカを盛り付けてゆくのだ。

　そうなると、レプリカを作るための素材が必要になるし、お菓子の箱も手に入れなきゃいけない。そしてお菓子の箱を手に入れるためには、お菓子そのものを買ってこなければならないわけだ。

「ジャンケンで買い出し係を決めまーす」

　お菓子タワーチームの一人がそう言って、みんなを集めた。

　負けた人が必要な物を買ってくる、というルールである。

「人数多いから、誰だれか二人でペアを組んで勝負しましょう。負けた人は残って、他ほかの負けた人と再勝負。最終的に負けた人が買いに行くってことで」

　ということで、ジャンケン対決が突とつ発ぱつ的に始まったわけだ。

　さてどうしようか、などと考えていると、

「ワシらが勝負をする必要もあるまい。お前は他の者と戦い、勝つがよい」

　サタン様はそうおっしゃって、そこらにいたメンバーの一人を捕つかまえ、勝負を挑いどんだ。

「おぬし、ワシと戦え」

「あ、サタンちゃん。いいよー。それじゃあ、ジャンケーン……」

「ほいっ」

　二人が手を出し合う。

　そのとき、サタン様の目が光り、全身から闘とう気きが一気にあふれ出た。

　まっ、まさか、ここであれを使うおつもりなのか!?

　対戦相手の手が明らかになるその瞬しゆん間かん、突とつ如じよとしてサタン様の手が緩ゆるやかに動いた。そして相手よりもわずかに遅れて、目の前に出される。

　これこそが、サタン様が持つ６６６の必殺技の一つ、『スローリー・スロー』だ！

　結果、相手の出した手はグー、サタン様はパー。

　サタン様の勝ちだ。

「あー、負けちゃったー。よかったね、サタンちゃん」

「うむ。おぬしも次は勝てるとよいの」

　対戦相手は負けたというのに笑顔だった。おそらく、サタン様と戦えたという事実だけでも嬉うれしいのだろう。そうに違いない。

　さて、わたしも誰だれかと戦うことにしよう。

　あまり細かいことは気にせず、近くにいた人に声をかけて勝負を挑いどむ。

「ジャンケンしましょう」

「……おう」

　よく見るとそれは、愛あい沢ざわ悟さとるだった。

　彼もお菓子タワーチームの一員だったのだ。

「じゃあ、いきますよ。ジャーンケーン……」

「いや、やっぱりやめとく。俺おれの負けでいいよ」

　手を出そうとしたそのとき、愛沢はそう言って背を向け、わたしから離はなれていった。そのまま彼は無ぶ愛あい想そうな顔をしながら、他の負けた人が自分に挑みに来るのを待っている。

　なんだろう？　よく分からないけど、まあ勝てたんだからいいのかな？

　愛沢との関係にも、あれ以来変化はなかった。宮みや坂さかとの取引が成立した今、こちらから何かを仕し掛かけるわけにはいかないし、愛沢は愛沢で相変わらずな日々を過ごしているみたいである。

　ふと横を見ると、宮坂がこちらをにらんでいた。

　彼女は人数の関係で、喫きつ茶さ店てんチームのメンバーとなっていたはずだった。

「何か？」

「なんでもありません。サボらないようにね」

　それだけを言うと、宮坂は自分の作業へと戻っていく。なにやら機き嫌げんが悪そうだった。

　変なの。

　あの人の行動も時々理解できないときがあるんだよなあ。積極的に理解しようとも思わないけどね。

　結局、愛沢は全すべてのジャンケンに負け、彼が買い出し係となった。

「ちっ、仕方ねえな」

　お買い物リストが書かれた紙をポケットにしまい、愛あい沢ざわはぶつくさと言いながらも、教室を出ていった。近くのコンビニでお菓子を買ってくるのだ。

　ちなみに、買ってくるお菓子の中身は発案者であるサタン様が処理なさることになっている。それが責任というものである。

　サタン様はすでに覚悟を決めているらしく、両腕を組んだまま、

「ええい、遅いぞ。あやつは何をしておるか」

　などと今出ていったばかりの愛沢に悪あく態たいをついている。早く責任を果たしたいと思っておられるのだ。

「サタンちゃん楽しそう」

　などとつぶやく人がいたけど、そうじゃない。

　そわそわと落ち着きがないように見えるのは、速すみやかにタワー建設に取りかかりたいと考えていらっしゃるからだし、口元がニヤけているように見えるのは、お菓子タワーによって人々が苦しむ姿を想そう像ぞうなさっているからなのである。

　ま、それはそれとして。

　とりあえずやることがなくなったので、自分の席に座りながら愛沢の帰りを待っていると、

「そういえば、今日きようじゃなかったっけ？」

「何が？」

　近くから雑ざつ談だんの声が聞こえてきた。

「ほら、例の交流会」

「ああ、そういえばそうね」

　やることがないわたしは、せっかくなので話に加わることにする。

「あの、何かあるんですか？」

「あ、リリスさん。うんとね、どこから説明すればいいかな」

「あのね、晴せい嵐らんには姉妹校があるのよ」

　クラスメイトの一人が言葉に迷っていると、もう一人が代わりに口を開いた。

「聖アルマロス学園っていうんだけどね、その学園との親交を深めるために、毎年この時期に交流会をするのが恒こう例れいになってるんだってさ」

「そうそう。それでね、各校から三名ずつ生徒を選んで、お互いの生徒を一日だけ交換するの」

「交換した生徒はそのままそこで授業を受けて、その学校の校風を直接肌で感じるってわけ」

「へえ、全然知りませんでした」

「ま、一年には直接関係のある話じゃないからね。交換する生徒は二年生って決まってるから」

　なるほど。ようするに、晴嵐高校ならではの学校行事というわけだ。

　まあ、わたしたちには関係のない話みたいだし、特に重要なことだとも思えないし、気にする必要もないか。

　──派手な音を立てて教室のドアが開いたのは、まさにそのときだった。

「一年三組はここですわね」

　場違いな女が三人、入り口の前に立っていた。

　三人のうち、右側に立つ女は開いたドアに手をかけ、軽く頭を下げている。

　左側に立つ女はニコニコと微笑ほほえむのみ。

　そしてその二人に挟まれるようにして、えらく豪ごう奢しやな女が両手を腰に当てて、教室内を見回していた。

　女の姿を見て、まず目についたのが、その赤い髪かみだ。

　ややウェーブのかかった赤髪は腰のあたりまで伸びており、燃えるように輝かがやいている。

　切れ長の目は挑ちよう発はつ的にきらめき、口元には自信に満ちた笑みを浮かべていた。

　背はわたしよりも少し高いくらいだろうか。均きん整せいの取れたボディに隙すきはなく、身体からだ全体からは高こう貴きさが漂ただよっている。

　その三人は同じブレザーの制服に身を包んでいた。晴せい嵐らん高こう校こう指定の物ではない。場違いだと感じたのはそのためだろう。

　教室は静まり返っていた。突然の来訪者に、みんな戸惑いを隠かくせないでいたのだ。

　そんな反応に構うことなく、三人は教室の中へ足を踏ふみ入いれてくる。

「ちょ、ちょっと、あなたたち誰だれよ！」

　我われに返った宮みや坂さかが声を上げる。中心にいる女は宮坂を一いち瞥べつすると、見下したように口を開いた。

「無礼な方ですわね。人に名前を尋たずねるときは、まずご自分から名乗ったらいかがかしら？」

　女に言われて、宮坂は言葉に詰つまる。そして悔くやしそうにしながらも声を絞しぼり出だす。

「た、たしかに、あなたの言う通りね。私の名前は──」

「まあ、あなたなんかに興味はありませんから、どうでもよいことですわね」

　しかし女は最後まで聞かず、宮坂の前を通り過ぎていった。

「はあっ!?　ちょ、ちょっと……っ！」

　宮坂は顔を真まっ赤かにしながら叫さけぶが、女はまるで気にした様子を見せない。

　女の向かう先にはサタン様がいる。わたしはサタン様を守るため、お側そばへ行こうとした。

　が、サタン様はわたしを手で制し、女を待ち構える。

　女はサタン様の前まで来ると、優ゆう雅がな動作でヒザを折り、頭を下げた。

「お久しぶりでございますわね、サタン様」

「ふん、誰かと思うたら、おぬしか。何をしに来た」

「無む論ろん、サタン様に会いに来たのですわ」

　二人は親しげに会話を交わしている。どうやらこの女はサタン様のお知り合いのようだった。

　わたしはそそくさとサタン様の近くへと駆かけ寄より、他ほかの者には聞こえないくらい小さな声で尋たずねた。

「ご主人様、もしかしてこの女は」

「うむ。我々と同じ世界に属ぞくする奴やつじゃ」

　やはりそうか。

　サタン様に対するこの態度。そしてサタン様の反応を見れば分かる。

　この女も悪あく魔まなのだ。

「こやつと会うのもずいぶん久ひさ方かたぶりなんじゃが、どうやら何事もなく過ごしておるようじゃのう」

　サタン様は懐なつかしさのこもった声を出す。だがそのお顔には、あまり歓迎しているような表情は浮かんでいなかった。

「あのブレザーって、聖アルマロスの制服じゃない？」

「だよね。ってことは、あの人たちが？」

　後ろからひそひそとした話し声が聞こえる。

　つまり彼女たち三人は、ついさっき話に上がっていた、交流会の生徒だということか。

「サタン様、そちらの方は？」

　わたしの存在に気付いた女が、笑みを浮かべながら疑問を口にする。しかしその瞳ひとみは、こちらを値ね踏ぶみするかのような暗い光を放っている。

「こやつはワシの使つかい魔まの、リリスじゃ」

「あら、それは失礼をしました」

　彼女は目を丸くすると、ゆっくり立ち上がり、わたしに向かってうやうやしく一礼しながら優ゆう雅がな口調で言った。

「お初にお目にかかります。ワタクシはサタン様に仕つかえる悪魔の一人、ベリアルと申します」

　ベリアル。

　英雄ソロモン王によって封じられた七十二柱の悪魔の一人である。

　強大な魔力を持ち、「偉い大だいなる公こう爵しやく」とも「炎の王」とも呼ばれる悪魔で、人間たちの伝でん承しようでは、炎の戦車に乗った天使の姿で現れると伝えられているらしい。

「本日は聖アルマロス学園の一員として、ここ晴せい嵐らん高こう校こうへと参まいった次第ですわ。後ろの二人も交流会のメンバーなんですのよ。カチューシャ、アンクレット。あなたたちも挨あい拶さつなさい」

　ベリアルに言われ、背後にいた二人はわたしたちの前に出てきて並ぶと、同時に深く頭を下げた。

「カチューシャです。以後、お見知りおきを」

「アンクレットでーす。以後、お見知りおきをー」

　名前以外は同じ言葉を発する。

　よく見るとその二人は顔がそっくりだった。違うのは髪かみ型がたくらいだろうか。

　二人ともやや長めのショートカットであることは同じだが、カチューシャと呼ばれた方は前まえ髪がみで右目が隠かくれており、アンクレットと呼ばれた方は、反対に左目が隠れていた。瞳ひとみは青く、地味だけど整った顔立ちをしている。

　見た限りでは身長も同じで、一五〇センチにも満たないくらい。スレンダーな体形をしており、高校生を名乗るには少し幼おさない印象を受ける。

　二人に明確な差があるとすれば、その表情だ。

　カチューシャは全まつたくの無表情で、何を考えているのかも分からない。一方アンクレットは常に笑みを絶やさず、にこやかな表情を浮かべている。

「この二人はワタクシの使つかい魔まなんですの。出来の悪い子たちですけど、どうかよろしくしてやってくださいませ」

「はあ」

　使い魔、か。わたしと同じような存在ということだ。

　目が合うと、二人はまた軽く頭を下げる。カチューシャは無表情で、そしてアンクレットは笑顔で。

「それで、用件はなんじゃ？　言うてみよ」

　サタン様が話の先をうながした。すると彼女は小さくうなずいてサタン様の方へと向き直り、再びヒザをついてから口を開く。

「一ヶ月前のことを、覚えておられますか？」

　その言葉に、サタン様の眉まゆがわずかに動いた。

　ベリアルの言う『一ヶ月前』とは、おそらくこの学校で起きた、ちょっとした騒そう動どうのことだろう。

「あのときワタクシは強い力の波動を感じました。あの力はまさにサタン様そのものでしたわ。だから確信したのです、サタン様が、ついに復活なさったのだと」

　勢いよく顔を上げて、ベリアルは言葉を続ける。

「いよいよ始まるのですね、地上侵しん略りやくへの第一歩が！　ついに、ついにそのときがやってきたのですのね！　そのことを考えると、ワタクシ、胸の高鳴りを抑えることが出来ませんわ！　ああっ、この日のために準備をしてきた甲か斐いがあったというものです！　ワタクシも持てる力の全すべてを使い、サタン様をお助けします！　サタン様のお側そばで、人間どもが苦しむ姿を是ぜ非ひとも拝見させてもらいたいのです！　そのために、ここへ馳はせ参さんじたのですから！」

　ベリアルの顔は歓喜に満ちていた。目は暗く輝かがやき、頰ほおはわずかに紅こう潮ちようしている。

　多分こういう日が来ることを、長い間待ち望んでいたのだろう。その迫力に圧倒される。

　呆ぼう然ぜんとするわたしの態度を、ベリアルは別の意味で受け取ったようだった。

「安心なさいませ。今はワタクシが確率の操作をしていますから、会話を不ふ審しんに思う者などいませんことよ」

　そう言ってベリアルは得意げに笑ってみせる。

　確率の操作。それは悪あく魔まが持つ特別な力の一つだ。

　確率を操ることで、悪魔は人間には起こせないような奇跡を起こすことができるのだ。

　たとえば今ベリアルは、『この場にいる人間に、自分たちが悪魔だと気付かれる確率』を極きよく端たんに低くしているのだろう。ゆえに、わたしたちが何を話そうと、よっぽどのことがない限りは誰だれも何も気付かない。実際、周りの生徒たちはベリアルの話す言葉なんて、まるで耳に入ってない様子だ。

　もちろんそれは、人間が相手の場合の話である。世の理ことわりの埒らち外がいにいる者には、そんな場当たり的な技など通用しない。

　わたしは宮みや坂さかへと視線を移した。彼女はじっとりとした目でこちらをにらんでいた。

　うーん、会話を不ふ審しんに思うどころか、思いっきり気付かれてるんだけどなあ。

　まあいいや、説明が面倒なので放っておこう。いくら宮坂でもみんなが見てる以上、今ここで何かしてくるとは思えないし。

「サタン様、ワタクシの力をお使いくださいませ。必ずやお役に立てると信じていますわ」

　ベリアルは再び従じゆう属ぞくの言葉を述べる。サタン様は彼女のセリフを黙だまって聞いていたが、やがて大きく息を吐くと、おもむろに口を開いた。

「ベリアルよ、おぬしは勘かん違ちがいをしておる。今のワシは、地上侵しん略りやくなど考えておらん」

　ベリアルの目が驚きよう愕がくに見開かれる。それは彼女が望んでいた言葉ではなかったのだ。

「そんな！　なぜですか、理由をお聞かせくださいませ！」

「おぬしには関係のないことよ。気にせず、今まで通りの生活を続けるがよい」

　それだけを言うとサタン様はベリアルに背を向け、わたしに声をかける。

「リリスよ、お菓子タワーのデザインを考えるぞ。お前も何か案を出せ」

「サタン様！」

　背後から聞こえる悲痛な叫びも無視し、サタン様は授業用のノートにお菓子タワーのデザインを描き始めた。鼻歌混じりでご機き嫌げんな様子である。

　その姿を見つめていたベリアルは、拳こぶしを握にぎりしめながら苦々しい声で言った。

「昔の貴方あなたは違いました。戦場では常に先陣を切り、誰よりも果か敢かんに敵を打ち倒す。その勇ゆう猛もうさをお慕したい申し上げておりましたのに」

「昔は昔、今は今じゃよ」

「……失望いたしましたわ」

「お前がどう思おうと知ったことではない」

　サタン様は振り向きもせず答える。

「…………貴方はもう、あの頃ころのサタン様ではありませんのね」

　サタン様の態度にベリアルは顔を真まっ赤かに染め、立ち上がって人差し指を突き出した。

「ならば、貴方あなたに代わってワタクシが王の座に着きますわ！　今の貴方に、魔ま王おうを名乗る資格なんてありません！」

　怒りのためか、彼女の肩は細かく震ふるえている。

「ワタクシと勝負なさい！　魔王の覇は権けんを賭かけた、決けつ闘とうですわ！　勝った方が新たな王として悪あく魔まの頂点に立ち、この世界を征せいするのです！」

　ヒステリックな金かな切きり声を上げて、ベリアルは全身に闘とう気きをみなぎらせた。

　だがサタン様は、まるで相手になさらない。

「のうリリスよ、ここは板チョコよりもアイスクリームの方がバランスが良いかのう？」

「そうですね。トッピングとしてアーモンドをまぶすと見栄えも良くなるかもしれません」

「なるほど。ではスナック菓子の箱の数も、もう少し増やしてみるべきか」

「大きめの飴あめ玉だまをいくつか盛り付けると、いいアクセントになるでしょうね」

　お菓子タワーについてサタン様と意見を交わす。その間にもベリアルは「勝負、勝負、勝負ですわ！」と狂ったように叫んでいた。

　いつまで経たっても止やまぬ声に、さすがにサタン様も呆あきれを隠かくせないでいるようだ。

「……こやつも変わらぬのう。頭に血が上ると周りが見えなくなりおる。なぜワシの配下には、こうも血の気の多い奴やつしかおらんのじゃろうな」

　──再び教室のドアが開かれたのは、そのときだった。

　ドアの前に立つのは、一人の男子生徒だ。

「叫び声が聞こえてきたけど、何かあったのか？」

　それは、買い物から帰ってきた愛あい沢ざわだった。

　彼に向かって、皆の視線が一斉に注がれる。

「……なんだよ。ちゃんと買ってきたぞ」

　愛沢は戸惑いの声を上げつつも、お菓子が入った袋を掲かかげて教室へと入ってくる。

　そんな彼に対して、サタン様が苛いら立だたしげに口を開いた。

「遅いぞ、愛沢。いったい何をやっておったのじゃ」

「何って、買い物に行ってたんじゃねえか」

「遅すぎるわい。たかだかコンビニに行くだけで、何分かかっておるのじゃ」

「……悪かったな。色々あったんだよ」

「ふん、まあよいわ。ほれ、早くそのお菓子をこちらに寄こせ。ほれ、ほれ」

　そうおっしゃってサタン様は、お菓子の入った袋を渡すよう愛沢に催さい促そくした。

「早くせんか。ほれ、早く早く。ええい、早くせいと言うておろうが！」

　愛沢は眉まゆをひそめながらも、渋々といった感じでサタン様の元へ歩いてゆく。

　そんな二人のやり取りを、ベリアルは目をつり上げながらじっと見つめていた。

　だが彼女は突然口元をゆがめ、

「いいことを思いつきましたわ！」

　愛あい沢ざわに歩み寄るとその肩をつかみ、高らかに宣言した。

「勝った方がこの男をドレイとして扱うことができる！　これでどうかしら！」

　わたしは最初、彼女が何を言っているのか分からなかった。しかしすぐにその言葉の意味を、頭の中で理解する。

　つまりベリアルは、愛沢の身み柄がらを賭かけて勝負しようと言っているのだ。

「ちょっと、そんなムチャクチャな話、通るわけが──」

「お二人の会話から察さつするに！」

　後方から誰だれかの声が聞こえたが、それをさえぎってベリアルは言葉を続けた。

「この男は貴方あなたに従う忠実な下げ僕ぼくのようですわね！　確率の操作中であるこの空間に干かん渉しようできるということは、彼もまた、貴方の支配下にあるということ。熱心な崇すう拝はい者しや、といったところですかしら？　ならばこの男を失うのは、貴方にとって痛手のはず！　なにしろ戦力の一部が削られるわけですからね！　そこを利用しない手はありませんわ！」

「……この人たち、誰？　何を話してるんだ？」

　急に自分のことが話題に上がったためか、愛沢は戸惑いの表情でわたしを見つめる。だけど話がややこしくなりそうなので、今は無視。後で説明しよう。

「ねえってば、聞いてる？　そういう、人権を無視したやり方は──」

「もちろん、ワタクシと戦う気がないとおっしゃるのでしたら」

　再び後ろの方から非ひ難なんの声が上がるが、ベリアルはまるで聞こえてない様子である。

「そちらの不戦敗でも構いませんのよ。ワタクシがこの男をいただくだけですからね。この男自身にはなんの興味もありませんし、手に入れたところでメリットは皆無、むしろ邪じや魔まなだけでしょう。ですが、この男を足がかりに晴せい嵐らん高こう校こうへの支配を広げれば、貴方の牙が城じようを切きり崩くずすその第一手にはなるかもしれませんわ。その結果、多少なりとも貴方にダメージを与えることができるのなら、ワタクシはあらゆる手段を用いてこの男を自らの下僕にしてみせますことよ。もしもそれがお嫌いやでしたら、ワタクシと勝負なさい！」

　おそらくベリアルは、愛沢がどういう存在なのかについては全まつたく気付いていないのだろう。ただ単にサタン様の崇拝者だから（だと思い込んでいるから）、彼を手に入れようとしているだけなのだ。

　でもそれは、彼女にとって最善の一手だった。

　わたしたちにとって愛沢は、失うわけにはいかない人物だ。今は宮みや坂さかとの取引があるから手を出せないが、いずれは彼の魂たましいを我わが物ものとし、しかる後に世界を獲とる、というのがサタン様の計画なのである。

　だがこのままではその計画が破は綻たんする。放っておけばベリアルは愛沢に手を出し、遠くないうちにその正体に気付くだろう。そうなればまたこの前のように、大きな戦いが起きることになるかもしれない。

　サタン様が本気を出せば、たとえベリアルが愛あい沢ざわの魂たましいを手に入れようともあっさり返かえり討うちにできる。しかしここでムダに魔ま力りよくを消費すると、それだけ完全復活の日が遅れることになる。そんな事じ態たいに陥おちいるわけにはいかない。

　となると、勝負を受けざるを得ないのだ。

「もう、人を無視して話を進めないでよね！　あなたたち、勝手なことばかりしてると──」

「まったく、騒さわがしいのう」

　またもや後ろから誰だれかの叫びが聞こえたけど、その声にかぶせるようにしてサタン様がつぶやいた。

「おちおち『ぶんかさい』の準備もしてられんわい」

　サタン様はタワーのデザインを描いていたノートを閉じると、大きく、そして長いため息をついてベリアルに目をやった。

「仕方あるまい。その決けつ闘とう、受けて立ってやろうではないか。それで文句はないんじゃろ？」

　嫌いや々いやといった感じで嘆たん息そくをもらす。

　そのセリフにベリアルは表情を輝かがやかせた。だがサタン様はすぐに言葉を付け加えて、彼女の気き勢せいをそぐ。

「ただし条件がある。おぬしが負けた場合、それ相応の対価を支払ってもらおうぞ」

「対価？」

「こちらだけ賭かけ金きんをベットするというのも不公平な話じゃろ。おぬしにもプライドがあるのなら、この条件を飲め」

「くっ……！」

　ベリアルは強く歯ぎしりした。『プライド』という言葉に反応したようだ。

「確かに、おっしゃる通りですわね。いいでしょう、条件を飲みますわ。それで、こちらは何を賭ければいいんですの？」

「そうじゃのう。ではおぬしが負けたら、使つかい魔まを一体こちらに寄こす、というのはどうじゃ？」

「なっ……！　ワタクシの使い魔の価値が、そこの下げ衆すな人間と同程度だとでも!?」

「なんじゃ、嫌なのか？　これでもかなり譲じよう歩ほしておるんじゃが、意外とみみっちい奴やつじゃな。それとも負けるのが怖くなったかの？」

　サタン様はあからさまに挑ちよう発はつ的な言葉を投げかけた。そしてその言葉は、ベリアルの自じ尊そん心しんを大きく揺さぶったみたいだった。

「い、いいでしょう！　ワタクシが負けたら、カチューシャを差し上げますわ！　今の貴方あなたなんかに負けるわけがありませんけれどね！」

　いつの間にか、形けい勢せいが逆転していた。

　わたしたちが勝負を受けなければいけない状況だったはずなのに、なぜか今はベリアルの方が追い込まれている。

　さすがはサタン様、話術においてはベリアルなど足元にも及ばないということだ。

「では、さっさと始めようかの」

　サタン様があくび混じりの声で勝負開始を求める。心底から面倒くさそうな様子だ。

　と、そのとき、

「いいかげん、人の話を聞きなさ───いっ！」

　二人の間に割って入る声が、教室中に響ひびき渡わたった。

「どうやらやめる気はないみたいね。だったらその勝負、委員長であるこの私、宮みや坂さか麻ま美み子こも参戦します！」

　右手を開いて前に突き出しながら、宮坂は鼻息荒く宣言した。

「……」

「……」

　サタン様とベリアルは、黙だまって彼女を見つめていた。

　どうリアクションすればいいのか分からない、といった様子である。

　宮坂の言葉はあまりにも唐突だったし、勝負への参加を表明するには、タイミング的に中ちゆう途と半はん端ぱだったのだ。

　辺りには「どうしてこのタイミングで？」という空気が漂ただよっている。

　もちろん宮坂は、そんな空気にはまるで気付いてない。

「なんですの、この女。さきほどもワタクシに声をかけてきたみたいですけど」

「えっと、話せば長くなりますが、一応、愛あい沢ざわくんの関係者です」

　仕方ないのでわたしがフォローする。愛沢の正体がバレるといけないからあまり詳くわしいことは言えないけど。

「愛沢というのはあの男のことですわね。ふん、まあいいでしょう。ワタクシたちの真剣勝負を汚さぬよう、せいぜい全力を尽くしなさいな」

　ベリアルはまるで相手にしていない。

　サタン様に至っては、宮坂に視線すら向けようとしない。

「な、何よ、仕方ないでしょ。生徒の身み柄がらを賭かけるだなんて、そんなこと委員長として認みとめるわけにはいかないんだから。私が止めるしかないじゃない」

　自らを弁護する言葉さえ、誰だれも聞いていなかった。

「で、何の勝負をするつもりなんじゃ？」

「ワタクシについて来てくださいまし。そうすれば自おのずと分かりますわ」

　ベリアルは踵きびすを返すと、二人の使つかい魔まを引き連れて教室を出てゆく。サタン様はその様子を無言で眺ながめながら、

「ゆくぞ、リリス」

　わたしにそれだけを言って、ゆっくりと彼女の後を追った。

「はい、ご主人様！」

　激げき戦せんの予感に気を引き締め、わたしもサタン様に続く。

　こうしてサタン様とベリアルの、負けられない戦いが幕を開けたのであった。




　……もう一人参加者がいたけれど、それはあまり考えないことにした。













　　　第二章　ベリアルの挑戦・後編！







「料理対決ですわ！」

　白いエプロンを胸にかけながら、ベリアルは言った。

「美お味いしい料理を作った方が勝ち。シンプルで分かりやすいですわよね」

　わたしたちは家庭科室に来ていた。

　周囲には大おお勢ぜいのギャラリーが集まっている。そのほとんどが一年三組の生徒だ。

　ベリアルは今、確率の操作を中断している。サタン様に、

「確率の操作なんぞに力を費ついやさず、ワシを倒すことに全力を注げ。後で言い訳にされると困るからのう。それにギャラリーが多い方が、おぬしが負けたときの惨みじめさも際きわ立だつしの」

　そう煽あおられて解除したのである。

　おかげで、騒ぎに気付いたみんながこうして集まった、というわけだ。

「料理のテーマは『心』です。思いやり、真心、誠せい実じつさなど、細かいことは問いません。『心』を意い識しきした料理を作っていただきたいんですのよ。食材はこちらで用意しましたわ。カチューシャ、アンクレット、準備なさい」

　ベリアルに言われ、二人の使つかい魔まが次々と食材を並べ始める。

　野菜、魚、肉類、その他ありとあらゆる食材が、そこにあった。近所のスーパーで売ってる物から、世間では高級とされている物、実際に目にするのは初めてのような珍めずらしい物まである。

　いつの間にそんな物を用意したのかは知らないけど、とにかくすごい量だ。

「どれを使っても構いませんわ。何を作っていただいても結構。テーマに基づき、美味しい料理を作ること。それがこの対決における勝利条件ですのよ」

　ベリアルは並べられた食材の中からリンゴを一つ手に取り、うっとりとした表情で眺ながめながら説明する。

「審査は誰だれがするのじゃ？」

　サタン様が当然の疑問を口にする。ここにいるギャラリーに食べてもらうのだろうか。

　その疑問に対して、ベリアルはあっさり答えた。

「対戦相手ですわ」

「対戦相手、じゃと？」

　サタン様の眉まゆが、わずかに上がる。

「お互いに相手が作った料理を食べて評価するんですの。つまり、対戦相手すら認みとめるほどの料理を作らなければならないってことですわね」

　なるほど、ある意味で公平な審査だ。少なくとも第三者による不正が介入する余地はない。

　しかし、敵の作った料理を高く評価したりするものなのだろうか。両者共に相手を認みとめなければ、決着がつかないんじゃないか、と思うのだが。

「安心なさいませ。ワタクシのプライドに懸かけて、決して本心を偽いつわらないと約束いたしますわ。そんなことをして勝っても何の意味もありませんからね。もちろん、そちらにも魔ま王おうとしてのプライドがおありなら、正直な感想を述べてくださりますわよね？」

「言われるまでもない。あまりワシをなめるでないぞ」

　二人は目から盛大な火花を散らす。どちらもやる気満々のようである。

　でもわたしの心には、わずかに不安の影が差していた。

　食べることに関してなら、確かにサタン様に勝てる者などいないだろう。暴ぼう飲いん暴ぼう食しよくはサタン様の最も得意とするところだからだ。

　でも、作るとなると話は別だ。

　わたしはサタン様が料理なさっているところを見たことがないし、味の好みだって世間一般と比べれば、かなり偏かたよっていると思う。

　ベリアルの実力がどの程度なのかは知らないが、自信がなければこんな勝負を挑いどんできたりしないだろう。そんな相手に、果たして勝てるのだろうか。

　わたしのその考えは、おそらく顔に表れていたのだろう。サタン様はわたしを見て、少し不ふ機き嫌げんそうに言った。

「リリスよ、ワシが信じられぬか？」

　そのお言葉で気付かされる。わたしは今、とても失礼なことを考えていたのだ。

　主人の勝利を疑うなど、使つかい魔まとしてあってはならないことなのである。

　それに、よく考えれば分かることだった。

　サタン様は美お味いしくて栄養たっぷりの健康的な手作り料理がお嫌きらいだから、わたしが作っても食べないし、ご自分でも作らない。

　でも、それは決して作れないことを意味しているわけではないのだ！

　なにしろわたしのご主人様は、悪あく魔まの頂点に立つお方なのだから！

　その気になれば料理の一つや二つくらい、簡単にお作りになられることだろう。

　わたしは深く頭を下げ、無礼を詫わびる。

「失礼しました。浅はかなわたしをお叱しかりください」

「よい。まあ見ておけ。さっさと勝負を終わらせて、お菓子タワー建設の準備を再開させるぞ」

「はっ」

　顔を上げ、サタン様を見つめる。そこにあるのは、格下の相手にも全力を出し、圧倒的な実力差で倒そうとする王者の貫かん禄ろくだ。

　気に病むことなんて、何もないのである。

「ところで、今いま更さらなんですけど」

　心に余裕ができたことで、ふと疑問が沸わき起こる。

「わたしたち、勝手にこんなことしてていいのでしょうか？」

　授業でもないのに家庭科室を使い、ギャラリーまで背負って料理を作ろうとしている。いくらこの学校にいるのが細かいことを気にしない人ばかりだからって、さすがに何か言ってくる人が出てきそうなんだけど。

　わたしの声が聞こえたのか、ベリアルが口をはさんでくる。

「心配無用、これも交流行事の一いつ環かんですわ。ちゃんと許可はもらってますわよ」

　ああ、許可もらったんだ。変なところできっちりしてるなあ。

　でもまあ、多少の無理は通るということかな。それなら別に構わないか。

　そのとき、ベリアルはふと目をそらすと、誰だれに言うでもなく小さくつぶやいた。

「……少しでも貴方あなたのお役に立てるようにと身につけてきたこの力を、まさかこんなことに使うだなんて思ってませんでしたわ」

　しかしすぐに首を横に振り、サタン様へと向き直る。

「覚悟はよろしくて？　逃げるのなら今のうちですわよ」

「その言葉、そっくりそのまま返してやろう。勝負が始まってから謝あやまっても、もう遅いぞ」

　二人は再び火花を散らす。お互い、準備は完了しているようだった。

「リリスよ、開始の合図をせよ。こやつの頭に、後悔の二文字を叩たたき込こんでやるわ」

「え、あ、はい。それではいざ尋じん常じように、勝負開始！」

　それっぽく右手を挙あげながら、開始を宣言する。

　多くの人が見守る中、料理バトルはいよいよ始まったのであった。




　当事者二人（三人？）のいる空間は、異様な緊きん張ちよう感に包まれていた。

　両者とも相手を打ち負かそうとする気迫に満ちており、近づいただけで身を焦こがされそうな熱気を肌で感じる。

　でも今のところわたしにできることはないので、とりあえずギャラリーに混じって見学に徹てつすることにする。

　サタン様の調理姿を見学しようと思っていると、

「あのさ」

　不意に愛あい沢ざわが声をかけてきたので、そちらに顔を向ける。

「あいつらも、その、リリスさんたちと同じような存在なのか？」

「ええ、はい。一応、そういうことになってます」

「ふうん。変わった知り合いばっかなんだな」

　そんなことを言いながら、彼は両腕を組んで軽く息を吐く。その顔には、不ふ機き嫌げんさが濃厚に表れている。

　愛あい沢ざわは今、イスに座っていた。でもそれはただのイスじゃなかった。

　背もたれの部分にバラの花がデカデカと盛り付けられた、彼だけの特別席だ。

　その扱いも当然だった。愛沢はこの勝負の『賞品』なのだから。

「ま、お前らが何をしようと構わねえんだけどさ。なんか、俺おれの意思が完全に無視されてねえか？」

「？」

　彼が何を言わんとしているのかが、わたしには分からなかった。しかし頭の中で意味を整理して、ようやく理解する。

　勝手に賭かけの対象にされたことを、不満に思っているのだ。

「大丈夫ですよ、きっとサタン様が勝ってくれますから」

「いや、勝ち負けの問題じゃなくてだな……」

　安心させようと思って言った言葉に、しかし愛沢は納得していないようだ。

　なんだろう？　何が引っかかっているのだろうか？

「人のことを物みたいに扱うなっつーか……、なあ、あんただってそう思うだろ？」

　そう言って彼は、隣となりにいる少女に意見を求めた。そこには、愛沢と同じように『特別席』に座って対決を見守る、カチューシャという名の使つかい魔まの姿があった。彼女の席には百ゆ合りの花が盛り付けられている。

　おそらく愛沢は、カチューシャが同意してくれるものだと思っていたのだろう。同じ境きよう遇ぐうの者同士、今の心情を理解し合えるのだと。

　しかしカチューシャの返答はそっけなく、あっさりとしたものだった。

「我われ々われは人ではなく、物ですから」

　それだけを言って、後は対決に目を向けたままもう何も答えない。賭けの対象にされたことをまるで気にしていないようだった。

　でも、それも当然なのだ。

　わたしたち使い魔は主人が扱う道具であり、それ以上でもそれ以下でもないのだから。

　そのことを誇ほこりに思うことはあっても、不満や悲しみを抱くことはありえないのだ。

「……まあ、いいさ。好きにしてくれ」

　愛沢はしばらくの間、不ふ思し議ぎな物を見るような目でカチューシャを見つめていたが、やがてふてくされた顔でつぶやくと、立ち上がって家庭科室の入り口へ向かって歩いてゆく。

「どこ行くんですか？」

「帰るんだよ。付き合ってられねえからな」

　こちらに顔も向けずに言って、彼は部屋を後にした。

　どうしたんだろう？　その態度が少しだけ気になったけど、今はこの料理バトルの方が重要だった。二人の対決に視線を戻す。

　ベリアルは手て際ぎわ良く調理を進めていた。わたしも料理をするから分かるが、彼女の腕前はかなりのものだ。ちょっと見ただけでも、そのレベルの高さが感じられる。数ある食材の中から良質な物を瞬しゆん時じに見抜き、ムダがなく、それでいて華か麗れいで優ゆう雅がな包丁さばきを披ひ露ろうしている。

　その様子に感心していると、横にいるカチューシャが声をかけてきた。

「ソロモンの封印により、ベリアル様のお力の大半は失われた。だがあのお方は残された力を最大限に引き出すため、あらゆる努力を惜おしまず、今日きようまでの日々を過ごしている。少なくとも料理に関しては、人間たちの中で名人と呼ばれている者と同程度、あるいはそれ以上に美お味いしい料理をお作りになる技術を持っている」

　カチューシャは右目の隠かくれた顔をこちらに向ける。

「あまりベリアル様を侮あなどらない方がいい」

　感情のこもってない目からは、何を考えているのかは推すい察さつできない。しかしその瞳ひとみの奥には、かすかに敵意の炎が揺らめいているように感じられた。

「……侮っているつもりはありませんが、そう思われたのならこちらに礼を欠いた言動があったということなのでしょう。謝あやまります」

　わたしは素直に頭を下げる。すると彼女はわずかに目を見開き、立ち上がって同じように頭を下げた。

「こちらも言いすぎた。主人の勝利を信じるのは、使つかい魔まとして当然のこと」

「いえ、こちらこそ」

「いいや、こちらこそ」

　お互いに頭を下げ合う。なんだか滑こつ稽けいなやり取りだ。

　おっと、そんなことをしてるときじゃない。わたしはサタン様の方へと目を移した。

　ベリアルが一心不乱に料理に集中する一方で、しかしサタン様の様子は、少しばかり異様だった。

　じっとイスに座ったまま、動こうとなさらないのだ。

　胸の前で両腕を組み、棒つきキャンディをくわえながら、何かを考えるかのように目を閉じている。

　何をなさっているのだろうか。まだ料理をお作りにならないのだろうか。

　このままだと、ただ時間が過ぎるばかりだ。下へ手たしたら試合放ほう棄きと見なされるおそれだってある。

　……いや、よそう。憂ゆう慮りよなど無意味だ。

　サタン様のことだから、何か深いお考えがあるに違いないのだ。

　さっきだってそうだった。きっとわたしなんかには理解できないほどの遠えん大だいな計画を立てておられるのだろう。

　使つかい魔まは主人を信じるのみである。

「完成ですわ！」

　数分の後、ベリアルが喜びの声を上げた。どうやら料理が出来上がったようだ。

「さあ、お食べなさい！　そしてワタクシに許しを乞こうのですわ！　もちろん、許すわけありませんですけどね！」

　頰ほおに汗を一滴たらし、満足げな笑みを浮かべている。一仕事終えた後の職人の顔だ。

「思ったよりも遅かったの。まあよい、食ってやろう」

　すでにキャンディをなめ終えていたサタン様が、席を立ってベリアルの元へ歩いていく。

　まずはベリアルの料理から判定を下すことになるみたいだ。

　でもわたしはその二人の間に割って入り、サタン様をかばうようにしながら言った。

「ご主人様のお身体からだに異常をきたすような異物が入ってないかどうか、念のためわたしが先に食べて確かめます」

　その言葉で、周囲の空気がわずかにこわばる。だがわたしは構わず続ける。

「あなたのことを信用してないわけではありません。ですが、これがわたしの役目なのです。どうか理解してください」

　ベリアルは目を細めながらわたしを見つめていた。しかしすぐに口の端はしをつり上げて、両手を腰に当てながら堂々と胸を張る。

「構いませんわ。不正を疑われるのは屈くつ辱じよくですけど、そちらの言い分も理解できますからね。お食べなさいな。そしてワタクシの料理を、とくと味わいなさい」

　その言葉を受けて、サタン様に目を向ける。すると何も言わず、ゆっくりと首を縦たてに振ってくださった。

　勝手な判断で動いたが、許可が下りたようだ。

「では、失礼して」

　二人の間を抜け、ベリアルの作った料理と対面する。

　調理台には白いお皿が置かれており、そこに盛り付けられた料理を見たとき、わたしは軽い驚おどろきの感情を抱いた。

　お皿の上にあったのは、サーモンのムニエルだった。

　正直に言って、地味な料理だ。派手な容姿が目立つベリアルのことだから、もっと豪ごう華か絢けん爛らんな物を作っているのだと思っていたのだが。

　意外さを感じつつも、ハシで身を少しだけつまみ、口の中に運ぶ。

　その瞬しゆん間かん、わたしの身体に電でん撃げきが走った。

　魚の旨うま味みが舌の上に広がってゆく。下味としてつけられた天然の岩がん塩えんとマイルドなホワイトペッパーが、絶妙なバランスだ。

　振りかけてあるソースは、バルサミコソースか。それも大量生産用に着色料などを使用したものではない、伝統的な製法で作られた、正しよう真しん正しよう銘めいのバルサミコソースだ。

　魚料理はシンプルなものが多いが、それだけに料理人の腕が問われる。そしてこのムニエルは、彼女の腕があってこそ成なり立たつ物だった。

　ベリアルが持つ料理人としての技術を全すべて詰つめ込こんだ、至し高こうの魚料理。それが、彼女の作る『心』の料理なのだ。

　ベリアルのことを決して侮あなどってなどいなかった。それでも、これほど圧倒的な力を見せつけられるとは思わなかった。

　もしわたしが彼女と料理バトルを行っていたら、まず間違いなく負けていた。それくらいに実力差は大きい。

「……何も問題はありません。ご主人様、どうぞお召し上がりください」

　わたしは戦せん慄りつを覚えながら後ろに下がり、サタン様に席を譲ゆずった。

　ベリアルが無言でわたしを見つめていた。勝かち誇ほこった笑みを浮かべているであろうその顔を、直視できない。

　背中に冷たい汗が流れる。これが、これがベリアルの底力なのだ。

　さすがはサタン様に勝負を挑いどむだけあって、その手並みは本物なのである。

「んじゃ、食ってみるとするか」

　わたしの前を通ってサタン様が調理台の前にお立ちになる。

　サタン様は指で直接サーモンをつまむと、あっさり口の中に放り込んだ。毒見が済んでいるからか、その動作に迷いはない。

　ムグムグと口を動かし、何度も嚙かんでから飲み込む。

　そして一言、

「ま、ワシの舌には合わんかの」

　と、おっしゃった。

　そのお言葉に、ベリアルが苛いら立だたしげに反応する。

「……ワタクシの料理が不ま味ずいとでも？」

「勘かん違ちがいするな。ワシの舌に合わんということは、それはつまり美う味まい料理だということじゃ。そうじゃの、百点満点で点数をつけるとしたら……」

　サタン様は視線を天井に向けながら、指先をアゴに当てて思案にふける。

　しかしすぐにベリアルへと向き直り、

「百点じゃな」

　いとも簡単に、満点の評価を下した。

　その答えを聞いて、ベリアルの歓喜は最さい高こう潮ちように達したようだった。

「ホッ、ホーッホッホッ！　さすがは大だい魔ま王おう様、潔いさぎよいですわね！　たとえ対戦相手の作った物でも、あの料理を前にしては最高点をつけないわけにはいかなかったということですのね！」

「ウソはつかんと約束したからのう」

　頰ほおに手の甲を当て、恍こう惚こつとした表情で笑うベリアルに対して、サタン様の口調はあくまでものんびりとしたものである。
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　しかし、いくら正直に答えるつもりだったからとはいえ、百点とは。

　どうするおつもりなのだろうか。もしこちらも満点を取ることができたとしても、同点引き分けだ。勝ったことにはならない。

　つまりこの時点で、ベリアルの負けはなくなったのだ。

　そのことを理解しているのだろう。ベリアルは余裕の表情でサタン様を見下ろす。

「さて、お次はそちらの番ですわね。……と、言いたいところですけど、さっきから何もなさってなかったみたいですわね。いったい、いつになったら貴方あなたの腕前を見せてくださるのかしら？」

　だがサタン様は、つまらなさそうな目で彼女を見上げながら、さも当然であるかのような口調でおっしゃった。

「何を言うておる。ワシの料理なら、もう出来ておるぞ」

「……は？」

　ベリアルは笑みを消し、マジマジとサタン様を見つめる。何を言っているのか分からないといった顔だ。

　それはわたしも同感だった。見ている限りでは、サタン様は何もなさらず、ただキャンディをなめていただけだったはず。

「ワシの料理は、あれじゃ」

　サタン様はこちらを向いたまま、背後にあるご自分の調理台を指差す。

　わたしはその調理台の前まで来てから、周囲を見回した。でもそこには料理と呼べそうな物は何もなかった。いくつかの食材が置かれているものの、まるで手をつけられていない状態だ。

「どこを見ておる。これじゃよ、これ」

　わたしの脇わきをすり抜けて、サタン様は調理台の上に置かれたお皿の一つを指差した。

　お皿の上に載のっているそれは、牛の生肉だった。

　煮たり焼いたりといった調理が施ほどこされていない、本当に生のままの肉である。

　どういうことなのか分からなかった。後から来たベリアルも横からそのお皿を覗のぞき込こみ、首をかしげている。

「まだ分からぬか？　ワシがこれを選んだ訳わけを」

　サタン様に言われ、思考を巡らせる。

　そして、不意にその真意を理解する。

　その瞬しゆん間かん、体験したこともないような強烈な恐れのためにガクガクと足が震ふるえて、わたしはまともに立っていることさえできなくなった。

　サタン様は決して手を抜いたわけでも、試合を投げたわけでもなかった。あの牛肉は、すでに完成されていたのである。

　そう。肉本来の味を引き出すため、あえて火を通さず生のままでお出しになられたのだ！

　基本にして、究きゆう極きよくである。

「そんな、まさか……」

　ベリアルもわたしと同じ考えに達したのだろう。打ちのめされたように両手を地面につけている。

「修行を積み、腕を磨みがけば、美う味まい料理が出来るのは道理じゃな。しかし料理とは本来、素材の味を活いかすことこそが本質ではなかったか？」

　ベリアルを見下ろしながら、サタン様は諭さとすように述べる。

「主役はあくまでも素材。料理人はその素材をアシストする脇わき役やくに過ぎん。そのことを忘れたおぬしに、料理を語る資格などあるまい」

「くっ……」

　ベリアルは悔くやしそうに歯は嚙がみするが、反論はしない。いや、できないのだ。

「分かったら、さっさと食って点数を出すがよい」

　サタン様が面倒くさそうにうながすと、ベリアルは立ち上がり、小さくため息をついてから天井を仰あおぎ見た。

「食べなくても分かりますわ、その料理のすごさが。小手先の技術に頼らず、何も加えず、そして何も引かない。これを超こえる料理など、おそらく存在しませんわね。……ワタクシの完敗です。点数をつけるまでもありません」

　遠くを見つめながらベリアルはつぶやく。その顔には、敗北を受け入れた納得の表情が浮かんでいた。

「これが、『もてなしの心』というものですのね……」

　桁けた違ちがいの実力差を見せつけて、サタン様は勝利したのであった。

　結果に不満でもあるのか、なんだかギャラリーがざわついている気がするけど、そんなことはどうでもいい。

　この崇すう高こうな戦いは、俗ぞく物ぶつどもには理解できないのだ。

「さて、これで料理バトルは終了かの。では約束通り、おぬしの使つかい魔まを一体もらっていくぞ。名はカチューシャとか言ったか？」

　サタン様のそのお言葉に、ベリアルの身体からだがこわばる。

「や、約束は約束ですわ。好きになさってくださいまし」

「うむ、そうしよう。カチューシャとやら、お前は今からワシの使い魔じゃ」

「はっ、了解しました」

　特別席に座りながら対決を見守っていたカチューシャは、あっさりとうなずく。ずいぶんと淡白な態度だが、当然と言えば当然だ。そうすることが主人の意思なのだから。

「では、お菓子タワー作りに戻るとするか。リリス、カチューシャ、行くぞ」

　サタン様はもう他ほかのことはどうでもいいと思われたのか、興味なさげに家庭科室を出ていこうとする。

「ま、待ってくださいな！」

　その背後から、呼び止める声が聞こえた。

「もう一度、もう一度チャンスをくださいませ！」

　声の主ぬしはベリアルだった。彼女は真まっ赤かな顔でこちらを見つめていた。

「恥はじを忍んで頼みますわ。もう一度だけ、ワタクシと戦ってくださいませ。次こそは必ず貴方あなたに勝つ自信がありますの」

　屈くつ辱じよくのためだろうか、ベリアルの両肩は細かく震ふるえている。全身にみなぎっていた自信も今は消し飛び、悪あく魔まらしい威い厳げんも感じられない。

　そんな彼女に対して、サタン様は口の端はしをつり上げながら問いを投げた。

「ほう、つまり今度はもう一体の使い魔を賭かけると、そういうことじゃな？」

「そ、それは……」

　ベリアルはためらいつつも、しかし肯こう定ていの意を表すため、ゆっくりとうなずく。

「え、ええ。ワタクシが負ければ、アンクレットを差し上げます。ですから、もしワタクシが勝った場合は……」

「ま、いいじゃろ」

　サタン様はベリアルの言葉を最後まで聞かず、すんなりと申し出を受けた。その上さらに、向こうにとって有利な条件を付け加える。

「もしワシが負ければ、カチューシャと愛あい沢ざわ、両方をおぬしに差し出そうではないか」

　そのセリフを聞いて、ベリアルは急きゆう激げきに怒ど気きをふくらませた。

「い、いくらなんでも、それはワタクシをバカにしすぎではありませんこと!?」

「ハンデじゃよ。これくらいの差がなければ緊きん張ちよう感がないからのう」

　あまりにも余裕なその態度に火がついたのか、ベリアルは頭から湯ゆ気げを出して、両目を充血させながら叫んだ。

「いいでしょう、今度こそ後こう悔かいさせてあげますわ！　ついてらっしゃい！　次の舞台では、先ほどのような無ぶ様ざまな失しつ態たいは見せませんわよ！」

「ふん。弱い犬ほどよく吠ほえる、とは人間も上う手まいことを言うものじゃの」

　またもや二人の間で火花を散らしながら、並んで部屋を出ようとする。

　そんな二人に、

「あ、あのー……」

　すごく無ぶ粋すいな声が、割って入った。

　二人が同時に視線を向ける。その先にあるのは、戸惑いながら手に持った皿を前に差し出す、宮みや坂さかの姿だった。

「私の採点がまだなんだけど。ちゃんと作ったんだから、食べてよね」

「……」

「……」

　二人は顔を見合わせ、再び宮坂に目を向け、そして、

「今度こそ後悔させてあげますわ！　ついてらっしゃい！　次の舞台では、先ほどのような無様な失態は見せませんわよ！」

「弱い犬ほどよく吠える、とは人間も上手いことを言うものじゃの」

　何事もなかったかのように家庭科室を後にした。

「ちょ、ちょっと、私も参加してるんだからねっ！　どうして無視するのよっ！」

　新たな戦場へ向かう二人に対して宮坂は非ひ難なんの声を上げるが、二人ともまるで聞いていない。

　あー、そういえばこの人もいたんだっけ。すっかり忘れてた。

　宮坂の持つ皿を覗のぞき込こむと、そこには野菜炒いためが盛り付けられていた。肉を抜き、野菜だけを炒めた、その名の通りの野菜炒めだ。

　わたしはハシで野菜を一切れつまみ、口の中に運ぶ。

　うん、なるほど。うん……。

　食べ終えたわたしはハシを置き、

「ご主人様、お待ちくださいー。わたしも今そちらに向かいますー」

　サタン様の後を追った。

「ねえ、まだ勝負は終わってないみたいだね」

「面白そうだし、見に行きましょう」

「サタンちゃん、次も勝てるといいね」

　ギャラリーたちも騒さわぎながらわたしに続く。

「ちょっと、待ちなさいってば！　この料理には『健康への心こころ遣づかい』というテーマが……」

　残った宮みや坂さかも部屋を出ようとした。

　しかし不意に、誰だれかがその肩をつかんで引きとめる。

「あなた、ここを使ってた生徒？」

「え、はい。あの、あなたは？」

「私は家庭科の教師、ようするにここの責任者なんだけどね」

「はあ」

「交流行事とやらが終わったのなら、後片付けしてから出ていってね」

「え？　いや、あの、その……」

「ここを使う許可は出したけど、散らかしたまま帰ったらダメだからね。高校生なんだから、それくらい分かるでしょ？」

「は、はい。すみません、片付けます……」

　宮坂はしょんぼりとしながら家庭科室へと戻ってゆく。

　その様子を見届けてから、わたしは心の中でエールを送りつつ、家庭科室を後にするのであった。

　がんばれ、がんばれ。

　宮坂麻ま美み子こ、超がんばれ。

　相変わらずの面白くない味だったけど、がんばるんだ。

　後片付けも、任まかせたぞ。




「いま思えば、心に隙すきがありましたわね」

　両手を腰に当てて胸を張りながら、ベリアルはため息をつく。

「そうです、そうに違いありませんわ。油断さえしてなければ、もっと良い料理を作れたはずですのよ」

　自分を納得させるかのようにうなずき、こちらに視線を向ける。

「これからは慢まん心しんを捨てて、全力の全力で挑いどみますわよ。このスケッチ対決に！」

　叫びながらベリアルは手に持った絵筆を前に突き出した。

　料理バトルの後、わたしたちは美術室へと来ていた。

　ここで行われる二戦目の勝負、それがスケッチ対決だった。

　今度もルールは簡単だ。好きな絵を描いて、さっきと同じように、対戦相手が採点する。

　絵のテーマは『真実』だ。そのテーマさえ守っていれば、描くのはなんでもいい。

　実際にあるものだけじゃなく、いま頭に思い浮かんでいるものを描いてもいいのだ。

　使う絵具なども自由で、この美術室にある物ならなんでも使っていいとのこと。交流行事として許可をもらっているのである。

「それじゃあ、さっそく始めるかの」

「そうですわね。ギャラリーの皆様をお待たせするのも心苦しいですし」

　二人はもう準備が完了しているようだった。それぞれ目の前にキャンバスを置き、絵筆の毛並や鉛筆の硬さを確かめたりしている。

「では、よろしくお願いしますわ、リリスさん」

　ベリアルはサタン様をにらみながらわたしに声をかける。どうやらまたわたしが開始の合図をしなければならないようだ。まあいいけどね。

　軽くセキ払いをし、右手を挙あげながら告げる。

「それでは、いざ尋じん常じように、スケッチバトル開始！」

　本日二度目の対決が、こうして始まったのである。

　さっきと同じように、ギャラリーに混じって二人を見守りながら、わたしは隣となりにいるカチューシャに尋たずねる。

　サタン様の勝利を信じつつも、それでも彼女の意見を聞いてみたいと思った。

「どう思いますか、カチューシャさん。どちらが勝つと思います？」

「……コメントは控ひかえる」

　しかしカチューシャはそう言ったきり、前を向いたまま何も答えなかった。

　そうか。よく考えたら、答えようがない質問だった。

　カチューシャは今、サタン様の使つかい魔まとなっているけど、またベリアルの元に戻る可能性が残されているのだ。そんな立場にいるときに、どちらかの応援なんてできるはずがない。少しいじわるな質問だったかな。

　謝あやまろうと思ったそのとき、誰かが口をはさんできた。

「ベリアル様はあらゆる芸術をたしなんでおられますー」

　それは、もう一人の使い魔、アンクレットだった。

　彼女は百ゆ合りの花が盛り付けられたイスに座っている。一戦目と同じように、『賞品』には特別席が設けられているのである。

　ちなみに、愛あい沢ざわが座るはずだった席は空席となっており、人物画のデッサンに使う小さな人形が代わりに置かれている。人形には『愛沢』と書かれた紙が貼はり付つけられていたりするのだが、まあそれはどうでもいい。

　前まえ髪がみで左目を隠かくしたまま、アンクレットは言葉を続ける。

「絵画においてもそうでーす。地元のコンクールでは数々の賞を獲かく得とくなさっており、その筋の方々からも賞しよう賛さんの言葉をいただいていますー。そのベリアル様が全力の全力を出すとおっしゃったのですから、勝利が揺らぐことなんてありませんよー」

　間ま延のびした口調で話しながら、アンクレットはわたしに向かってニッコリと笑う。

　彼女もまた、主人を信頼する使つかい魔まなのだ。

「カチューシャもあまり難しいことは考えず、結果を待っていればいいんですよー」

　アンクレットはカチューシャに微笑ほほえみかけると、ベリアルに視線を移してそれっきり口をつぐんだ。

「……」

　カチューシャは無言でアンクレットを見つめる。その無表情な顔からは、何を考えているのか読み取ることができない。しかし彼女もアンクレットと同じように、ベリアルへと目を向けて沈ちん黙もくを貫つらぬく。

　どちらが勝つかなんて、絵が完成すれば分かること。二人ともそう思っているのだろう。

　それもそうだ。わたしたちがどうこう言ったところで、何かが変わるわけではない。

　アンクレットたちに倣ならい、わたしもサタン様へ目を向けた。

　料理バトルのときとは違い、サタン様は一心不乱に絵筆を動かしていた。

　キャンディもなめず、ただひたすらにキャンバスと格かく闘とうを続けている。

　何を描いているのか気になったけど、後ろから覗のぞき込こんでサタン様の気が散ってはいけない。

　今は我が慢まん、我慢。

「…………よし」

　やがてベリアルが小さくつぶやく。

　一戦目のときのような、自信にあふれた声ではない。ただ静かに、作品の完成を告げただけだ。

　しかしその目は爛らん々らんと輝かがやき、見るもの全すべてを焼き尽くしそうな勢いきおいに満ちている。

　自らの仕事を成なし遂とげた、芸術家の目だった。

「ご覧らんなさい。これがワタクシの本気ですわ」

　そう言ってベリアルはキャンバスをギャラリーの方へと向ける。

　そこに描かれていたのは、彼女自身の自画像だった。

　私服姿のときをイメージしたのだろうか。黒のミニスカートの上に青いジャケットを羽は織おり、頭には水色のリボンを結んでいる。

　その絵を見た瞬しゆん間かん、わたしの頰ほおを冷たい汗が伝った。

　わたしは芸術に関するスキルを身に着けていない。使い魔には必要のないものだからだ。

　それでも分かる。ベリアルの、この絵のすごさが。

　自画像とはいっても、ただの自じ賛さん的な絵ではなかった。

　美化もせず、誇こ張ちようもせず、あるがままの姿を描いている。それだけの絵なのに、ただ素直に美しいと思った。

　繊せん細さいなタッチの中に隠かくれた荒々しい筆さばきが、情感的な衝しよう動どうをかきたてるのだ。

　芸術家としての魂たましいがこもった、渾こん身しんの力作である。

　そう。確かにそれは、真実を表していた。

　この絵がどれだけ優すぐれているのか、人間の中にも分かる奴やつがいるのだろう。ギャラリーからも小さな歓声やため息がもれている。

「プライドの高いベリアル様は、誰だれかを師と仰あおぐことなどしない。独学で研けん磨まなさり、このレベルにまで到達した」

　カチューシャがささやくようにしてわたしに告げる。その言葉で、改めてベリアルの恐ろしさを感じさせられる。

　ベリアルはソロモンによって力の大半を封じられた。しかしそれは決して彼女が無能になったことを意味しているわけではない。

　ベリアルには大きな才能が残されていた。

　自らの力を最大限にまで高める、絶え間ない努力。それが今の彼女にとって、最も秀ひいでた才能なのだ。

「うむ。実に完成度の高い、不ふ愉ゆ快かいな絵じゃ。百点」

　ベリアルの自画像を鑑かん賞しようしながら、サタン様がまたもや最高点をお出しになる。サタン様にとって不愉快な絵ということは、すなわち、素晴らしい芸術作品であるということなのだ。

　百点をもらっても、しかしベリアルの表情は晴れなかった。

　きっと自分の作品に満足はしているはず。それでも気分が浮かないのは、さっきと同じ展開であることを警けい戒かいしているからなのだろう。

「さあ、貴方あなたの絵も見せてくださいな。もう完成しているのでしょう？」

　腕を組み、にらむようにしてサタン様を見つめながら、ベリアルはうながす。

　ベリアルの言う通り、サタン様はすでに絵を描き終えていたようだ。今はポケットに入れておいた板チョコを、チビチビと召し上がっている。

「よかろう。ワシの絵は、これじゃ」

　ベリアルの声に応じて、サタン様はキャンバスをわたしたちの方へ向ける。

　その絵を見てわたしは、自らの存在のちっぽけさを感じずにはいられなかった。

　サタン様はキャンバス全体を黒く塗ぬりつぶしていたのだ。

　そこにあるのは、闇やみそのものだった。

「おお、なんということでしょう……。こんなことがあるだなんて……」

　ベリアルも驚きよう愕がくと畏い怖ふの声をもらす。

　無理もない。何も感じない方がおかしいのだ。

　ベリアルの絵を光だとしよう。光は確かに力強く輝かがやき、強烈な存在感を放つものだ。

　だが光はいずれ力を失い、やがては消える。最後に残るのは闇やみだけだ。

　闇を消し去ることなど誰だれにもできない。闇こそが世界の真理なのである。

　そしてその真理を、サタン様はキャンバス一枚で表現なさったのだ。これを見れば、巨きよ匠しようと呼ばれる人たちでさえ裸足はだしで逃げ出すに違いない。

　サタン様とベリアルの、どちらの絵が優すぐれているかなど、考えるまでもなかった。

「勝てるわけがありませんわ。ワタクシの描いた絵は所しよ詮せん、芸術の域いきを出ない物。比べて貴方あなたの描いたそれは、この世界の真実そのものを表しているのですもの。そう、これは宇宙。この小さなキャンバスの中には、果てしない宇宙が広がっているのですわ……」

　床にへたり込みながら、弱々しい声でベリアルは敗北を認みとめた。

　二戦目のスケッチ対決も、サタン様の勝利で終わったのであった。

　一戦目のときと同じように、ギャラリーは結果を理解できずに騒さわいでいたみたいだが、それも仕方のないことだ。既き存そんの価値観でしか優ゆう劣れつを判断できないのが、大たい衆しゆうというものなのだから。

「よしよし、では約束通りもう一体の使つかい魔まも、ワシがもらってゆくぞ。アンクレットとやら、近ちこう寄れ。今日きようからお前の主人は、このワシじゃ」

「ええっと、はーい、了解でーす。……ベリアル様、長い間、お世話になりましたー」

　カチューシャとは違い、えらく陽気な声でアンクレットがサタン様のお側そばに歩いてゆく。

　元の主人のことなど、まるで気にしていないかのような態度だった。

「さて、ベリアルよ。何か言い残すことはないか？　使い魔だったこやつらに、別れの言葉でもかけてやるか？」

「……もう一度、ですわ」

「ん？　なんじゃ？」

　サタン様のお言葉に、ベリアルは聞き取れないほど小さな声で答える。

「これが最後です！　あと一度、あと一度だけ、ワタクシと戦ってくださいませ！」

　立ち上がることもできないまま、ベリアルは懇こん願がんの声を上げた。全すべてのプライドをかなぐり捨てた必死な表情で、サタン様を見上げている。

「もし負けたら、貴方の望むことをなんでもして差し上げますわ！　ですから、どうかもう一度チャンスを！」

　しばらくの間サタン様はベリアルを見下ろしていたが、やがてニンマリと笑いながら口を開く。

「よかろう。もしおぬしが負ければ、ワシの言うことをなんでも聞いてもらおう。その代わりワシが負ければ、愛あい沢ざわと手に入れたこの二体の使つかい魔ま、全すべてをおぬしに与えようではないか」

　それを聞いて、ベリアルの顔はわずかに生気を帯びる。

「今度はハンデでもなんでもないぞ。おぬしの覚悟に見合った、対等な条件じゃろう」

「……感謝なんてしませんわよ。貴方には後こう悔かいと絶ぜつ望ぼうを与えて差し上げるのですからね」

　ベリアルは立ち上がり、瞳ひとみの奥に闘とう志しの炎を燃やしながらサタン様をにらむ。

「ふん、どうせまた場所を変えるのじゃろ？　案内せよ」

　サタン様はポケットから飴あめ玉だまを取り出すと、封を開けて口の中に放り込み、さくさくと出口へ向かう。ベリアルは早足で歩いて追いつき、二人は並んで歩いてゆく。

　おそらく次が最後になる。ベリアルにはもう賭かける物が残されていない。

　ギャラリーもそのことが分かっているのだろう。今度こそ決着がつくことに胸を躍おどらせ、話を弾はずませている。

　運命のラストバトルが、いよいよ始まろうとしていた。

　──美術室のドアが開いたのは、盛り上がりが最さい高こう潮ちように達した、そんなときだった。

　我わがクラスの委員長が、息を乱しながらそこに立っていた。

「はあ、はあ……。あ、あなたたち……、べ、別の場所に行くのなら……、はあ、はあ……、後片付け、してからに、し、しなさいよね……。私一人で、た、大変だったんだから、ね……。そ、それに……、はぁ、はぁ……、ど、どこに行ったか、分からなかったから、はぁ……、学校中、探し回ったじゃない……。あふ……」

　ずれた眼鏡めがねを押し上げながら、宮みや坂さかは部屋中を見回す。

　美術室は一いつ瞬しゆん静まり返ったものの、しかしすぐに何事もなかったように元のざわめきを取り戻した。

　サタン様とベリアルは無言で宮坂の脇わきをすり抜け、まるで相手にしない。わたしやカチューシャ、アンクレットたちも二人の後に続き、ギャラリーも次の勝敗予想などで盛り上がりながら美術室を出てゆく。

「ちょ、ちょっと！　勝負はどうなったの！　私はまだ何もしてないわよ！　というか、何の勝負だったのよ！」

　残った宮坂が叫びながら追いかけようとするが、しかしその肩に誰だれかが手を置き、彼女を引きとめた。

「君、ここを使ってた生徒？」

「え、は、はい。あ、あのー、あなたは、もしかして……？」

「うん。美術の教師、つまりここの責任者だがね……」

　わたしが聞いたのはそこまでだった。そこから先にどんな会話が交わされたのかは、想そう像ぞうするまでもなかった。

　がんばれ、がんばるんだ、宮坂麻ま美み子こ。超がんばれ。

　あなたならきっと、この試練も乗のり越こえられるはずだ。




　三戦目については、多くを語る必要はないだろう。

　バトルの内容は、演奏対決だった。

　音楽室にて各おの々おのが好きな楽器を用い、好きなように演奏する。

　審査内容も今まで同様、対戦相手が採点する。

　テーマは自由。『無し』と言った方が分かりやすいだろうか。

　ようするに、なんでもありだ。

　先に演奏を行ったのはベリアルだった。

　音楽においても彼女は一流だった。おそらくこれも独学で己おのれを鍛きたえ上あげたのだろう。ベリアルの奏かなでるピアノの音色はこの世のものとは思えないほど美しく、その演奏を聞いてわたしは今までと同じように戦せん慄りつを覚えた。

　そしてやっぱり、彼女は敗北した。

　ベリアルの後に腕前を披ひ露ろうすることになったサタン様は、そもそも演奏などしなかった。

　ベースを逆さか手てに持って鈍どん器きとして使用し、がむしゃらに振り回したのだ。

　おかげで近くにあった楽器やイスは弾はじき飛とばされ、その危なっかしさのせいでギャラリーは逃げ惑うハメになった。

　サタン様が荒い息を吐きながら動きを止めたとき、辺りは酷ひどい有あり様さまだった。ご自身が持つベースも真ん中から折れて、もはや演奏対決どころの騒さわぎではなくなっていた。

　多分みんなはサタン様の行こう為いについて、戸惑いと不可解な気持ちを抱いただろう。

　だがわたしと、そしてベリアルには分かっていたのだ。

　そもそもサタン様とベリアルとでは、音楽に対するスタンスが大きく異なっていた。

　ベリアルにとっての音楽とは、楽器を用い、甘かん美びで心地ここちよく、完成度の高い演奏を行うことだった。そのためにピアノを利用し、聞く者に満足を与えようとした。

　一方サタン様は、この音楽室で発生するあらゆる音を、自みずからの演奏として利用なさった。

　楽器の砕くだける音、イス同士がぶつかり転げる音、そしてギャラリーの悲鳴。それら全すべてが、サタン様の『演奏』によって生じた音楽だったのである。そしてその音楽を完成させる手段として、ベースを鈍器として扱い、破は壊かい行為に走ったのだ。

　なんでもありとは、つまりはそういうことである。

　どちらが優すぐれているかは問題ではない。

　ただベリアルには、その発想がなかった。それだけの話だ。

　そしてそのことを理解した以上は、負けを認みとめるしかなかったのだ。

　こうして、二人の真剣勝負は、サタン様の完全勝利という形で幕を閉じたのであった。




　ベリアルは呆ぼう然ぜんとした表情でサタン様を見上げていた。

　彼女にはもう何も残されておらず、あとはただ、サタン様から発せられる『命令』を聞き、それを実行するだけとなっていた。

「さて、覚悟はできたかの？」

　サタン様に言われ、ベリアルは顔を引ひき締しめる。

「約束は守りますわ。なんでもおっしゃってくださいな」

　ベリアルはもう腹をくくったみたいだった。両手の拳こぶしを握にぎりしめながらも、目をそらさず、まっすぐにサタン様を見つめている。

「では、ワシの望みを言うぞ。ベリアル、おぬしはな……」

　静かに見下ろされ、ベリアルがノドを鳴らす。

　サタン様は指を突きつけ、そして、

「この二体の使つかい魔まを連れて、とっとと立ち去れ」

　命令を下した。

「……今、なんと？」

「帰れと言っておるのじゃ。カチューシャもアンクレットもワシには必要ない。おぬし自身をどうこうするつもりもない。分かったら早くワシの目の前から消えよ。目め障ざわりじゃ」

　ベリアルを追い払うようにして手を振り、サタン様はポケットの中からガムを取り出して口の中に入れた。ムグムグと口を動かすその姿を見つめながら、次第にベリアルの全身にドス黒い怒ど気きが膨ふくれ上あがってくる。

　おそらくベリアルは、情けをかけてもらったと思っているに違いない。彼女にとってはこれ以上ない屈くつ辱じよくだろう。

「……」

　ベリアルは無言で立ち上がると、瞳ひとみを赤く光らせてサタン様をにらんだ。

　ちょっと涙ぐんでいた。

「……ワタクシに対するこの仕打ち、決して忘れませんわ。魔まを統すべる王となり、世界を征せいするという野望も諦あきらめたりはしません。近いうちに必ず、貴方あなたを倒すためにまたここへ現れます。それまでに、首を洗って待っていることですわね」

「涙ながらに言われても全然怖くないのう」

「ええい、うるさいですわっ！　カチューシャ、アンクレット、帰りますわよっ！」

「ですが、ベリアル様……」

「このまま帰っちゃうのですかー？　まだ何かやれることが残っているのでは……」

「お黙だまりなさい！　これ以上、ワタクシに恥はじをかかせないでくださいませ！」

　ベリアルは叫び、大おお股またで床を踏ふみ鳴ならしながら、盛せい大だいにドアをぶち開けて音楽室を出ていった。

「……了解」

「……はーい。分かりました、ご主人様ー」

　使つかい魔またちも、一人は簡かん潔けつに、もう一人はにこやかに返事をして、ベリアルの後を追う。

　嵐あらしが去った後、部屋の中には静けさだけが残っていた。

　しかしやがてパラパラと小さく手を叩たたく音が鳴り、すぐにそれは部屋中を包む大きな拍手となる。

「サタンちゃんおめでとう！」

「なんだかよく分からないうちに終わったけど、楽しかったね！」

　ギャラリーはみんな、サタン様の勝利を褒ほめ称たたえていた。サタン様は満足げにうなずきつつも、一つセキ払いをして「静せい粛しゆくに」と場を静める。

「あー、それでは皆の者、これにて『こうりゅうぎょうじ』とやらは終わりじゃ。一年三組の生徒は『ぶんかさい』の準備に戻るがよい。お菓子タワー建設を再開させるぞー」

「ん、それもそうだね。じゃあ、戻ろっか」

「喫きつ茶さ店てんの方も進めなきゃいけないしね」

「やっべ、部活あったんだ。完全に遅刻だな、こりゃ」

　サタン様のお言葉で、ギャラリーたちは散ちり散ぢりに去ってゆく。

「ご主人様」

　皆に混じって教室に戻ろうとするサタン様に、声をかけた。

「これでよかったのですか？　ただベリアルの恨うらみを買っただけのように思えるのですが」

「いいんじゃよ。ワシを恨むことで己おのれを磨みがき、今以上に力を蓄たくわえてくれれば、こちらとしても都合が良いからのう」

「えーっと、おっしゃる意味が……、あっ」

　そうか、そういうことなのか！

　ここにきて、ようやくわたしはサタン様の真意を理解した。

　サタン様は、最初から使つかい魔まを奪うばい取とる気なんてなかったのだ。

「いずれ事を起こす際には、あやつにも働いてもらうことになる。そのときに覇は気きをなくした腑ふ抜ぬけ状態では、戦力にならんからな。今度会うときは、せいぜいワシを驚おどろかせるくらいには強くなっていてもらいたいものじゃ。ま、あやつがいくら鍛きたえたところで、負ける気はせんがな」

　そう。ここまで考えておられたのだ。

　さすがはサタン様、なんという先せん見けんの明めい。先の先まで見み据すえての対応は、見事としか言いようがない。

　それでもわたしは、疑問に思っていたことを口にする。

「しかし、使い魔が増えればご主人様自身の戦力も増していましたし、そうなればベリアルが再び造ぞう反はんしたときにも、抵抗しやすかったのではないでしょうか？」

　わたしのその問いに、サタン様は即答なさった。

「何を言うておる。ワシにはお前がおるではないか」

　つまらない質問をするな、とでも言いたげな表情である。

「それは、どういう……」

　言葉の意い図とするところが分からず、キョトンとした顔でサタン様を見つめる。

　すると、付け加えるようにしてサタン様は続けた。

「お前以外の使つかい魔まなど必要ない、と言っておるのじゃ」

　その一言で、ようやく理解する。

　それほどまでに、わたしなんかを信頼なさってくれているということなのだ！

「ご主人様……」

　感かん激げきのあまり、わたしはサタン様に抱きつき、強く力をこめる。

「よ、よさんか！　それは苦しいからやめろと言うておろうに！」

　おっと、いけない。また力加減を間違えたみたいだ。あわてて手を離はなすと、サタン様は息を荒くしながらこちらをにらむ。

「まったく、お前はまだまだ学ぶことがたくさんあるみたいじゃのう。今度の『ぶんかさい』を通じて、何かを得てくれればよいのじゃが」

「？　何かおっしゃいましたか？」

「なんでもない。ワシらも教室に戻るぞ」

「はい、ご主人様！」

　元気よく返事をしながら、サタン様に続く。

　ベリアルとの戦いは終わったが、わたしたちには『お菓子タワー建設』という目的が残っているのだ。

　──何か大事なことを忘れているような気がしたけど、多分、気のせいだった。




　そして、教室に戻ったとき、わたしは奇妙なことに気付かされた。

　お菓子タワーの芯しんの、基き礎そとなる部分が、ほとんど出来上がっていたのだ。

　いったい誰だれなんだろう？　わたしたちがベリアルとの対決に興きようじている間に、誰かが作ったのだと思うんだけど。

　分からなかったけど、考えても答えは出なかったので、気にしないことにしたのだった。




　余よ談だんだが、後日聞いた話では、遅れて音楽室にやってきた宮みや坂さかが楽器その他を壊こわした責任を全すべて負わされて、こっぴどく叱しかられたとか、そうでないとか。

　本当にどうでもいい話だった。










　　　幕間




　ベリアルとの対決から一週間が経過し、その間わたしたちは、文化祭に向けて忙しく動き回っていた。

　一年三組だけではない。授業が終わるとどこのクラスも騒さわがしくなり、出し物に使う小物や看板などの作成、許可の申しん請せいや買い出し、その他さまざまな作業に取り組む。

　学校全体が、文化祭の色に染まっていたのだ。

　そんな中、我わがクラスのお菓子タワーチームはかなり焦あせっていた。

　時間がなかった。追おい詰つめられていた。切せつ羽ぱ詰まっていた。

　文化祭が明日あしたに迫っているのに、タワーがまだ完成していなかったからだ。

　土台はすでに出来上がっていた。高さは二メートルちょっと。教室の中に建てなければならないため、あまり大きなサイズにはできないのだ。

　それはいい。いいのだが、あとはお菓子の箱やレプリカを盛り付けていくだけ、という段階になって、問題が生じた。

　デザインが決まらないのである。

　どこに何を貼はり付つけるか、という一番大事な部分だ。

　デザインを考える役目はサタン様だった。サタン様はご自分で描いた絵を何度も没ぼつにし、結果、三日ほどの時間が無む為いに費ついやされた。

　でもそれは仕方のないことなのだ。

　サタン様の中にある芸術家としての魂たましいが、中ちゆう途と半はん端ぱなデザインで良しとすることを、許さなかったのだから。

　その苦悩の心境を誰だれが非ひ難なんできようか、いや、できない。

　というわけで、今日きようになってようやくお菓子の盛り付けを始めることになったのである。

　もちろん、『芯しん』の部分はもう完成しているわけだから、作業自体はそれほど難しくない。だが、なにしろ時間が足りない。

　かなりの急ピッチで進めても、おそらく夜までかかることになるだろう。生徒によってはあまり遅い時間までは残っていられない人もいるし、少なくとも今日一日は全力で事に当たろう、という気合を入れる必要があった。

　そんなわけで、放課後突入と同時にわたしたちお菓子タワーチームは、最後の作業に取りかかろうとしていたのであった。

　そして、さあ始めよう、というそのとき、

「ちょっと、待ちなさいよ！」

　一人の女生徒の叫びが、教室中に響ひびき渡わたった。

「またサボる気？　今日きようくらいは手伝いなさいよね、悟さとる！」

　宮みや坂さか麻ま美み子こは目をつり上げながら、悲鳴に近い声を出す。

　視線の先にいるのは愛あい沢ざわだ。

「うっせえな。俺おれ一人いたところで、何も変わらねえだろ？」

　愛沢は面倒くさそうに頭をかきながら、教室の入り口に足を向ける。

「そういうことを言ってるんじゃないでしょ！　みんなで作り上げるっていうことが大事なんだからね！　チームワークを覚えて、協きよう調ちよう性を身に着ける。それもまた、文化祭において学ぶべきことなんだからっ！」

　宮坂はなおも詰つめ寄よるが、愛沢は答えず、そのまま教室を出ていった。

「まったく、どうしてああなのかな、悟は」

　腰に手を当ててため息をつきながら、宮坂がつぶやく。

　それは多分、あなたのせいです。と、声には出さずに突っ込んでみる。

　宮坂はかなりご立腹の様子だったが、しかし彼女の指揮の下で進めている喫きつ茶さ店てんの準備は、滞とどこおりなく進行していた。

　宮坂麻美子には、指導者としてはそれなりに能力があるらしく、クラスのみんなは誰だれも反発することなく、彼女に従って動いている。さすがは委員長といったところか。

　わたしがぼんやりと宮坂を見つめていると、その視線に気付いたのか、彼女はこちらをジト目でにらんできた。

「お願いだから、邪じや魔まだけはしないでね」

　すごく、心外な言葉だった。

「しませんよ。わたし、何か宮坂さんの気に障さわるようなことしました？」

「白々しいわね。あんたたちのせいで、あのあと私は散々怒られたんだからね」

「あのあと？　ああ、そうか」

　なんのことを言っているのか分からなかったけど、少し考えてから思い出す。どうやら彼女は、一週間前のあの対決での出来事を根に持っているようだ。

「細かいことは気にしない方がいいですよ。お肌にも悪いですし」

「余計なお世話よ！」

「それに宮坂さんも参加者の一人だったんですから、それくらいのことは大目に見てくれてもいいじゃないですか」

「参加者って、私の料理は誰も採点しなかったじゃない！」

「それはそうですけど」

　採点するまでもなかったからなあ。

「絵画や音楽だってね、多少は自信が──」

「委員長ー、ちょっとこっち手伝ってー」

　なおも言葉を続けようとする宮みや坂さかに、クラスメイトが声をかける。

　宮坂はしばらく口をパクパクとさせていたが、顔を赤くしながらわたしに指を突きつけた。

「ああ、もう！　とにかく、余計なことはしないでね！　これ以上あんたたちにかき乱されるのは嫌いやなんだからね！」

　そう言い残してクラスメイトの元へ小走りで向かう。

　忙しいのは向こうも同じようだった。

「愛あい沢ざわ君、今日きようも帰ったね」

　と、そのとき近くから、クラスメイトたちの話し声が耳に入った。

「なんか、いつもあんな感じだよね。近寄りがたいっていうか、ねえ？」

「ま、本当は手伝って欲しいけどさ」

「怖いから誰だれも何も言えないんだよね」

「最初の方は買い出しに行ったりもしてたのにな」

「でも、愛沢がやったことってそれだけじゃん。次の日からは授業終わったらすぐに帰ってるぞ、あいつ」

　うーん。どうやら愛沢はこの文化祭の準備において、クラスメイトたちにあまり好意的な印象は持たれていないみたいだ。

「いない方がいいよ、邪じや魔まになるだけだし」

　そんなつぶやきさえ聞こえてくる。

　空気がよどんでいた。

　そのこと自体は実に快適で心地ここちよいものなのだが、しかしこのままでは、いつまで経たっても話が進まない。それではいけない。

　今はサタン様の悲願である、お菓子タワーを完成させなければならないのだ。

「とにかく、気にしないで作業に移りましょう。今日はがんばらないといけないんですから」

　わたしの言葉で、みんなは顔を上げてうなずき合う。

「……そうだな。話をしてる時間も惜おしい」

「お菓子タワー、作らなきゃね」

　こうして、ようやくタワー建設を始めようとしたそのとき。

　──またもや問題が発生した。

「おかしいなあ……」

　お菓子タワーチームの一人が、作業に必要な物が入っている大きな箱をあさりながら、声を漏もらした。

「どうかしましたか？」

「うん、あのね、足りないのよ」

「足りない？」

　尋たずね返かえすと、彼女はゆっくりとうなずいた。

「そう。足りないのよ、お菓子の箱の数が」

　ギクリ、という音が聞こえた気がした。

「タワーの大きさに合うように、ちゃんと足りるだけの数を揃そろえておいたはずだったんだけど」

　おかしいなあ、と再び口にしながら、彼女は首をかしげている。

「そ、それは大変じゃの。どうしたもんかのう」

　ダラダラと汗を流しながら、サタン様が腕を組んでうなっていた。

　視線は斜ななめ上に向けられている。まるで誰だれとも目を合わせたくないかのようだ。

　ま、まさか！

「ご主人様、もしかして……」

「なんじゃ、ワシは何も知らんぞ」

　耳元でささやくが、サタン様は当然のごとくしらばっくれて、鼻歌を歌ったりしている。

　だが今の状況で他ほかの可能性は考えられない。

　箱の数が足りないということは、誰かが持って帰ったということ。そしてそんなことをするのは、サタン様くらいしかいないのだ。

　つまり、お菓子を買ってきたときに食べきれなかった分を、お持ち帰りしたということだ。

　それなら合点がいくこともある。お屋や敷しきの厨ちゆう房ぼうにはお菓子を入れておくカゴがあるのだが、いつの間にかお菓子が増えていたのだ。買った覚えがなかったからおかしいとは思っていたけど、そういうことだったのか。

　まったく、なんて恐ろしいことをなさるお方なのだろうか。

　ご自身は利益を得た上で、チームに混乱を招く。

　悪意を溜ためるのに、これほど効率的な行こう為いがあるだろうか。いや、ない。

　そしてこうなれば、わたしの次のセリフもごく自然に発言できるのだ。

「安心してください。足りない分はご主人様が今から買いに行ってきてくれるそうです」

「な、なんじゃと!?」

　わたしのその言葉に、しかしサタン様は驚おどろいてこちらへ顔を向け、目を見開いた。

　あれ、違ってたのかな？

「あ、ああ、そうじゃったそうじゃった。ワシが買いに行くんじゃった。どのお菓子が良いか、吟ぎん味みせねばならんからな」

　よかった、間違ってなかったんだ。

　安心しながら言葉を続ける。

「もちろんわたしもお供します。二人で荷物を持てば、かなりの量のお菓子を買ってくることができるでしょう。それまで作業を進めておいてください」

「そうなんだ。ありがとう、サタンちゃん、リリスさん」

「二人ともありがとー。盛り付け、やっておくね」

　クラスメイトたちは素直に感謝の言葉を述べる。サタン様の深しん遠えんなるお考えにも気付かずに、のん気なものである。

　何も知らない仲間に恩を売る。ここまでが計画の内なのだ！

　これでよかったんですよね、サタン様！

「それじゃ、ちょっと行ってきまーす」

　そう言うなりわたしはサタン様を抱きかかえ、教室を飛び出した。向かう先は、近くのコンビニだ。

　お菓子を求め、わたしはひたすら走った。

「こ、こら！　く、苦しいぞ！　力をゆるめよ！」

　サタン様のお言葉も、頭の中には入らなかった。




　コンビニの前まで来たとき、店の前でたむろしている学生たちの姿が目に入った。

　人数は五人。高校生くらいに見えるが、晴せい嵐らんの生徒ではない。どこか近くの学校の学生なのだろう。見た目も晴嵐にはあまりいないような、ちょっと派手な格好をしている。

　彼らは皆、周囲の目も気にせず、地べたに座り込んで雑ざつ談だんにふけっていた。

　大した奴やつらだ。店の敷しき地ちを占せん拠きよし、入り口の近くで騒さわいでいれば、他ほかの客は入店をためらうだろう。実際わたしの前を歩いていた人は、店に入ろうとして彼らの存在に気付き、そそくさと立ち去っていった。

　この店の業ぎよう務むに支障を与える悪質な行こう為い、威力業務妨ぼう害がいだ。

　立派な犯罪である。

　悪意を溜ためるのにここまで協力的な輩やからもそうはいない。サタン様も喜んでおられるはずだ。

「ご主人様、彼らにねぎらいの言葉でもかけてやりますか？」

「うむ、そうじゃのう……」

　苦しいから、という理由で、サタン様は途中からご自分の足で歩かれている。

「まあよい。今はお菓子を買う方が先じゃ」

　少し考えた後、サタン様がお答えになった。

　確かにその通りだ。彼らにはいずれまた機会があるときにでも、褒ほう美びを与えればいいだろう。

　わたしたちは並んで歩きながら、学生たちの前を通り過ぎようとした。

　と、そのとき学生の一人が下品な声で笑いながら、他の学生を突き飛ばした。

　多分、冗談のつもりだったのだろう。しかしその力は意外と強かったらしく、突き飛ばされた学生は姿し勢せいを崩くずし、わたしたちの方へと倒れこんだ。

　気付いたときにはもう遅かった。サタン様は学生とぶつかり、そのまま前のめりに転ぶ。

　ビタンッ、という音がした。モロにお顔を地面にぶつけてしまったみたいだった。

　両手を広げながら、うつぶせに突つっ伏ぷす。転んだ拍子にスカートがめくれ、白い色が丸見えになっていた。

「ご主人様！」

　あわてて駆かけ寄より、抱き起こす。お召めし物ものには少しばかり土が付いていたが、ケガはないようだ。

　ぶつかった学生もケガはないみたいだった。だが彼は謝あやまるどころか、サタン様をにらむと、

「いてえな、ウロチョロすんなよ、ガキ」

　そんなセリフを吐き捨て、再び仲間との会話に戻っていった。その仲間たちも彼の言動を注意することなく、何事もなかったかのように談笑している。

　──怒りよりも先に、恐怖を感じた。

　サタン様に対して、なんという無む謀ぼうな振ふる舞まい。これは間違いなく血の雨が降る。いくら悪意を振りまくとはいっても、向ける相手を間違っているぞ。

　チラッと目を向けると、サタン様はうつむきながら、肩を震ふるわせていた。

　ああ、終わったな、お前たち。どうなっても知らないからな。

　しかしわたしのその思いとは裏腹に、サタン様の口から出てきたのは意外な言葉だった。

「気が変わったぞ、こやつらに褒ほう美びをやろう」

　両手で土を払いながら、にこやかな笑みを浮かべている。その笑顔がなんだか引きつっているように見えるのは、わたしの目の錯さつ覚かくだろうか。

「ただし、こやつらがワシからの褒美を受け取るに値あたいする奴やつらかどうか、見み極きわめる必要がある。悪を気取っただけのまがい物なら、その資格なしと判断する」

　サタン様はわたしに目を向け、両手を腰に当てながらさらに笑みを大きくした。

「リリスよ、こやつらをこの場所から強制的に排はい除じよせよ」

「え？　それは、どういう……」

「こやつらに、本気で悪を成なそうとする心があるのなら、再びここに戻り、平然と座り込みを続けるであろう。そのときには今度こそ充分な褒美を与えようではないか」

　なるほど、サタン様は彼らの覚悟を試しておられるのだ。そういうことなら話は早い。

「やり過ぎん程度にな。お前にとっても力加減を覚えるいい機会じゃ」

「はい、了解しました」

　元気よく返事をして、わたしは学生たちの前に一歩進み出た。彼らはわたしを見上げると、いぶかしげな目でにらんでくる。

「あ？　なんだ、てめえ」

「俺おれらになんか用か？」

　そんな声には構わず、学生の一人の襟えり元もとに手をかける。

　そしてなるべくゆっくりと、壊こわれ物ものを扱うかのように優やさしく、柔やわらかいタッチで、

「それっ」

　その男をぶん投げた。

　──放物線を描きながら、男は空の彼方かなたに消えていった。

　うーん、ちょっと強すぎたかな。

「な、なんだこいつ!?」

「ツトムが、ツトムが星になったぞ!?」

　突然のことに驚おどろいたのか、残された学生が騒さわぎ始める。ツトムって誰だれだろう？　今わたしが投げた男かな？

　まあいいや、気にせずにまた別の学生の首根っこをつかみ、今度はさっきよりも弱い力で、再び投げ放つ。

　──またもや男は空へ。

　むぅ、あれでもまだダメなのか。どこまで加減すればいいんだろ。

　わたしは適度に力を弱めたり強めたりしつつ、戸惑う男たちを次々と投げていく。

　結局、五人とも星くずとなり、目の前から姿を消したのであった。

　難しい。全然上う手まくいかない。

「すみません、ご主人様。まだまだ修行が足りません」

　力不足な自分が情けなくてうなだれる。

　サタン様は嬉き々きとした表情で男たちが投げ飛ばされた方角を眺ながめていた。心なしか、さっきよりも楽しそうだ。

　でもわたしの視線に気付くと、頰ほおを赤らめて軽くセキ払いをなさる。

「まあ、あんなもんじゃろ。以前に比べればずいぶんマシになっておるぞ」

　そう言ってわたしのお尻しりを軽く叩たたき、親指を立ててこちらに向ける。

　ほ、褒ほめてもらえた！

　胸の奥が温あたたかくなり、思わずサタン様を抱きしめようとする。

「ま、待て！　今は買い物を済ませる方が先じゃ！」

　サタン様は後ずさりながら両手を前に出して、「落ち着け」と何度も繰り返す。

　っと、そうだった。つい忘れるところだった。

　わたしが正気を取り戻すと、サタン様は小さく息を吐き、安あん堵どの表情を浮かべた。

「ま、あやつらのことなら気にする必要はあるまいて。ワシらがお菓子を買い終えるまでに戻ってこなければ、所しよ詮せんはその程度の奴やつらであったというだけの話じゃよ」

　言いながらコンビニの中へと入っていく。

　それもそうか。納得したわたしはサタン様の後に続いて店へ入ろうとする。

　背後にいる通行人が、

「困ってたのよねえ、暴力でも振るわれたらって思うと、なかなか注意も出来ないし」

「やり方は強引だけど、でも助かったわねえ」

　などと話し合っているのが聞こえたが、意味がよく分からないので気にしないことにした。

　と、そのとき、不意に奇妙な視線を感じて振り返る。

　視界の隅すみに、人影が見えたような気がした。

　なんだろう？　今、曲がり角のところに誰だれかがいたような……。

「捨て置け。ねずみが一匹、うろついておるだけじゃ」

　サタン様が振り向きもせず、わたしにそう命じる。そのまま脇わき目めも振らずにお菓子コーナーへと向かってポテポテと歩いてゆく。

　まあいいか。サタン様がそうおっしゃるのなら、大したことではないのだろう。

　わたしは特に気にせず、お菓子選びに心を傾かたむけた。

　そして次の瞬しゆん間かんには、そのとき何かを見た気がしたことすら忘れているのだった。




「悪いけど、私先に帰るよ。みんな、がんばってね」

　クラスメイトの一人がそう言って教室を後にする。

　無理もない。もうすぐ夜の七時になろうかという時刻だ。

　無事にお菓子を買い足して学校に戻ってから、わたしたちは黙もく々もくと作業し続けていた。すでに盛り付けを始めていた仲間に加わり、延えん々えんとお菓子の箱とレプリカを貼はり付つけてゆく。帰る生徒に別れの挨あい拶さつをしつつも、みんな手を休めない。担任の先生も、「あまり遅くならないように」とだけ言って、もう教室からは姿を消していた。

　作業の間、サタン様はお菓子の処理をなさるのに熱心だった。無理に食べ過ぎてノドを詰つまらせる、ということもあったりして、その真しん摯しな心意気にみんな心を打たれていたに違いない。

　ちなみに、あのコンビニの前にいた学生たちは、結局戻ってこなかった。どうでもいいことだが。

　それはそれとして。

　教室の中はすでに喫きつ茶さ店てん仕様へと模様替えを済ませていた。

　喫茶店チームは全すべての作業を終えて、もうみんな帰宅の途についている。宮みや坂さかをはじめ、他ほかのみんなもわたしたちを手伝うと言ってくれたのだが、

「ここまできたらお菓子タワーチームだけで完成させたい」

　というのが、我わがチームの望みだった。意地になっていたと言ってもいい。

「もう、仕方ないわね。でもあんまり遅くまで残ってちゃダメですからね。特にそこの二人、くれぐれも余計なことはしないでよね、いい？　何かあったら、また私が怒られるんだからね」

　宮坂は帰り際ぎわもしつこいくらいに念を押していた。それでも、居残りの申しん請せいをしておいてくれたのは、彼女なりの責任感の表れかもしれない。

　ともかく、わたしたちは日が沈しずんだ後もひたすらタワー建設を進めていたのだ。

　そして。

「最後の仕上げ、だね」

　仲間の一人がつぶやく。

　苦労の末、お菓子タワーの九十九パーセントまでが出来上がった。あとは塔とうの一番上にお菓子のレプリカを貼はり付つけるだけだった。

「そうだ。これ、サタンちゃんが付けなよ」

　そう言って仲間の一人が、手に持った物をサタン様の前に差し出す。

　それは、イチゴのショートケーキの形をしたレプリカだった。

　お菓子タワーの象しよう徴ちようとも言えるこれを貼り付けることで、塔は完成を迎えるのだ。

「む？」

　お菓子の処理を終えた後、後方から全体の指揮を執とっていたサタン様は、急に話を振られて眉まゆをひそめる。

「このタワーの発案者はサタンちゃんなんだからさ、最後はサタンちゃん自身の手で完成させるべきだと思うのよ」

　彼女はサタン様に笑顔を向ける。

「ふむ。そういうことなら、ワシが受け持とうではないか」

　サタン様は考える素そ振ぶりを見せていたが、すぐに承しよう諾だくの意を表し、そのレプリカを受け取った。

「リリス」

「はい、失礼します」

　両脇を広げたのに合わせて、サタン様を抱きかかえてゆっくり持ち上げる。これで一番上にも手が届くはずだ。

「うんしょ」

　サタン様がショートケーキの底の部分にノリを塗ぬり、ゆっくりと塔に貼り付け──。

「完成～～～～っ！」

　みんなは一斉に叫び、歓喜の表情で盛大に拍手をした。

「終わった───！　あー、疲れたー！」

「でも、楽しかったー！」

　大きな仕事をやり遂とげたことで、皆それぞれに満足した表情を浮かべている。

　そんな仲間たちを、サタン様は目を細めながら眺ながめていた。

　その後、校門の前でみんなと別れる。

「それじゃあみんな、また明日あしたねー」

「明日は気合入れてがんばろうな！」

　それぞれ思い思いの言葉を述べながら帰路につく。

　色々あったけど、本番は明日あしたなのだ。まだまだ気を抜くことはできない。

　ふとそのとき、校門の側そばに立つ一人の男が目に入った。

　それは、愛あい沢ざわだった。

「あれ？　どうしたんですか、こんなところで」

　一度帰ったはずの彼は、制服姿のままだった。

「……ちょっと、忘れ物しただけだよ」

　わたしの疑問に、彼は不ふ機き嫌げんそうな声で答える。よく見るとその顔には小さな擦すり傷きずや切り傷があり、顔色もやや元気がなさそうな感じだ。

「それで、どうなったんだ？」

　不意に愛沢は問いを口にした。

「？」

　なんのことか分からず、首をかしげる。

「タワーだよ、お菓子タワー。作り終わったのか？」

「ああ、えっと、はい。たった今ですが、なんとか完成しました」

「……そっか」

　その答えに彼は何やら考える素そ振ぶりを見せ、すぐに表情を引ひき締しめた。

「じゃあな」

　それだけを言うと、こちらに顔を向けず手を振りながら、愛沢は去ってゆく。

「え、はい。あのー、忘れ物はいいんですか？」

「ああ、勘かん違ちがいだった」

　その様子を、サタン様はニヤニヤと笑いながらご覧らんになっていた。

「どうかなさいましたか？」

「なに、あやつの言動がいちいち楽しゅうてな。ま、気にするな」

「はあ」

　なんだかよく分からなかったけど、多分わたしには理解できないことだろうから、考えないことにする。

「それよりもご主人様、帰ったらお食事になさいますか？　それともお風呂になさいますか？」

「そうじゃのう……」

　サタン様はお腹なかをさすりながら思案にふけり、

「たまには外で食べるのも悪くないかもしれんの」

　そうおっしゃった。

「ラーメンでも食いに行くとするか」

　ラーメン。

　高カロリーで塩分、油分の多い、悪あく魔まに相応ふさわしい食べ物である。

「たしかこの近くに、まだ行ってないラーメン屋があったはずじゃ。そこで腹を満たしてから家に帰り、ゆっくりと風呂に入るとするかのう」

「はい、分かりました。それでは参まいりましょうか」

　わたしたちは手をつなぎながら、ゆっくりと夜の街を歩いた。

　星がよく見える、晴れた夜だった。

　明日あしたはいよいよ文化祭。

　お菓子タワーを披ひ露ろうし、サタン様の偉い大だいさを愚ぐ民みんどもに知らしめる日である。

　そのことを思うと、わたしの心は軽やかに弾はずむのだった。













　　　第三章　ベリアルの復讐・前編！







「宮みや坂さかめ、人手が足りんからとはいえワシまでこき使おうとするとは、ふてぶてしい奴やつじゃ」

　サタン様が両手を上げたので、わたしは制服を上からゆっくりと引っ張り上げる。

　衣きぬ擦ずれの音が室内に響ひびき渡わたる。「んしょ」の声と共に白い肌が現れると、周囲からは一斉に感かん嘆たんのため息が漏もれた。皆、その美しさに見とれているのだ。

「ま、あやつに売った恩は、いつかまとめて返してもらうとするかのう」

　グチをこぼすサタン様に、用意されていた服をお渡しして、お着替えを手伝う。

　サタン様は渋々といった感じでお召めしになられていたが、

「よくお似合いですよ」

　わたしがそう言うと頰ほおを赤らめ、

「……ワシに似合わん服などない」

　とおっしゃって顔を背そむけ、イスに座って足を突き出した。

　わたしはその足に手をかけ、愛用の靴下を脱いでいただく。すべすべとした素す足あしにいつまでも見とれていたい誘ゆう惑わくを振り切り、これもまた専用のニーソックスをはいてもらう。

　うん、完かん璧ぺきだ。

　さすがはサタン様、どのような格好をなさっても魔ま王おうとしての威い厳げんが損そこなわれることはないのだ。

「ほれ、お前も着替えんか」

「あ、はい。そうでした」

　サタン様に言われ、わたしも着替え始める。

　あまり時間がないので、急いで制服を脱いでいると、クラスメイトの一人がわたしをじっと見つめているのに気付いた。

「なんでしょうか？」

「リリスさんってさ、スタイルいいよね」

「え、そうなんですか？」

「うん。バランスが取れてるというか」

「はあ。そりゃあまあ、ごく平均的なサイズに作られてますからね」

「……作られてる？」

「ああ、いえいえ。なんでもありません、こちらの話です」

「？」
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　危ない危ない。うっかり人間じゃないってバレるところだった。

　適当に話をごまかしつつ、さっさと着替えを済ませる。

　それにしても、スタイルがいい、か。

　わたしは自分の胸に手を当て、軽く力をこめてみた。

　すると、柔やわらかい弾だん力りよくが手のひらに伝わってくる。

　うーん、自分ではよく分からないや。

「……何をやっとるんじゃ？」

　そのまま胸を揉もんでいると、サタン様が呆あきれ顔がおでわたしに声をおかけになった。

「あ、ご主人様。わたしも準備完了しました」

　状況を報告するが、サタン様はジト目をこちらに向けるだけだ。

「あー、まあよい。色々言いたいことはあるが、今は置いておこう。そろそろ時間じゃ」

　サタン様は気持ちを切り替えるかのように、首を横に振る。なんだかよく分からないけど、確かにもう時間がないのでそのことは考えないようにした。

　着替え終えたみんなと一緒に、ドアの前に立つ。

「それでは皆さん、いいですかー？　開けますよー」

　振り返りながら呼びかけると、みんなは緊きん張ちようした面おも持もちでうなずき、精一杯の笑顔を作った。

　わたしはドアに手をかけて、ゆっくりと開く。

　そして満面に笑みを浮かべながら、決められた通りのセリフを述べた。

「いらっしゃいませ！　ただいまより、当喫きつ茶さ店てんを開店いたします！」

　スイーツカフェ『メイド・イン・ヘル』は、オープンの時を迎えたのだ。




　晴せい嵐らん高こう校こうは朝早くから喧けん騒そうに満ちていた。

　すでに他校の学生や一般の人たちも来ており、校舎の内外を問わず賑にぎわいを見せている。

　文化祭が始まったのだ。

　力の入れ具合は人それぞれだろうけど、少なくともわたしたちのクラスはみんな気合が入っている。

　一年三組の出し物は喫茶店だ。お菓子タワーチームのメンバーだった人も、今は喫茶店チームに合流して運営に協力している。

　喫茶店とはいっても、学生がお祭まつり用に運営する手軽なお店なので、それほど本格的な物は用意していない。

　ドリンクはインスタントコーヒーとティーバッグの紅茶だけだし、フードメニューも市販のお菓子を盛り合わせて出すだけ。

『メイド・イン・ヘル』の売りを一つ挙あげるとすれば、それはこの制服だ。

　給きゆう仕じをする係の者が皆、メイド服を着ているのだ。

　接客は女子、調理は男子と役割分担をし、メイド服を着た女子生徒がお客様をお出迎えするのである。

　いわゆる『メイド喫茶』というやつだ。

　なぜこんな仕様になったかというと、理由は単純、「ただの喫茶店では面白くないから」である。

「メイド喫茶にしたい」という案は、実はかなり初期の段階から出ていた。

　誰だれが言ったのか今では思い出すこともできないその意見に、ほぼ全すべてのクラスメイトが賛成し、多数決で可決されたのだ。

　女子の意見の大半が、「一度メイド服を着てみたい」というものだった。

　対して男子の意見が、「一度メイド服を見てみたい」というものだった。

　なぜそうまでしてメイド服を着たいのか、あるいは見たいのか、わたしにはよく分からなかった。

　宮みや坂さかだけは最後まで反対していたが、多数決で決まった以上は仕方がない。渋々と承しよう諾だくして今に至るというわけである。

　そんなわけで、わたしやサタン様もメイド服を着て接客に勤いそしむことになったのだ。

　いま着ているメイド服は、わたしが普段お屋や敷しきで着ている物とは違い、機能性よりも見栄えを重視している。

　ワンピースの色は赤く、スカートは短い。胸元は大きめに開かれており、小さなリボンまで結わえてある。そのうえ背中の部分からは、マンガなどでよく見られる、いわゆる『悪あく魔まの羽』がチョコンと小さく付けられていた。

　ようするに、やたらと派手なのだ。

　個人的には動きやすさに少し不満があるのだが、しかしなぜだかこのメイド服は、お客様に受けが良かった。

「いらっしゃいませ！　お席の方へご案内しますね！」

　声が教室中に響ひびき渡わたる。呼びかけられた客はわたしの後に続き、席に着く。その顔はとてもにこやかなものだ。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

「この『悪魔に捧ささげる黒きイケニエセット』ってやつをお願いしまーす」

「悪魔に捧げる黒きイケニエセット（コーヒーとお菓子の盛り合わせ）ですね。他ほかにご注文はございますか？」

「いえ、それだけでーす」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　幸せに満ちた声を出す客から注文を受け、調理場所へ向かう。オーダーを伝えると再び入り口まで行き、新たな客を迎え入れる。

　教室の前には長ちよう蛇だの列ができていた。開店からまだそれほど時間は経たってないはずなのに、もう評判が伝わっているのだ。

　飲み物も食べ物もいい加減な、ここ『メイド・イン・ヘル』が好評な理由は、このメイド服にある。

　接客業においては、まずは相手の心をつかむことが大事だ。

　客の気を引き、店の中に入れてしまえばこっちのもの。入店しておいて何も頼まずに帰ることができるような人間は、そうはいない。

　そして客の気を引くためには、この衣装は非常に効果的なようだった。もしかしたら背中に付いた悪魔の羽が、人々の心の奥に眠る潜せん在ざい的な悪意を燃え上がらせるのかもしれない。

　しばらくの間、わたしは接客に専念していた。

　楽なものだった。なにしろわたしは、６６６坪つぼあるお屋や敷しきの家事一切と、サタン様のお世話を毎日こなしているのだ。それに比べたらどうってことはない。

「リリスさん、話題になってるみたいだね」

　仕事の合間にクラスメイトが話しかけてきた。

　彼女の視線と同じ方向に顔を向けると、教室の外にできた人だかりが目に入った。

　窓から店の中を覗のぞき見ているのだ。

　どうやらその人たちは、わたしを目当てに来ている客らしかった。

　クラスメイトいわく、「仕事のできる本格的なメイド」として噂うわさが広まっているらしい。

「何か反応してあげたら？」

　言われて軽く手を振ってみる。

　すると店の外でざわめきが起き、熱狂的な空気はますますヒートアップしたみたいだ。「早く店に入らせろ」と騒ぐ者まで出てくる始末である。

「良い傾向じゃの」

　調理場でしばしご休きゆう憩けいなさっていたサタン様が、商品用のコーヒーを口にしながらつぶやく。コーヒーや紅茶のような、上品な飲み物は苦手なサタン様だが、インスタントなら平気なのだ。

「どれ、ワシも少しこのクラスに貢献してやるか」

　サタン様はコーヒーを飲み干すとカップをテーブルに置き、肩を軽く回す。

　いよいよサタン様が活かつ躍やくなさるのだ。

　本来使用人が着るべき着衣であるメイド服を、魔ま王おうたるサタン様がお召めしにならなければならないという事実は、決して快こころよいものではないはず。

　それでも、大いなる目的のために、あえてご自身も給きゆう仕じ役を請うけ負おおうとなさっているのだ。その決意の大きさに胸の奥が熱くなる。

　わたしは部屋の中央へ目を向けた。

　そこにはこの喫きつ茶さ店てんのシンボルである、お菓子タワーがそびえ立っていた。

　全長約二メートル。周囲には綿や折り紙、ダンボールなどで作ったお菓子のレプリカが貼はり付つけられている。生クリームやチョコレート、アイスクリームなどを模して作られたそれらは、本物そっくりだ。

　さらに市販のチョコレートやクッキーなどに使われているお菓子の箱もふんだんに盛り付け、頂上にはイチゴのショートケーキが乗せられている。

　メイド服や飲食物など、所しよ詮せんは人を招き入れるためのエサに過ぎない。

　店に来た客にこのお菓子タワーを見せつけ、恐怖を植えつける。それがサタン様の掲かかげた、本来の目的なのである。

　サタン様の狙ねらいは的中していたはずだ。お菓子タワーは店内の中央にあるため必ず客の目に入るし、この塔とうを見た以上は、誰だれであろうと畏い敬けいの念を抱かずにはいられないからだ。

　その証しよう拠こに、今お菓子タワーを眺ながめている客は恍こう惚こつとした表情で、

「おいしそうだよなー」

　などと連れの客と話し合っている。

　おそらく彼らは文化祭の帰りにでもコンビニへ寄り、菓子を買いあさることだろう。そして我が慢まんできずに食べ歩きながら帰路につくはずだ。

　その食べカスは街を汚し、悪意を増やすことになる。

　こちらの思惑通りである。

　それだけでも効果的なのに、さらにサタン様が給きゆう仕じをなさるのだ。

　そのありがたさに愚ぐ民みんどもは平へい伏ふくし、もはや善意を愛する気持ちなど吹き飛ぶことだろう。

　わたしが心を躍おどらせてハッスルする中、メイド服に身を包んだサタン様は、トレイに紅茶とお菓子の盛り合わせを載のせて、注文を受けたテーブルまで歩いてゆく。

　しかし客の目の前まで来る寸前で、

「あうっ」

　足を滑すべらせて、派手に転んだ。

　トレイに載せてあった物はぶちまけられ、サタン様自身もうつぶせで倒れている。短いスカートはめくれ上がり、中からシマシマ（勝負用）をのぞかせていた。

　店内は静まり返っていた。誰だれもがサタン様に注目し、その動向を見守っている。
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　やがてサタン様はゆっくり起き上がると、潤うるんだ瞳ひとみで客を見上げ、

「す、すまぬ。怒っておるか？」

　と口にした。

　客はものすごい勢いきおいで首を横に振り、必死に否定する。

「では、もう一度注文し直してくれるかのう？」

「いいよ、いいよー。お姉さーん、『闇やみ夜よにきらめく真しん紅くの生き血セット』をもう一つ追加ねー」

「あ、はーい。闇夜にきらめく真紅の生き血セット（紅茶とお菓子の盛り合わせ）入りまーす」

　注文を受けたクラスメイトが調理場に伝えた。そのやり取りで、皆は何事もなく済んだことに安心して、元の喧けん騒そうが戻る。

　わたしは笑みを浮かべたまま、誰だれにも気付かれないように小さく拳こぶしを握にぎった。

　ここまで全すべて、計算通り！

　一見すると失敗としか思えないあの行こう為いは、当然ながら作さく為い的なものである。

　サタン様の見事な演技力に騙だまされた客たちは、同情を覚えて今まで以上にこの喫きつ茶さ店てんを高く評価するようになるだろう。

　人の好意を逆さか手てに取るその行いは、まさに外げ道どう。無む法ほう者もの。

　わたしが感動に打うち震ふるえている間にも、サタン様は次なる標ひよう的てきを定めて歩みを進めた。

　サタン様が向かった先にいた客は、お菓子の盛り合わせを食べようとしているところだった。

　クッキーを口にしようとするその姿を、サタン様はじっと見つめている。

　視線に気付いた客はサタン様とクッキーとを見比べ、少し考える素そ振ぶりを見せる。

　そして、

「欲しかったら、あげるよ」

　笑顔を作りながらそう言った。

「よいのか？」

　サタン様が目を輝かがやかせると、客は喜んでお菓子の盛られた皿ごと差し出す。

　サタン様は遠えん慮りよすることなく皿を受け取り、そこからチョコレートを一つつまんで口の中に放り込んだ。その様子を客は微笑ほほえましく眺ながめている。

　言うまでもなく、これも作戦である。

　お金を巻き上げつつ、商品まで奪うばい取とる。

　今ここで、これ以上の悪行をできる者がいるだろうか。いや、いない！

　どんな状況でも悪を行う心を忘れない。それが魔ま王おうの務つとめなのだ。

「……何やってるのよ」

　心の中でサタン様に賛さん辞じを送っていると、背後から声をかけられた。

　振り向くと、きっつい目でこちらをにらむ宮みや坂さかの姿がそこにあった。

「宮坂さん、来てたんですか」

「ええ、今はちょっと時間あるから、こっちを手伝うわ」

　クラス委員長である宮坂はなにかと忙しいらしく、喫茶店の方には顔を出せないでいたのだ。

　しかしそれも一段落したらしい。彼女もメイド服に着替えており、どうやら給きゆう仕じ役として働くつもりのようだ。

　ただし彼女のメイド服の背中に『悪あく魔まの羽』はなく、代わりに白い羽毛で作られた『天使の羽』が付けられている。このメイド喫茶に最後まで反対していた宮坂が、せめてもの抵抗として自作した物らしい。

　そのせいで宮みや坂さかは一人だけ浮いた存在となっているのだが、もちろん彼女自身はそんなことに気付いていない。

「ホント、あんたたちは目を離はなすとロクなことをしないんだから。私が手本を見せてあげます」

　腕まくりをする仕草を見せながら、宮坂は現場へと足を踏ふみ入いれる。

　そして注文の品を載のせたトレイを持ち、客の前まで運び、笑顔で口を開く。

「お待たせしましたー。闇やみ夜よにきらめく真しん紅くの生き血セットでしゅ」

　──かんだ。

「……です」

　言い直した。

　……店内は、さっきとは別の意味で静まり返っていた。店全体に「そこをかむか、普通」という重い雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「えっと、えーっと……、あっ、そうだ」

　宮坂は自分の失敗をどう言いい繕つくろおうかと考えていたが、やがて笑顔を作り直して、にっこりと口を開いた。

「ごめんなさい、ご主人様ー。麻ま美み子こ、失敗しちゃったー。てへっ♪」

　──空気が凍こおりついた。

　盛り上がっていた熱は一気に冷め、この場にいる誰だれもが思いっきり白けた表情になった。

　外で並んでいる人たちは「なんか、聞いてたのと違うよな」などとヒソヒソ話を始め、列から離れていく者まで出てきている。

「あ、あのさ、委員長には、調理場の指揮をお願いできるかな？」

　見かねたクラスメイトの一人が、宮坂に声をかける。

「え、でもまだ他ほかにも色々とバリエーションが……」

「前線に出るのは私らの仕事。指導者は後ろでドンと構えておくもんよ」

　彼女はそう言いながら、いまいち事じ態たいを飲み込めていない宮坂の背中を無理やり押す。宮坂は「ちゃんと勉強してきたのに」などとつぶやきながら、調理場へと消えていった。

　よし、これで一安心だ。

　わたしと目が合うと、その子はウインクをしてみせた。つられてわたしも微笑ほほえみを返す。

　さすがはクラスメイト、宮坂という人物の扱いをしっかり心得ているようだ。

　その後はとても順調に事が運んだ。

　特に大きなミスもトラブルもなく、サタン様が接客をなさるようになってからは売り上げもさらに急増、支払いを終えて店を出た客がまた列に並び直す、というような光景さえ目にすることがあった。

　サタン様が持つお力のすごさに、わたしは改めて尊敬の念と誇ほこらしい気持ちを覚えていた。

　──彼女たちが再び現れたのは、そんなときだった。




　その三人組は、見るからに場違いな格好をしていた。

　彼女たちは皆、黒のサングラスをかけていて、まずそれだけで相当怪あやしい。

　一番前を歩く女性はノースリーブの白いワンピースを着ており、両手を腰に当てながら長いスカートをひらひらさせていた。腰のあたりまで伸びた長ちよう髪はつは燃えるように赤く、窓の外から入る光を受けてキラキラと輝かがやいている。

　付き従うようにして、スーツ姿の女性が二人、後ろに並んでいた。

　二人とも同じ紺色のスーツを着て、同じ黒のネクタイを締しめている。そのうちの一人は前まえ髪がみで右目が隠かくれており、口元を固く結んでいた。もう一人は左目が隠れていて、こちらは柔やわらかな笑みを浮かべている。

　白のワンピースに、紺のスーツ。おそらくそれが、彼女たちにとっての私服なのだろう。

「しけた店ですわね」

　赤髪の女はそんなセリフを吐きながら、店の前に並ぶ列を無視して、店内へと入ってくる。

　そのことを指摘する者はいない。

　誰だれも異常だと思っていないのだ。

　そんな三人組に、サタン様が声をかける。その顔にはあからさまに不ふ機き嫌げんそうな表情が浮かんでいた。

「……何をしに来たんじゃ？」

　三人のうち、赤髪の女はキョロキョロと辺りを見回す。まるで自分のことではないとでも言いたげだ。

「おぬしのことじゃ、ベリアルよ」

　名前を呼ばれて、ようやく彼女はサタン様へ顔を向ける。

　そう。三人組の正体は、ベリアルとその使つかい魔またちだった。

　一週間ほど前にサタン様へ勝負を挑いどみ、ボロ負けした悪あく魔まである。

「ふふっ、この変装を見抜くとは、さすがは魔ま王おう様といったところかしら」

　そう言ってベリアルはサングラスを外はずし、挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべた。

　あー、あれで変装してるつもりだったんだ。

「でも、バレたのなら仕方ありませんわね。さっそくですが用件を──」

「ふん、まあなんでもよい。用があるのなら列に並べ。この店では、横入りは禁止しておる」

「そんな細かいこと、どうでもよいですわ。ワタクシの用件は──」

「やかましい。列に並べと言うておろうが。話はそれからじゃ」

　ベリアルの言葉を最後まで聞かず、サタン様は背を向けて調理場の方へ歩いてゆく。

「あ、ちょ、ちょっと……」

　引きとめる声も完全に無視して、トレイを受け取ったサタン様は客のいるテーブルへ。

「くっ……」

　自分のことをまるで相手にせず接客を続けるサタン様に、ベリアルは苛いら立だたしげな視線を送っていたが、やがて強く歯ぎしりしながら踵きびすを返した。

「カチューシャ、アンクレット、並びますわよ！」

　使つかい魔またちを引き連れて、ベリアルは店を後にする。そしてそれからしばらく経たった後、顔を真まっ赤かにしながら正式に入店してきた。

「ちゃんと並びましたわよ！　さあ、ワタクシの話を聞きなさい！」

「よく来たの。まあ、座れ」

　サタン様はぞんざいな態度でテーブルを指差す。ベリアルは口をパクパクさせつつ、それでも案内された席に乱暴に腰を下ろす。二人の使い魔は、その背後に立ったままだ。

「では、言いますわよ。ワタクシの用件は──」

「何か注文せよ。それが喫きつ茶さ店てんでのマナーじゃぞ」

「あ、あ、貴方あなた、いい加減に話を──」

「なんじゃ、冷やかしか？　それなら他ほかの客の邪じや魔まになるから帰れ」

「……お紅茶を一つ、いただけるかしら？」

「ベリアルともあろう者が、ドリンクだけとはケチくさいのう」

「ぐっ、お、お菓子の盛り合わせも、頼めますかしら？」

「せっかくじゃから、使い魔たちの分も注文すればどうじゃ？　日ごろの労をねぎらってやれ」

「お紅茶とお菓子の盛り合わせ、三つずついただきますわ！　カチューシャ、アンクレット、あなたたちも席に着きなさい！」

　頭から湯ゆ気げを出しながら、ベリアルは叫ぶ。そんな主人の態度を平然と受け止めながら、使い魔たちは言われた通りに着席した。もう慣なれているのだろう。

　サタン様が注文の品（闇やみ夜よにきらめく真しん紅くの生き血セット）を運び、無む造ぞう作さにテーブルの上に置く。奪うばい取るようにしてカップを手に取り、紅茶を一気に飲み干してから、ベリアルは大きく息を吐いた。

　そんな彼女を見ながら、サタン様は相変わらず不ふ機き嫌げんそうな顔で口を開く。

「で、用件とはなんじゃ？　さっさと言わんか」

「～～っ！」

　爪つめが食い込みそうなほど強く拳こぶしを握にぎりしめ、ベリアルはサタン様をにらんだ。が、すぐに首を振ると深呼吸して心を落ち着け、無理やり笑顔を作る。

「親愛なる魔ま王おうサタン様に再び勝負を挑いどむべく、参さん上じようした次第ですわ。ワタクシとサタン様による、一対一の戦い。その勝負にワタクシが勝ったら、世界征せい服ふくについて考え直していただきたいのです」

「ふむ、またか。おぬしも懲こりん奴やつじゃのう」

「お互いのプライドをぶつけ合う、ただそれだけの勝負ですわ。いかがかしら？」

「……ふん。勝負の内容を言うてみよ」

　その言葉を待ってましたとばかりに、ベリアルは笑みを大きくする。

「この文化祭のメインイベント、『ミス晴せい嵐らん』ですわ」

「ミス晴嵐？」

　聞きなれない言葉にサタン様は眉まゆをひそめた。

「あら、ご存じではありませんの？」

「クラスの出し物のことで手一杯であったのでな、他ほかの催もよおし物ものなど知らぬわ」

「ふふん、では説明して差し上げますわ」

　優ゆう位いに立てたことが嬉うれしかったのか、ベリアルは得意げに語り始める。

　彼女の説明によると、ミス晴嵐とは簡単に言えば、ミスコンテストのことのようだ。

『晴嵐を代表するに相応ふさわしい女性を決めよう』という趣しゆ旨しの下、数々の審査を行い、最も評価の高かった人物がミス晴嵐に選ばれるのだ。

　審査内容は様々で、衣装審査、頭脳審査、行ぎよう儀ぎ作さ法ほうの審査など、外見だけに留とどまらずその人の内面にまで及ぶ。

　晴嵐高校の文化祭の中で最も重視されているイベントらしく、コンテスト中は男女を問わず熱狂的な盛り上がりを見せるのだそうだ。

　その要因の一つは、一般参加が可能な点だ。

　部外者も気軽に参加できるため、参加人数は多くなる。人数が増えれば、盛り上がるのは必然だ。

　また、『余よ所そ者ものには負けてられない』ということで、在校生の参加者にとっても気を抜けないイベントとなり、より白熱した内容となるのだ。

「この勝負、受けていただけますわよね？」

　赤い髪かみをいじりながら、ベリアルは上じよう機き嫌げんに微笑ほほえむ。

　なぜ彼女がミス晴嵐についてそんなに詳くわしいのかは分からない。が、おそらく事前に調べておいたのだろう。見かけによらずマメな性格をしているのかもしれない。

「つまり、そのコンテストで優勝した方が勝ちじゃと、そういうわけじゃな？」

「ええ、その通りですわ」

「一対一ではないではないか」

「何をおっしゃってますの。有う象ぞう無む象ぞうの者どもなど、初めから相手にしてませんわ。ワタクシと貴方あなたの一いつ騎き打うちになるのは決まりきっていることですわよ。まさか『どちらも優勝できない』なんて事じ態たいに陥おちいるなどと、思ってませんわよね？」

　傲ごう慢まんな物言いのベリアルを、サタン様は考え込むように両腕を組んでにらんでいたが、

「……ふん、当然じゃ。ワシが優勝するのじゃからな」

　やがて大きくため息をつき、そして、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

「よかろう。相手にせんつもりじゃったが、気が変わったわい。おぬしの戯ざれ事ごとに、再び付き合ってやろうではないか。二度とワシに歯向かおうなどと思わぬよう、圧倒的な敗北を与えてやるわ」

「そうおっしゃってくださると信じていましたわ」

　ベリアルは席を立ち、サタン様を見下ろす。二人を包み込むように、闘とう志しが大きく燃え上がる。

　サタン様とベリアルの再勝負が、決定したのだ。

　得る物など何もない、意地と誇ほこりのぶつかり合い。

　この地上で最も純じゆん粋すいな戦いが、始まろうとしていた。

「コンテストは午後三時から開始ですわ。それまでにしっかり準備を整えておくことですわね。後で言い訳しても認みとめませんわよ」

　捨てゼリフを言い残し、きっちりとレジで会計を済ませてから、ベリアルは出口に向かって歩いてゆく。

　彼女に続くようにして、二人の使つかい魔まも店を出ようとする。

「あの、待ってください」

　その二人を、わたしは呼び止めた。

「これ、持って帰ってご自宅で召めし上あがってください」

　振り向いた二人に、彼女たちが結局手をつけなかったお菓子の盛り合わせを、お持ち帰り用に包んで手渡す。

「あら、ありがとうございますー。きっとベリアル様も喜んでくれるはずですよー」

　お菓子の盛り合わせを受け取りつつ、アンクレットはニッコリと微笑ほほえむ。

　カチューシャは無言でわたしを見つめていたが、

「……また、後で」

　それだけを言って背を向け、ベリアルの後を追った。

　アンクレットも軽く一礼してからカチューシャに続く。

「まったく、騒さわがしい奴やつじゃ」

　三人の後ろ姿を見送りながら、サタン様は小さく息を吐く。

「ご主人様、どうしましょう？　何か対策を立てておくことはありますか？」

「ま、今は気にせんでいいじゃろ。仕事を続けるぞ」

　サタン様はややお疲れの様子だったが、復ふく讐しゆうに燃えるベリアルを脅きよう威いだとはカケラも思っていないようだった。実際、サタン様が負けるところなど想そう像ぞうできない。

　おっしゃられた通り、今は接客に専念することにしよう。

　と、そのとき、クラスメイトの一人が声をかけてきた。

「リリスさんたち、そろそろ交替の時間じゃない？」

「え、交替？」

　言われてから思い出す。

　そういえば、何時間かごとに仕事を交替するというシフトを組んでいたんだっけ。

　それもそうだ、ずっと働きっぱなしってわけにもいかないもんね。

　時計を見ると、正午を回ったところだった。

「今から休憩に入れるのは、リリスさん、サタンちゃん、それと……」

「表が騒さわがしかったけど、何か問題でもあった？」

　言葉の途中で、宮みや坂さかが調理場から顔を出してきた。ベリアルとのやり取りが耳に入ったのだろう。

「委員長も、だね」

「何が？」

「休憩の時間だよ。せっかくだから三人で色々見て回ったら？　仲いいんでしょ？」

「仲いいって……」

　クラスメイトの言葉に心外な顔をして口をパクパクさせたが、しかし宮坂は言いい留とどまる。

「……そうね、放っておくと、この人たちは何をするか分からないしね。それじゃあ、休憩に入らせて──」

　宮坂がそうつぶやいたとき、

『えー、連絡です。連絡です』

　突然、校内放送が校舎に響ひびき渡わたった。

『一年三組の宮坂麻ま美み子こさん、至急職員室まで来てください。繰り返します。一年三組の宮坂麻美子さん、至急職員室まで来てください』

「……」

　放送内容に宮坂は首を小さく横に振り、眼鏡めがねを軽く押し上げると、わたしをにらみながら指を突きつける。

「お願いだから、問題は起こさないでね。頼むから、ね」

　そう言いながら彼女は小走りに職員室へと向かった。どうやらクラス委員長としての仕事が舞まい込こんだようだ。あの人はあの人で色々と大変そうだなあ。

　まあ、それはどうでもいいか。

「ワシは午後からミス晴せい嵐らんに出ようと思っておるのじゃが、構わんか？　このまま戻ってこれんかもしれんが」

「あ、サタンちゃんあれに出るんだ。いいよー、みんなにも言っておくね」

　サタン様がクラスメイトにコンテスト出場のことを伝えると、あっさり了りよう承しようをもらえた。

　喫きつ茶さ店てんの稼かせぎ頭がしらであるはずなのに、そんな簡単に手放すとは。やっぱりこのクラスの人は、大らかというか、なんというか。

「リリスさんも出るの？　ミス晴せい嵐らん」

「え？　いえいえ、出ませんよ」

「そっか、リリスさんなら結構いいところまでいくと思ったんだけどね」

　……何を言っているんだろうか。わたしなんかがサタン様と同じ土ど俵ひように上がっても、勝負になるわけないじゃないか。

「あっ、でもご主人様の付き添いとして、わたしもそちらに時間を割さくことになりそうなんですが、構いませんか？」

「もちろんオッケーだよ。サタンちゃんの応援、がんばってね」

「任まかせてください！」

　わたしは胸の前で両手を握にぎりしめて、意気込みを伝えた。

「よし。ではゆくぞ、リリス。しばしの間、悦えつ楽らくに浸ひたろうではないか」

「はい、ご主人様。ところで、お召めし物ものはどうしましょうか？」

「ん、このままでいいじゃろ。店の宣伝にもなるしな」

　そうか、宣伝か。

　そういう意い図とがあるから、コンテスト出場についてあっさり了りよう承しようをもらえたんだ。皆が注目している中で宣伝を行えば、効果は抜群だ。そこまで考えていたとは、やるな、クラスメイトの人。

　こうして、多くの客に惜おしまれつつ、サタン様は店を後にした。

　わたしもそれに続き、校舎の角を曲がったところで──、

「おっと」

　不意に誰だれかとぶつかった。

「わりぃ、よそ見してて……」

　言いかけて、その男は言葉を詰つまらせる。

　わたしとぶつかったのは、愛あい沢ざわ悟さとるだった。

「こんにちは、愛沢くん」

「お、おう。なんか、派手な格好してるな」

「この服ですか？　これは喫茶店用の制服なんです」

「そっか。でもそんな薄うす着ぎで歩き回ってると、その、風か邪ぜひくぞ」

　視線をさまよわせながら、愛沢はそんなことを言う。わたしは「はあ」と生返事をするだけだ。サタン様の使つかい魔まであるわたしは風邪なんてひいたりしないんだけど、愛沢はそんなこと知らないんだから仕方ないか。

「それより、こんな時間にどうしたんですか？　もしかしてお店の手伝いに来てくれたとか？」

　彼は今け朝さから学校に来ていなかった。ようするにサボリだ。

　そのことについて不満を覚える人もいただろうけど、今いま更さら言っても仕方のないことなので、彼の話題に触ふれる者はいなかった。

「いや、そうじゃねえよ。ただ、ちょっと……」

「ただ、ちょっと？」

「……なんでもねえよ」

　再び愛あい沢ざわは口をつぐむ。

「愛沢か、よいところで出会ったの。せっかくじゃからおぬしも付き合え」

　嬉き々きとした表情でサタン様が愛沢に話しかける。

「付き合うって、何をだよ」

「ワシらはこれから催もよおし物ものを見て回ろうと思っておる。そうじゃのう、腹も減ったし、校庭に並んでおる出店をハシゴするのも良いかもしれんの。ということで、おぬしも付き合え」

「いや、だから、なんで俺おれが？」

「貴き様さま、ご主人様のお誘さそいを……」

　投げやりな愛沢の態度にわたしが激げき昂こうしかけると、サタン様にスカートの端はしを引っ張られた。

「落ち着け、リリス。お前からも丁てい寧ねいにお願いするんじゃ。いいか、ワシの言う通りにせよ」

　サタン様はわたしに顔を近づけるように命じ、耳元で囁ささやく。

「はい……、はい……、分かりました、やってみます」

　言われたことを頭の中で反復し、愛沢へ向き直る。

　上うわ目め遣づかいで彼を見つめ、その言葉を口にした。

「あの、愛沢くん」

「な、なんだよ」

「わたし、愛沢くんとの思い出を作りたいの」

「え？」

「一緒に文化祭を楽しんで、笑い合って、今日きようのことをずっと胸に刻んでおきたいの。高校生活の一ページに、愛沢くんと過ごした記き憶おくを残しておきたいの。ダメ、かな？」

　顔を近づけながら見つめると、彼はあわてて目をそらした。そして自分の顔に手をやって、しばらく考える素そ振ぶりをする。

　やがて彼は不ふ機き嫌げんそうな表情で口を開いた。

「ちっ、仕方ねえな。いいぜ、付き合ってやるよ。どうせ俺も暇ひまだしな」

　よし、なんだかよく分からないけど、上う手まくいったぞ。暇だったら店を手伝え、と思わないでもなかったが、話がこじれるといけないので声には出さない。

「決まりじゃな。では行こうか。代金は全すべて愛沢が払うんじゃぞ」

「ちょっ、なんでだよ！」

「ワシやリリスに払わすつもりか？　リリスよ、お前からもお願いしろ」

　再びサタン様が耳元で囁ささやく。それを聞いてから、わたしはまた上うわ目め遣づかいで愛あい沢ざわを見つめた。

「あのね、愛沢くん。わたし、恥はずかしいんだけど、デートってしたことないの」

「え、デ、デート？」

「気分だけでも味わいたいなって、思ったの。でもそういうのって、迷めい惑わく、かな？」

　顔を近づける。するとまたもや彼は目をそらす。

「……ったく。払えばいいんだろ、払えばよ」

　そして、やっぱりこれも上う手まくいった。

　なぜだか分からないけど、成功したのだからその理由を考える必要なんてない。

　そんなわけで話はまとまり、わたしたちは出店回りに繰り出すのであった。

　ところで、デートってどういう意味だったっけ？




　グラウンドはいつもと違う姿を見せていた。

　いくつもの屋台が整然と並び、客を呼び込む声が周囲から聞こえてくる。笑い声や叫び声がそこに混じり、にぎやかを通とおり越こして騒そう々ぞうしいくらいだ。

　でも、ここにいる誰だれもがこの文化祭を楽しもうとする気持ちでいっぱいだったと思う。

　無む論ろん、サタン様もそのうちの一名だ。

「うむ、これじゃ。この味こそ、ワシの求めていた焼きそばの味じゃ」

　サタン様はご満まん悦えつの表情で焼きそばを召めし上あがっていた。屋台で買った物だ。

　この焼きそばは学生の手作り、つまりは素人しろうとの作った食べ物。当然、専門店で出されるそれと比べれば、質は落ちる。

　だが、それがいいのだ。

　悪あく魔まにとっては、チープな味こそ魔力を貯ためる栄養源となりうるのだ。

　しかもサタン様は、歩きながら食事をなさっているのである。

　非常に行ぎよう儀ぎが悪いのである。

　そんなことをすれば、魔力が貯まらないわけがないのである。

　行儀の悪さは怠たい惰だである証あかし、つまりは悪そのものだからである。

　よく見ると、周りには立ち食いをしている人がたくさんいた。

　室外に座る場所は用意されてないから当然と言えば当然だが、おかげで近辺一帯には悪意が増えるばかりだ。

　こんなにも多くの人間が悪意を増やす手伝いをしてくれるだなんて、文化祭とはなんて素す敵てきな行事なのだろう。

　文化祭、万ばん歳ざい。

　焼きそばを食べ終わったサタン様は、さらにフランクフルトとソフトクリームを買って両手に持ち、交互に口の中に入れている。大胆かつ豪ごう快かいな召し上がり方だ。

「ワシの夢が一つ叶かなったわい」

　恍こう惚こつとした笑みを浮かべ、至し福ふくの時を過ごしていらっしゃるようだった。

　もちろん、サタン様が買った食べ物の代金は、全すべて愛あい沢ざわ持ちである。

　彼は口をへの字に曲げ、屋台の先々でお金を払っていたが、今のところ不満はこぼしていない。一度約束した以上は守り通すつもりなのだろう。

　それにしても、どうしてサタン様は愛沢をここへお誘さそいになったのだろうか？

　代金を支払わせるだけのために、嫌いやがる愛沢を連れてきたとは思えないのだが。

「愛沢、フランクフルトをもう一本買ってくるがよい」

　思案にふけるわたしの耳に、サタン様の声が入ってくる。

「なんでだよ、一本じゃ食い足りねえのか？」

「うるさい、つべこべ言わず買ってこい」

　愛沢はまだ不満そうな顔をしていたが、それ以上は何も言わずフランクフルトの屋台に行き、すぐに戻ってきてサタン様に差し出す。

　だがサタン様はそれを受け取らず、一言、

「それはおぬしが食え」

　そうおっしゃった。

　訳わけが分からず首をかしげる愛沢に、サタン様は続ける。

「おぬしも『ぶんかさい』を楽しめばよい。さあ、おぬしの金で買った食い物じゃ、遠えん慮りよするな」

「……余計なお世話だっつーの」

　言われた愛沢は頭をかきながら、そのフランクフルトを口にする。ブツクサと言いながらも、まんざらでもない表情だ。

　なるほど、そういうことか！

　唐突に、サタン様の恐るべき計略を理解した。

　サタン様は、『愛沢の魂たましいを汚けがす』という目的を諦あきらめてなかったのだ！

　この場所ならきわめて自然にその目的も果たせるというもの。愛沢にジャンクフードを食べさせたのも、彼の肉体を悪に染めるためなのである。

　今なら宮みや坂さかという邪じや魔ま者ものもおらず、作戦の遂すい行こうに何の支し障しようもない。

　完かん璧ぺきだ。完璧な計画だ。

　さすがはサタン様、おそらく廊下の角で愛沢とぶつかったときから、この結果を思い描いておられたのだろう。きっとそうに違いない。

　よし、見てばかりいないで、わたしもお手伝いをしよう。

　わたしは近くの屋台でペットボトルを一本買った。炭酸入りの、いかにも安っぽい味のしそうなジュースだ。

　フランクフルトを食べ終えた愛あい沢ざわに、それを差し出す。

「はい、愛沢くん。ノド渇かわいたでしょ？」

「え、あ、ああ。サンキューな」

　愛沢は何の疑問も抱かずキャップを開け、ジュースを飲み始める。

　しめしめ、上う手まくいったぞ。

　かつて行った作戦は失敗に終わったけど、今度は成功だ。思わず、小さくガッツポーズ。

　そうだ、せっかくだからわたし自身の肉体も悪に染めよう。うん、そうしよう。

　ちょうどいい、愛沢が飲んでいるジュースをちょっともらうとするか。

「愛沢くん、それちょっとちょうだいね」

　言いながら彼の手からペットボトルを奪だつ取しゆ。

「ん？　あ、まっ、待て待て！」

　顔を赤くしながら愛沢は制止の声を上げた。

　なんだろう。そんなにこのジュースが気に入ったのだろうか。それは良い傾向だ。

　でもまあいいや。

　わたしはペットボトルに口をつけようとして──、

「っ！」

　ものすごい速さで愛沢に奪うばい取とられた。

　そして彼は、そのペットボトルを一気に飲み干す。

　……何をしてるんだろう？　呆あつ気けに取られて何も言うことができない。

　飲み終えると、愛沢は顔を青くしてその場にうずくまった。

「グボッ！　ゲボッ！　ゴホッ！」

　何度もムセながら、ブルブルと身体からだを震ふるわせている。

　汚いなあ。

　そんな愛沢の様子を、サタン様は楽しそうに笑いながら眺ながめていた。

　やがて両手に持っていた物を全すべてお腹なかの中に収めると、

「さて、腹もふくれたことじゃし、ちと他ほかの場所に行ってみようかの」

　そうおっしゃって、サクサク歩いてゆく。

「あ、待ってくださいサタン様。ほら、愛沢くんも行きますよ」

　まだ立ち上がれないでいた愛沢の手を引き、無理やり引っ張る。

「お、俺おれ、ゴボッ！　ゲホッ！　か、帰って、いい、かな？　グボッ！」

　後ろで何かわめているのが聞こえたが、そんなものは無視だ。

　彼の肉体には、これからもっともっと悪を染み込ませなければならないのだから。

　文化祭は、まだ始まったばかりなのだ。




　グラウンドを一通り見終えた後、わたしたちは校舎の中を歩き回っていた。

　外に負けず劣おとらず、色んな出し物があった。

　わたしたちのクラスと同じように喫きつ茶さ店てんを開いているところもあったし、写真や絵画の展示をしているところや、占いの館なんてものまであった。

　そんな中、ひときわ異質な空気を放つ教室が目に入った。

　部屋の窓は全すべて黒いカーテンで覆おおわれていて、中の様子をうかがうことができない。

　扉にはダンボールや厚紙などで作った可愛かわいらしいマスコットキャラが貼はり付つけられていた。目は鋭するどくつり上がり、口から八重歯がのぞいており、入ろうとする人間を歓迎するかのようだ。

　その扉の前には机とイスが置かれていて、そこに生徒が一名座っている。机には『入り口』と書かれた紙が貼はられていた。

「ご主人様、ここは何をする部屋なのでしょうか？」

「うむ、ホラーハウスじゃな」

「ホラー、ハウス？」

　なんだろう、それは？　怖い家？

「まあ、入ってみれば分かることじゃ。そこの受付の者よ、三名入るぞ」

「あ、はーい。三名様入りまーす」

　サタン様に言われて、その生徒は教室の中に合図をした。それを確かく認にんしてからサタン様は、ためらうことなく入り口へ向かう。

　なんだか知らないけど、ついていくしかないみたいだ。

　後に続こうとして、不意に背中から愛あい沢ざわに声をかけられる。

「初めてか？　こういうの」

「え？　はい、そうですね」

「そうか。……まあ、心配すんな。俺おれがそばにいるから、よ」

　そう言って彼は「フン」と鼻を鳴らす。さっきまでは青かった顔色も、今はわずかに赤みを帯びているように見える。

「はあ。別に何も心配なんてしてませんが、そういうことなら、何かあったときはお任まかせしますね」

　軽く頭を下げると、「ああ」とつぶやいた。こころなしか、ちょっとだけ強気なように聞こえた。

　前を見ると、サタン様がわたしに向かって親指を突き出していた。

　なんだろう？　わたしは何もしていないんだけど。

　とりあえず同じように親指を突き出して返事をする。

　そんなわけで、サタン様、わたし、愛沢と、三人並んで部屋へと入った。

　中は真っ暗でほとんど何も見えず、左右がベニヤ板か何かで作られた壁かべになっている。

　横幅はギリギリ二人並べるくらい。

　ぼんやりとした明かりの下に、矢印のマークと共に進行方向が書かれていた。

　指示された方向へと、曲がりくねった道を歩いてゆく。

「部屋の広さを最大限に活いかすためじゃな。感心、感心」

　視界の危ういこの部屋の中を、サタン様はサクサク進んでゆく。離はなされないようにわたしも小走りに駆かけようとして、愛あい沢ざわのことを思い出す。

　急に走り出したら、愛沢との距きよ離りが開くことになる。そうなると彼がどこにいるのか分からなくなる可能性がある。一本道とはいえ、こんな暗いところで見失っては、はぐれてしまっても気付かないかもしれない。

　……あれ？　そういえば愛沢はジュースを飲んだ直後、「帰っていいかな？」とかなんとか言ってなかったか？

　それはつまり、彼はわたしたちと離れたがっているのかもしれない、ということになるのか。

　だとすると、「心配すんな」とか、「俺おれがそばにいるから」などというセリフも、わたしたちを油断させるための作戦のように思えてくる。いかにも何かあるような風に思わせておいて、隙すきを見て逃げ出すつもりなのではないだろうか？

　それはまずいな。愛沢の肉体を悪に染めるのは、これからが本番なのだ。いま逃げられては困る。

　わたしは愛沢を確かく保ほするため、彼の方へ振り向き、なるべく警けい戒かいさせないように柔やわらかい声で言った。

「手、つないでもいいかな？」

　一いつ瞬しゆん、愛沢は眉まゆをひそめたが、

「お、おう」

　顔をそむけながら、無む造ぞう作さに左手を差し出してくる。

　わたしは右手で、ゆっくりとその手を握にぎった。

　力比べでは負けるわけがないので、振りほどかれる心配はない。

　愛沢悟さとる、確保完了だ。

　安心したわたしは、サタン様を見失わない程度の速さで歩いてゆく。部屋が狭せまいため、隣となりを歩く愛沢とは、ほぼ密着状態だ。なんだか彼の動きがやけに固くなっているように思えるのは気のせいだろうか。

　うーん、しかし、動きにくいなあ。ちょっと狭すぎるんじゃないか。

　少しでも歩く幅を確保しようと、愛沢の腕にわたしの手を絡からませる。そしてその腕に、身体からだをぎゅっと押し付けた。

「……お、おい」

　すると彼はわたしの方を見ながら、ゆっくりと口を開く。

「くっつきすぎだぞ」

「はい、そうですね。お互いの身体からだがくっついてます。でもこんなに狭せまいんじゃ、仕方ないですよね」

「いや、そういう意味じゃなくてだな……」

「？」

　言いよどむ愛あい沢ざわを、首をかしげて見つめる。いったい何を言おうとしているのだろうか？

「と、とにかく、先、進もうぜ」

　そう言って愛沢は無む造ぞう作さに足を踏ふみ出だす。だがその動作はぎこちなく、わたしの足にぶつかって彼はバランスを崩くずした。

「っと」

　わたしたちは身体をもつらせながら、勢いきおいのままその場に倒れこむ。

　ちょうど、愛沢の上に覆おおいかぶさる形になっていた。

「えーっと、大丈夫ですか？」

「……」

　自分の真下にいる愛沢に尋たずねる。しかし返事はなく、ただ彼は身体をこわばらせるだけだ。

　倒れたときにどこかぶつけたのかな。そんなことを考えていると、大きくノドを鳴らして、緊きん張ちようした面おも持もちでわたしを見つめた。
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「リ、リリスさん……」

　──そのときのわたしは、愛あい沢ざわに気を取られていたせいで、他ほかのことに対する注意が少しだけおろそかになっていたと思う。

　サタン様を視界の中に収めつつも、『見えているだけ』の状態に近かった。

　だから、反応が遅れた。

「ガァ────ッ！」

「！」

　突然の奇声に意識を覚かく醒せいさせる。

　サタン様の真横から、何者かが現れていた。姿はよく見えないが、目だけが異常に赤く光っている。

　そいつは両手を前に突き出しながら、サタン様に襲おそいかかろうとしていた。

　見ると、サタン様は突然の襲しゆう撃げきに、今にも泣きそうな顔をなさっているではないか！

　危ない！

「てぇいっ！」

　すばやく起き上がり、叫びと共に一足飛び。標ひよう的てきに向かって飛とび蹴げりを繰り出す。

　だがわたしの攻撃は、目標の頭をかすめただけだった。

　くそっ、暗さのせいで狙ねらいが外はずれたか!?　なんたる不覚！

　後こう悔かいする間もなく、わたしは飛び蹴りの体たい勢せいのまま突き進み、そして、

「あっ」

　壁かべにぶち当たった。

　ドッカーン、なんていう漫画みたいな音がした。

「……」

　一いつ瞬しゆん、辺りは静まり返った。

　が、それもわずかな時間だけだった。

　突とつ如じよとしてものすごい音が響ひびき渡わたり、ガラガラと壁が崩くずれてゆく。

　ホラーハウスとやらは、跡あと形かたも無く崩ほう壊かいした。

「えーっと……」

　頰ほおをかきながら、周囲を見回す。幸いにもサタン様はご無事なようだった。ぼんやりとした顔でわたしを見つめている。

　部屋の中にはわたしたち以外に、五名の生徒がいた。その誰だれもが唐突な展開についていけず、ポカンと口を開いている。

　愛沢も呆ぼう然ぜんとわたしを見ていたが、我われに返ると口元を震ふるわせながら叫んだ。

「あ、あ、あんた、何やってんだよ!?」

「えっと、つい」

「ついじゃねえだろ！」

「じゃねえだろ、と言われましても……」

「落ち着け、二人とも」

　無意味な問答を繰り返すわたしたちを、サタン様が制する。

「とりあえず」

　サタン様は両腕を組みながら一言、

「逃げるぞ」

　そうおっしゃった。

「了りよう解かいしました！」

　わたしはサタン様を抱きかかえ、全速力で走る。

　やや遅れてから愛あい沢ざわも駆かけ出だし、かなり離はなされながらもわたしたちについてくる。

　背後から今いま更さらのように怒ど鳴なり声が聞こえてきたが、振り返る余裕なんてあるわけがなかった。




　走り回った挙あげ句く、校舎裏の人通りがないところまで逃げてきていた。

　どうやら追ってくる人はいないみたいなので、ようやく一安心だ。

　愛沢は呼吸を乱しながら、ヒザに手をついてうつむいている。

「で、お前は何がしたかったんじゃ？」

　胸をなで下ろしていると、サタン様がジト目を向けてきた。

　怖いです。視線が怖いです。

　飛とび蹴げりを放った理由を恐る恐る話すと、サタン様は大きくため息をついて、ホラーハウスの説明をしてくださった。

　その説明によると、ホラーハウスというのは、入ってくる人を怖がらせるのが目的の部屋なのだそうだ。

　恐怖心を煽あおるような演出を施ほどこし、そのドキドキ感を楽しませる。ようするに、娯ご楽らく施設なのである。

　サタン様に襲おそいかかろうとしていた人も演技としてやっていただけで、本当に何かしようとしていたわけではないらしい。そのことが分かっていたから、サタン様も平然と先へ進んでおられたのだろう。あのとき泣きそうな顔をしていたように見えたのも、ホラーハウスを楽しむためにわざと怖がったフリをなさっていたからなのだ。きっとそうに違いない。

　そんなこととは知らず、わたしはついつい本気の蹴りをお見み舞まいしそうになっていた、というわけだ。

「まったく、お前は相変わらずじゃのう」

　サタン様が呆あきれるのも当然である。

　すみません、本当に反省してます。サタン様のお楽しみを奪うばってしまったことを悔くやみ、頭を下げる。

　と、そのとき不意に、隣となりにいた愛あい沢ざわが笑い出した。

「はっ、ははっ、はははっ！」

　まだ呼吸が整ってないのか、少し苦しそうだった。

「ははっ、ホント、あんたらと一緒にいると、少なくとも退たい屈くつだけはしなくて済みそうだな」

　地べたに腰を下ろし、お腹なかを押さえながら愛沢は顔をほころばせる。

　それを見て、わたしの顔にも自然に笑みが浮かんだ。

「やっと笑いましたね」

「……え？」

　わたしの言葉に、愛沢は驚おどろいた表情でこちらを見つめた。

「愛沢くん、最近笑ってませんでしたよね？　文化祭の準備中もずっと機き嫌げんが悪そうな顔してましたし、どうしたのかなって思ってたんですけど、良かったです」

　そう。そうなのだ。

　愛沢の魂たましいを正しく汚けがすためには、わたしたちの知るいつもの彼でいてもらわないといけないのだ。

　愛沢の態度がおかしいと、こちらとしても対応に困るのだから。

「……」

　愛沢は座り込んだまま頭をかき、顔をうつむかせる。

　そしてそのまま急に押おし黙だまった。

「…………実は、な」

　彼が言葉を続けようとしたとき、

『えー、お知らせです。お知らせです』

　タイミングを狙ねらったかのように、校内放送が入った。

『ただいまより、ミス晴せい嵐らん出場者の受付を開始します。参加希望者の方はグラウンドにある特設広場までお越しください。繰り返します──』

　その内容に、サタン様はわずかに目を細めた。

「ゆくぞ」

　一言だけそうつぶやき、グラウンドに向かって歩を進める。

「何かあんのか？」

　愛沢が顔を上げて尋たずねてきた。どうやらさっきの言葉の続きを言うつもりはないようだった。

「ご主人様が、ミス晴嵐に出場なさるのです。愛沢くんも応援してくれますか？」

「ん、まあ、構わねえけど」

「それじゃあ、行きましょう！」

　声を張って、自みずからに気合を入れる。応援する側にも手抜きは許されない。

　いよいよ決戦の時が来たのだ。




　特設広場の前には、すでに人だかりが出来ていた。

　さすがは晴せい嵐らん文化祭のメインイベント、なかなかの盛せい況きようぶりである。

　並ぶこと五分、ようやくエントリーを済ませて、そこから他ほかの参加者たちと共に再び移動。校舎の中にある控え室とやらに案内される。

　控え室の扉の上部には、『演劇部』と書かれたプレートがかけられていた。本来は演劇部の部室として使われている部屋である。

　中にはたくさんの衣装が用意されていた。係の者の説明によると、どれでも好きな物を着ていいとのこと。

　随ずい分ぶんと本格的な配はい慮りよだ。衣装によって審査員の印象も変わるだろうから、慎しん重ちように、そして他ほかの人に先取りされないよう、大胆に選ばなければならない。

「参加者の中に、阿あ久く野のさんっていますかー？」

　サタン様が衣装を吟ぎん味みしていると、不意に名前を呼ばれた。入り口のところに女生徒が一人、立っている。

「はい、なんでしょうか？」

　サタン様の代わりにわたしが側そばまで行くと、彼女は一通の封筒を差し出した。

「これを渡すように言われたので」

「はあ」

　受け取りながら見回してみるが、差出人の名前はなく、ただ『阿久野様へ』とだけ書かれている。

「あ、それと、この箱もですね」

　手のひらの上に乗る程度の大きさの、長方形の箱だった。その箱はひとまず小こ脇わきに抱え、封筒を開いて中の手紙を読んでみることにする。

「それじゃあ、確かに渡しましたので、これで」

　女生徒はそう言ってそそくさと去ってゆく。でもそんな彼女のことなんて、手紙を読むわたしの頭には、もう片かた隅すみにも残っていなかった。

　手紙には簡かん潔けつに、こう書かれていた。




『女は預かった。返して欲しければ、一人で来い』




　無言でその内容を目に入れる。そして長方形の小箱を手に持ち、フタを開ける。

「……」

　わたしの様子を不ふ審しんに思ったのか、サタン様がこちらに歩いてきた。

「何かあったか？」

「はい。どうやらちょっとしたアクシデントのようです」

「アクシデント、じゃと？」

　わたしは小箱をサタン様の前に差し出した。その瞬しゆん間かん、サタン様の目はわずかに見開かれる。

　箱の中には、フチの無い眼鏡めがねが入っていた。

　それは、彼女がいつもかけている物だった。

「宮みや坂さか麻ま美み子こがさらわれました」










　　　幕間・２




　七日前

　サタンとの対決による敗北は屈くつ辱じよく的なものだった。

　このまま引き下がるわけにはいかない。

　あの二人に手痛い仕返しをするため、調査に乗り出すことにする。




　五日前

　物ぶつ騒そうなことをつぶやきながら歩く学生と遭そう遇ぐう。

　全身にケガをしており、「あのバイク」「許さねえ」「殺す」などと口にしていた。

　話を聞いてみると、どうやら彼女たちの『被ひ害がい者しや』らしい。

　妙案を思いついたので、さっそく彼に『提案』し、事に当たらせる。




　三日前

　問題が発生している。

　先日実行に移らせたあの男が、いまだに目的を果たせないでいるのだ。

　話を聞く限り、なにやら障しよう害がいとなる事じ態たいが起きているとのこと。

　仕方がないので新しく指示を出し、解決に努つとめるよう命じる。

　上う手まくやってくれることに期待したい。

　仕返しはまだ始まってさえいないのだから。




　前日

　問題はいまだに解決していない様子。

　打開策を考えながら現地へ足を運ぶと、目の前で『被害』に遭あっている人たちを目もく撃げき。

　利用できそうなので全員に『提案』を持ちかけ、先日の『被害者』と合流させる。

　仕入れた情報と彼らの存在を考こう慮りよした結果、秘ひ策さくをひらめく。

　これならばきっと成功するはずだ。

　悲願成じよう就じゆの瞬しゆん間かんが待ち遠しい。




　本日

　作戦開始。

　世界を統すべるのは、我われ々われだ。













　　　第四章　ベリアルの復讐・後編！










　　　リリス・１




「十中八九、ベリアルの仕し業わざじゃろうな」

　手紙を読みながらサタン様はつぶやいた。そのお言葉にわたしもうなずく。

　ベリアルが復ふく讐しゆうをしに来た矢先に、宮みや坂さかが誘ゆう拐かいされた。この二つを結び付けない方がおかしい。

　手紙の裏には、『体育館裏』と書かれていた。おそらくそれが宮坂のいる場所なのだろう。

「宮坂を呼び出す校内放送があったじゃろ？　多分あれは奴やつらの仕込みじゃな。職員室の前で待ち構えておいて、宮坂がやって来たところを奇き襲しゆうし、拉ら致ちしたというところかの」

　サタン様は宮坂の眼鏡めがねをいじり回し、ご自分でかけたりしていた。だがサイズが合わないせいで顔からずれるため、すぐにやめて箱の中に戻す。

　そして何気ない口調で、

「愛あい沢ざわにこのことを話すではないぞ」

　言うまでもないことじゃが、と釘くぎを刺される。

　当然の配はい慮りよだ。

　愛沢と宮坂は幼おさな馴な染じみである。さらわれたと知れば、きっと無む我が夢む中ちゆうで飛び出していくだろう。彼の身み柄がらをベリアルたちに渡すわけにはいかない。

「この、『一人』というのは誰だれを指しているのでしょうか？」

「お前じゃよ、リリス」

「え？　わたし、ですか？」

「今ワシがその場所へ向かえば、コンテストには出場できなくなるであろう？　そんなことをあやつが望むはずあるまい。ミス晴せい嵐らんでの対決は、あやつが一番楽しみにしておるはずじゃからな。となると、残るはお前しかおらん」

　なるほど。ということは、敵の狙ねらいはサタン様自身ではなく、わたしなのか？

　わたしとサタン様を引ひき離はなし、戦力の分断を図はかる。そういうつもりなのかもしれない。

　あるいは……。

「行ってこい」

　思案にふけっていると、サタン様はあっさりとそんなことをおっしゃった。

「しかし……」

「なんじゃ？　怖いのか？」

「いえ、そんなことはありません！」

　これは罠わなだ。

　手紙の指示に従えば、なんらかの被ひ害がいを受けることが待っているに違いない。

　それはいい。

　わたし自身は、どうなってもいい。

　しかし、わたしがその場所に向かっている間、サタン様はお一人なのだ。

　ミス晴せい嵐らんでの勝負は、ベリアルにとっても負けられない戦いである。きっとあらゆる手段を使って勝利を目指してくるはずだ。

　サタン様は、ベリアルが卑ひ怯きような真ま似ねをするはずがないと信じておられるかもしれない。だがそんな保証はどこにもない。

　もしもベリアルの敗北が濃のう厚こうになったとき、彼女がプライドを捨てて凶行に及んだとしたら。

　そのときわたしがいなければ、サタン様はお一人で立ち向かわなければならないのだ。

「無む論ろん、宮みや坂さかを助ける義ぎ理りなどない。じゃが魔ま王おうであるワシが、敵対勢力である天使の危き機きを救えば、天界の奴やつらの権けん威いは急きゆう激げきに失しつ墜ついするであろうな。そんな機会は、そうそうあるものではないぞ」

　確かに、そう考えればこれはチャンスなのかもしれない。しかし、だ。

「それでも、サタン様をお一人にするわけには……」

　なおもためらうわたしに、サタン様は冷たく言い放った。

「使つかい魔まなら、主人の勝利を信じよ」

　言葉に詰つまり、サタン様を見つめる。そこには感情のこもっていない、冷れい徹てつな瞳ひとみがあった。

「……分かりました。行ってきます」

　なんとか言葉を絞しぼり出だして、背を向ける。

　サタン様のご意思が分かり、まともに目を合わせることができなかった。

「信じろ」という言葉はあのときと同じだ。一週間前、ベリアルと戦うサタン様がおっしゃった、あのときと。

　だけど、状況が違う。今のこの状況だと、その言葉は別の意味になるのだ。

「心配しなくても大丈夫だ」とおっしゃっているのではない。

「お前などいなくても大丈夫だ」と、そうおっしゃっているのである。

　何も考える必要はない。

　主人の命令は絶対だ。

　わたしはそれに、従うだけなのだ。

　控え室のドアへ手をかけようとして、

「リリスよ」

　声が聞こえたので振り返る。

　サタン様はこちらに背中を見せたまま、おっしゃった。

「ワシも信じておるぞ。お前が無事に帰ってくることをな」

　──胸の奥が、急きゆう激げきに熱くなった。

　無言で深く頭を下げ、サタン様に背を向けてそのまま控え室を後にする。

　そして、駆かけ出だす。

「あっ、おい、ちょっと」

　外で待っていた愛あい沢ざわがわたしを呼び止めようとしたが、相手にしなかった。

　彼には何も言えないし、説明している暇ひまもない。

　難しく考えることなんてなかった。

　ようするに、コンテストが終わる前に戻ってきたらいいのだ。

　そうすればベリアルが何かを仕し掛かけてきたとしても、わたしがサタン様をお守りできるのだ。

　一刻も早く宮みや坂さかを救出し、この場所に帰ってくる。

　今やるべきことは、それだけだった。







　　　愛沢悟・１




　颯さつ爽そうと走り抜けてゆく後ろ姿を、呆ぼう然ぜんと見送る。

　長い黒くろ髪かみを揺らしながらあっという間に遠ざかり、姿を消した。

　俺おれの言葉なんて、全まつたく耳に入ってない様子だった。

　彼女が去っていった方向をしばらく見つめていると、控え室から見知った顔が出てきた。

　お嬢じようちゃんだ。

　金色の髪をいじりつつ、俺と同じ方角を見つめる。

「何かあったのか？」

「気にするな、おぬしには関係のないことよ」

　事情を知っているかも、と思って尋たずねたが、そっけない答えが返ってくる。

　彼女たちはいつもこうだ。詳くわしいことは何も話さない。

　もう慣なれたから、気にしねえけどさ。

「それよりも、おぬしはすぐさまここを立ち去るがよい」

　両手を腰に当てながら、お嬢ちゃんは唐突にそんなことを言った。

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまったが、すぐに反論を声にする。

「そんなわけにはいかねえよ。リリスさんから、お嬢じようちゃんの応援を頼まれたからな」

「そのリリスの気持ちをムダにしたくないのなら、なおさらじゃ」

　だけど彼女の態度は変わらなかった。いつものような人を小バカにした笑みさえ浮かべず、真剣な眼差しでこちらをにらんでいる。

「邪じや魔まなんじゃよ、おぬしがおるとな」

「……」

　そのセリフに、軽い苛いら立だちを覚えた。

　無理やり連れ回したかと思えば、今度は邪魔者扱い。

　なんだってんだ、一体。

「……勝手にしろ」

　両手をポケットに入れながら、お嬢ちゃんの前を通り過ぎる。

　これ以上は付き合ってられなかった。

　こちらを見つめる視線を背中に感じたが、無視して歩く。

　歩きながら、自分自身の大人気ない態度に気付き、さらに苛立ちは大きくなった。

　子ども相手に何をムキになってるんだ、俺おれは。




　最近の俺はどうかしている。自分でもそう思う。

　晴せい嵐らんに入学してからはずっと、平へい穏おんな日々を過ごしてきた。毎日のようにうるさく言ってくる奴やつはいたけど、それはいつものことだった。

　変わったのは、彼女たちに出会ってからだ。

　今から一ヶ月前、双子だと言い張る二人の女の子が、晴嵐にやって来た。

　二人はなぜか俺に付きまとい、そのせいで俺は、ちょっとした騒そう動どうに巻き込まれることになった。

　あれは決して忘れることなんてできない、俺の人生の中でも一ひと際きわ大きな出来事だった。

　以来、彼女たちとの接し方が分からないでいる。

　話しかけられると頭の中が真っ白になり、どう答えればいいのか、何を言えばいいのか、分からなくなる。

　だからつい、そっけない態度を取ってしまう。

　今日きようだってそうだ。本当はもっと普通に話そうと思ってたのに、会話らしい会話なんてほとんどできなかった。

　で、結局邪魔者扱いされたってわけか。

　ホント、何やってんだろうな、俺。

　気晴らしに、あてもなくそこらを歩き回った。

　祭まつりの喧けん騒そうが肌に合わず、なるべく人のいないところを選んで歩を進める。

　教室に寄るつもりはなかった。ずっとサボっていた俺おれがいまさら行っても、かえって迷めい惑わくをかけるだけだ。

　気が付いたら、いつの間にか校舎裏に来ていた。

　日当たりの悪い、ジメジメした所だ。

　ここにはちょっとした思い入れがある。一ヶ月前、リリスさんたちと一緒に昼飯を食った場所だからだ。

　きっと無む意い識しきの内に来ていたのだろう。不意にあのときの記き憶おくがよみがえる。

「……帰るか」

　なんだか何もかもバカバカしくなったので、小さくつぶやいてため息をついた。

　踵きびすを返し、校門へ向かおうと一歩を踏み出す。

　──見覚えのある人影が視界に入ったのは、そのときだった。







　　　リリス・２




　走った。

　周囲の目なんて気にせず、ひたすら走った。

　走りながら、サタン様がご活かつ躍やくする姿を夢む想そうした。

　ミス晴せい嵐らんにおいて、サタン様はきっと優勝なさるだろう。

　ベリアルがどんな手を使おうとも、サタン様に敵かなうはずがない。

　衣装のお披ひ露ろ目めで審査員のハートを虜とりこにし、質問コーナーでは威い厳げんに満ちた受け答えを披露、他ほかの参加者との格の違いを見せつける。頭脳審査では完かん璧ぺきな回答を提出し、水着審査において決定打を放つ。その情景が容よう易いに思い浮かんだ。

　だけど、コンテストの内容をこの目で直接見ることは出来ない。そのことがとても悔しかった。

　おのれ、ベリアルめ。絶対に許さないからな！

　せめて結果発表までには帰ってきてみせる。そう誓ちかって、全力で目的の場所へと向かった。




　やがて、体育館裏へ到着する。

　まず目についたのが、やたらと大きな一本の木だ。

　胴回りが周囲の木の何倍もあり、簡単には折れそうにないほどの太さをしている。

　その木の上の、これまた太い枝から、一本の鎖くさりがぶら下がっていた。

　その鎖に巻きつけられて、一人の女性が吊つるされている。

　宮みや坂さか麻ま美み子こだった。

　眼鏡めがねを外はずされた彼女は、目をつむり、手足を弛し緩かんさせたままピクリとも動かない。

　死んでいる、ということはないだろう。それでは人質の意味がない。

　気を失っているだけだ。

　そしてその真下にいる一人の女性が、こちらを見つめていた。

「あなたでしたか、カチューシャさん」

　前まえ髪がみで右目を隠かくしたその少女は、ベリアルの使つかい魔まの一人、カチューシャだった。

　誰だれかと話をしていたのか、右手には携帯電話を持っていた。それをスーツのポケットに収めると、チラリと宮みや坂さかを見上げる。

「敬語はいらない。私たちは敵同士なのだから」

　カチューシャはそう言って、またわたしに視線を戻した。

「手短に話す。お前にはしばらくここにいてもらう。ベリアル様の邪じや魔まをさせないために」

「邪魔？　やっぱり何か企たくらんでいたんですね」

「それはこちらのセリフ。ベリアル様には正々堂々戦い、勝利を手にしてもらいたい。そのためにはお前の存在が邪魔」

「……？　わたしが何をするっていうんですか」

「ミスコンの妨ぼう害がい工作を計画していると聞いた」

「なっ！　何を言ってるんですか！　わたしだってサタン様の勝利を信じてるんですよ!?」

「なんでもいい。とにかくお前さえいなければ、コンテストは正常に行われる」

「……信用できません」

「する必要はない」

　そこで会話が途切れる。

　身に覚えのない指し摘てきだったが、どうやら向こうは全まつたく譲ゆずる気がないようだ。このままでは埒らちが明かない。

　仕方ないな。

　わたしは腰を低く落とし、右手を引いて拳こぶしを握にぎりしめた。この体たい勢せいなら、カチューシャの元へ一いつ瞬しゆんで飛び込める。

　その行動に、彼女はほんのわずかに目を細めた。

「言うまでもないが、この女は人質だ。妙な真ま似ねをすれば殺す」

「そんな余裕、ありますか？　宮坂さんを殺す隙すきに、わたしがあなたを攻こう撃げきしますよ」

「……」

　カチューシャは無言でわたしを見つめる。わたしは目をそらさず、正面から彼女をにらむ。

　賭かけだった。

　愛あい沢ざわを『こちら側』に引きこむためにも、そして天界に注意を向けさせないためにも、宮坂を殺されるわけにはいかない。

　だが人質は無価値だと思わせることが出来れば、向こうも宮みや坂さかに手を出したりはしないはずだ。

　わたしがどれほどの能力を持っているのかくらいは、向こうも調べがついているはずである。実際、こちらの言葉にウソはない。カチューシャが宮坂を殺している間に、わたしはこの右拳こぶしを彼女の身体からだにめり込ませることが出来る。

　だからあとは、『わたしが本当に、宮坂を犠ぎ牲せいにする気でいる』と思わせられれば、宮坂の安全は保ほ障しようされるのだ。

「……なぜここに来た。この女がどうでもいいなら、手紙を無視すればよかったはず」

「サタン様に歯向かう者には、お仕置きが必要ですからね」

「……そうか」

　よどみなく言葉をつむぐ。

　ここでためらえば疑われる。いつでも行動に移せるようにと、右手をわずかに揺らし、相手の心を揺さぶる。

　カチューシャとにらみ合ったまま、静せい寂じやくの時が流れた。が、やがて彼女は口を開き、小さく息を吐きながら、言った。

「どうやら先に倒さなきゃいけないのはそちらのようだな、リリス」

「ですね」

　緊きん迫ぱくした空気が流れる。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きの中、カチューシャの闘とう気きが急きゆう激げきに膨ふくれ上あがる。

　激戦の予感に、わたしは心を震ふるわせ、握にぎる拳の力を強めた。
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　記き憶おく力りよくはそんなにいい方じゃない。

　一度会っただけで会話すらしていない。だから自信もない。

　でも、見覚えはある。

　あの女は、交流会のときにいた生徒じゃないか？

「もう来たんですか？　早いですねー」

　女は携帯電話を右手に持ち、誰だれかと話をしていた。彼女の左目は前まえ髪がみで隠かくれ、口元には笑みが浮かんでいる。紺のスーツを着ており、この場には不ふ釣つり合あいな空気をまとっていた。

「あなたはそこで時間を稼かせいでおいてくださーい。こっちは大丈夫、あとは私に任まかせて。うん、そういうこと。じゃあ切りますよー」

　物もの陰かげに隠れながら立ち聞きする。

　見つかるとヤバイ、と本能的に感じていた。

「ホント、あの子はバカだから扱いやすいですねー。あの使つかい魔まが妨ぼう害がい工作を計画している、なんていう話を、疑いもしないだなんてー」

　女は携帯電話を一度切ると、再びいじりながらまた耳に当てる。

　さっきとは違う相手にかけているようだ。

「私です、準備は出来たー？　へえ、もう集まってるんだー。そう、コマも揃そろえたの？　準備いいですねー、上出来ですよー。じゃあ、さっそく始めましょうかー。合流する場所は、そうですねー、学校の近くは人が多いから……」

　話しながら、彼女は場所を口にする。ここから少し離はなれたところにある、小さな河か川せん敷しきだ。

「確かく認にんしておきますけど、目的は分かってますねー？」

　何を話しているのだろうか？　相手の声までは聞こえないので、いまいち状況が分からない。

　だが、彼女の口から出てきた次の言葉を聞いたとき、俺おれの身体からだに緊きん張ちようが走った。

「そうです。一年三組の喫きつ茶さ店てんを、ムチャクチャにするのでーす」

「っ！」

　思わず声が漏もれそうになり、あわてて口を押さえる。

「あいつらの一週間の努力を、水の泡にしてやるのでーす。クラスの出し物が失敗に終われば、落らく胆たんも半はん端ぱじゃないですよねー。ついでにお菓子タワーとやらもぶっ壊こわしましょうかー。大切なオモチャを壊されたら、誰だれだって嫌いやな気分になりますからねー。いいですかー、あなたたちをコケにしたあの二人を、許せないんですよねー？　だったら言う通りにしなさいねー。え、何？　はい、もちろんですよー。私にもメリットがあるから、この話を持ちかけたんでーす。ご主人様をバカにしたあいつらには、きっつーいお返しをしてやらなきゃ気が済みませんからねー。まあ、詳くわしいことは向こうで話しますねー。はい、それじゃあまた後でー」

　女は電話を切るとスーツのポケットにしまい、心から楽しそうに微笑ほほえんだ。

「さて、いよいよですねー。サタンとリリスがどんな顔をするか、見ものですー♪」

　そんなことをつぶやきながら立ち去ってゆく。

　……頭の中を整理する。

　今の女は、一年三組の喫茶店をムチャクチャにすると言っていた。

　まず間違いなく、ウチのクラスのことだ。

　また彼女は、コマを揃えたとも言っていた。

　話の流れからして、自分の指示に従う手て勢ぜいのことだろう。

　この二つをつなげると、こうなる。

『何名かの手下と共に、この文化祭に乗り込み、ウチのクラスで暴あばれ回まわる』

　と、そんな計画を立てているのだ。

　そして最後に聞こえた、あの二人の名前──。

　視線を戻すと、女の姿はもうどこにも見当たらなかった。

「くそっ！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、校舎の壁かべを殴なぐる。頭に血が上っていた。

　まだ、終わってなかったのか。

　昨日きのうで全すべて片付いたもんだと思ってたのに、文化祭当日が狙ねらいだったのかよ。

　強く歯ぎしりをしながら、俺おれはこの一週間のことを思い出していた。




　ジャンケンで負けて、お菓子タワー用のお菓子を買いに行ったときのことだった。

　コンビニで会計を済ませている最中、「ぶっ殺してやる」なんて物ぶつ騒そうなことをつぶやいている学生が、店を出ていった。髪の毛を緑に染め、耳や鼻にピアスをした、ガラの悪い男だ。

　それだけなら特に気にすることなんてない。「殺す」なんて言いながら、それを実行する奴やつなんてそうはいないんだから。

　だから俺も聞き流すつもりだった。

　そいつが「晴せい嵐らんの、あの金きん髪ぱつのチビと黒くろ髪かみの女」と言葉を続けなければ。

　俺が店を出たとき、もう男の姿はどこにもなかった。

　学校に戻ってからも、男の言葉が頭から離はなれなかった。

　男がどこまで本気なのか分からなかったし、誰だれを恨うらんでいるのかも特定はできない。

　それでもあの言葉を聞いて、俺の頭にはお嬢じようちゃんとリリスさんのことが思い浮かんだ。

　だったら放っておくわけにはいかなかった。ほんの少しでも、可能性があるのなら。

　俺は文化祭の準備を途中で投げ出して、校門へと向かった。

　門の前に立ち、不ふ審しんな人物が来ないかどうかを見張る。下校時間が過ぎるまで残り、誰もいなくなってから、ようやく俺も帰る。

　次の日も同じ事を続けた。

　バカなことをやってる、という自覚はあった。だけど、途中でやめたら絶対に後こう悔かいすると思った。

　そして実際に、そいつは現れた。

　見張りを始めてから三日目、今日きようから逆算すると、五日前のことだ。

　校門の側そばで立つ俺の前に、一人の男が姿を見せた。

　制服を見る限り、雨う川かわ高こう校こうの学生のようだった。ウチの近くの高校だ。

　そいつは髪を緑に染め、耳と鼻にピアスをしていた。見覚えのある顔だった。

「ぶっ殺してやる」とつぶやいていた、あの男だ。

　俺は男の前に立ちふさがり、言った。

「他校の生徒は立ち入り禁止だ。帰れ」

「……」

　男は俺おれを見つめ、次の瞬しゆん間かん、問答無用で腹のド真ん中に前まえ蹴げりを食らわせてきた。

　苦痛をこらえ、男をにらむ。

　分かっていたことだが、こっちの言葉なんてまるで聞く気がないらしい。ならば同じやり方で応こたえるだけだ。

　俺は男に近づき、自分が蹴られたところと同じ箇所にカカトをめり込ませた。

　男がよろめいたところへ、顔面に向けて拳こぶしを見み舞まう。

「くっ！」

　殴なぐられた男は口元を押さえながら俺をにらんでいたが、やがて背を向けて走り去っていった。

　静せい寂じやくが戻った、──はずだった。

　男は去り、脅きよう威いはもうなくなったはず。

　だけど俺の心は晴れなかった。

　やけにあっさり引き下がったことが、引っかかったのだ。

　男の動きはなんだか機械的だったように思える。彼が口にした「殺す」云うん々ぬんは関係なく、ただ学校に侵しん入にゆうすることだけが目的だったような、そんな印象を受けた。

　簡単に言えば、不自然だった。

　だから次の日も見張りを続けた。

　すると案の定、またもや男は現れた。

　男は俺を見るなり、昨日きのうと同じように無言で殴りかかってきた。

　返かえり討うちにした。

　その翌日にも、男はしつこくやってきた。

　前日までと違うところは、二人の仲間を引き連れていたことだった。男と同じく、ガラの悪い連中だ。

　三人相手は少しきつかったけど、しかし今度もなんとか追い払う。

　さらに翌日、敵の数は四人に増えていた。

　心底うんざりしたが、苦戦しながらも全員ぶちのめした。それが二日前のこと。

　そして昨日、男たちは姿を現さなかった。

　さすがにもう諦あきらめたんだと思った。でも、本当は今日きようも続けるべきだったんだ。

　奴やつらにとっては、今日こそが本命だったんだから。

　自分の甘さに嫌いや気けがさす。だが、こうして首しゆ謀ぼう者しやが分かったんだから、よしとすべきだろう。結果的にではあるけど、今はその結果が大事だ。

『金きん髪ぱつのチビと黒くろ髪かみの女』というのは、やっぱりお嬢じようちゃんとリリスさんのことだったようだ。

　もしかしたら俺が心配することなんて何もないかもしれない。あの二人は見た目に反して、俺が知る以上にとんでもない力を持っているみたいだから。

　でも、そんなことは関係なかった。気になる女の子が危険にさらされようとしているのに、黙だまって見過ごすことなんて、できるはずがない。

　それにどうやら向こうは直接的な暴ぼう力りよくには訴うつたえず、『物を壊こわす』という手段に出ることにしたようだ。その標ひよう的てきが喫きつ茶さ店てんだ。

　……昨日きのうの放課後に校門の前で見た、クラスメイトたちのことが頭に浮かぶ。

　知り合いが門を通るときは近くの物もの陰かげに姿を隠かくしていたけど、その物陰から見たあいつらの表情はよく覚えてる。

　みんなの顔には笑みが浮かんでいた。一つの仕事をやり遂とげ、明日あしたの本番へ向けて気を引ひき締しめる、いい笑顔だった。

　あの喫茶店は、みんなの努力の結けつ晶しようだ。みんなが一いち丸がんとなって作り上げた、いつかは思い出になる大事な出し物なんだ。

　その喫茶店をムチャクチャにしようとする計画を、許すわけにはいかなかった。

　迷ってる暇ひまなんてない。計画を止めるため、俺おれは小走りに駆かけ出だした。

　だけど向かう先は、あの女の口から聞こえた場所ではなかった。
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　敵の戦力を分析する。

　今この場にいる相手はカチューシャのみで、もう一人の使つかい魔ま、アンクレットはいない。

　不幸中の幸いかもしれなかった。単純に考えて、二対一という状況は決して好ましいものではない。

　もちろん、タイマン勝負なら勝てるとは限らない。カチューシャの戦せん闘とう力は未知数である。

　少なくとも彼女には、あの宮みや坂さかを捕とらえるほどの力があるのだから。

「よく宮坂さんを人質にできましたね」

　探さぐりを入れるために声をかける。

　宮坂とて一応は天使。そこらの人間に比べたら、ずっと強い。生身の人間が束になって取り押さえようとしても、まず無理だろう。

　その宮坂を気絶させるほどなのだから、カチューシャも相当な実力の持ち主のはずなのだ。

　わたしが警けい戒かいを強めていると、カチューシャは口を開き、簡かん潔けつに答えた。

「いや、捕つかまえようとしたら、こいつが勝手に転んで気を失っただけ」

「……」

「……」

「えっと、冗談、ですよね？」

「私は本当のことしか言わない」

「……」

　つ、使えねー。

　宮みや坂さか使えねー。

「くっ」

　わたしは歯は嚙がみしてカチューシャをにらんだ。

　読めない。敵の強さが読めない。

　肝かん心じんの宮坂がそれでは、戦力を測はかる基準にすらならない。

　くそっ、情報は皆かい無むだが、こうなったらこのままやるしかない。

　わたしは腰をさらに深く落とし、いつでも踏ふみ出だせるよう足に力を溜ためた。

「一つだけ言っておく」

　そんなわたしに、カチューシャが構えも取らないまま話しかけてくる。

「この件にベリアル様は関わっていない。使つかい魔ま個人の意思により、こうしてここで、お前と対たい峙じしているだけ。誤解はしてもらいたくない」

　彼女はわたしを真まっ直すぐに見つめていた。

　これは部下の独どく断だん専せん行こう、責めるなら自分を責めろ、というわけだ。

　主人の意思に背そむくなど、使い魔にあるまじき行こう為いだ。本来ならありえないことであり、容よう易いには信じがたい発言である。

　だけど、わたしは信じることにした。

　確かく証しようなんて何もない。

　ただ、使い魔同士だからこそ、彼女は本心を話している。そう思ったのだ。

「……分かりました」

　答えながら小さくうなずく。

　カチューシャは相変わらずの無表情だったが、こちらを騙だまそうとする空気は感じられなかった。それにそもそも、そんなことはどうでもいいのだ。

　今はただ、目の前の敵を倒す。それだけだ。

「感謝する」

　言うなり、彼女は身体からだにまとった闘とう気きを一気に解放した。

　わたしは足に溜めた力を爆発させ、一直線に飛び込む。

「！」

　が、すぐに急ブレーキ、軌き道どうを変えて真横に避さける。

　カチューシャはスーツの内側に右手を入れると、中から『それ』を引き抜いた。

　銀色に輝かがやく鉄の塊かたまり、拳けん銃じゆうだ。

　彼女は片手で銃を構えたときにはもう、引き金を引いていた。

　乾いた音と共に、わたしがいたはずの場所を銃じゆう弾だんが飛び過ぎる。少しでも判断が遅れていたら、直ちよく撃げきしていただろう。

　真横に避さけたわたしが足を着地させるのとほぼ同時に、カチューシャは左手をスーツの内側に入れる。そして、その手にもう一丁の拳銃を握にぎり、両方の引き金を同時に引く。

　勢いを殺さず再び横っ飛び。銃弾はスカートをかすめつつも、身体からだには当たらなかった。

　わたしはそのまま近くにあった木の陰かげに隠かくれ、気配をうかがう。

「私はお前ほどの高い戦せん闘とう力を有していない。だから武器が必要」

　落ち葉を踏ふむ音が聞こえる。カチューシャがこちらに近づいて来ているようだ。

「これは私の力。ベリアル様をお守りし、外敵を排はい除じよするための大切な力」

　全身に、彼女の発した殺さつ気きが突き刺さる。

　次の瞬しゆん間かん、銃声が三度、間かん髪ぱつを入れずに響ひびき渡わたった。

　計六発の銃弾は、わたしの背後にあった木をいとも簡単に貫つらぬき通した。

「お前は邪じや魔まだ。ここで死ね」







　　　愛沢悟・３




「力を貸して欲しい」

　ドアを開けるなり、俺おれはそう言って目の前の相手を見つめた。

　突然のことに驚おどろいたのか、彼女は無言のまま俺を見つめ返してくる。しかしやがて口にくわえたタバコを手で持つと、ゆっくり煙けむりを吐き出しながら呆あきれたような声を出した。

「あたしが言えたことじゃないが、お前はコミュニケーションの取り方ってもんを、もう少し学んだ方がいいぞ」

　井いの上うえ明あ日す菜な先生はタバコを灰皿に押し付けると、イスを回転させてこちらに向き直った。

「色々言いたいことはあるが、まず何の話だ？　手短に、分かりやすく説明しろ」

　彼女はつまらなさそうに目をつむり、背もたれに体重を預ける。肩まで伸びた髪かみが、開け放たれた窓から入る風に揺られ、わずかになびいた。窓の外からは祭まつりの騒さわがしい音が聞こえてくる。

　連中の計画を止めるため、俺は迷わず保健室に来ていた。

　相手は幾いく人にんかの手て勢ぜいを連れて乗り込んでくる。おそらく今までよりもっと多い数になるだろう。

　そうなると、さすがに俺おれ一人で対抗するのは厳きびしいと思う。だからここに来た。

　保健医である明あ日す菜な先生が協力してくれれば、勝てる見込みが高くなるからだ。

　彼女はリリスさんたちや敵の首しゆ謀ぼう者しやと『同じ世界』に属ぞくする人だからである。

　もちろん、他ほかに頼れる人がいたなら、こんなところには来なかった。でも今は、この人しかいないんだ。

　一度会っただけの、覆ふく面めんをかぶった女の子の姿も思い浮かんだけど、名前も居場所も分からないので頼りようがなかった。

　幸いにも先生は暇ひまを持て余していたようだ。文化祭には参加しようとせず、のんびりタバコをふかしている。

　もちろん、保健医としての仕事があるからこの部屋に待機していただけなのかもしれないけど、そんなことはどうでもいい。

　俺は今の状況を早口にまくしたてた。複数の人間が学校に乗り込んで来ようとしていること、そいつらは一年三組の出し物である喫きつ茶さ店てんをムチャクチャにしようとしていること。

　そして、

「その首謀者は、あんたらに関係がある奴やつなんだよ」

　最後の言葉が関心を引いたのか、明日菜先生は目を開いてこちらに視線を向けた。

「なんだ？　関係がある奴だって？」

「ああ。一週間前、お嬢じようちゃんと料理勝負をしてた奴がいたんだ。名前は、確かベリアルとか言ってたっけ。あんたらの知り合いなんだろ？　で、そいつの連れなんだよ、俺が見た奴は」

「……ベリアル、か。来てやがったんだな、あいつ」

　明日菜先生はつぶやくと、白衣のポケットからタバコを取り出し、口にくわえてライターで火をつける。そして身体からだを起こしながら煙を吐き、再び俺に目を向けた。

「なるほどな、大体のことは分かった。それにしても、自分を襲おそった相手によくもまあ、そんなことを頼む気になったもんだ。お前、あたしのことが怖くないのか？」

　そう言って先生は目を細めて俺を見る。

　途と端たん、全身に堪こらえようのない震ふるえが走った。

　明日菜先生の視線には強きよう烈れつな殺さつ気きがこもっていた。脅おどしや警けい告こくなんかじゃない、本物の殺意だ。返答次第では、彼女は再びその毒どく牙がを俺に向けるつもりなのだろう。

　あのときのことはあやふやにしか覚えてない。だが、心の奥にある記き憶おくが危険信号を鳴らしている。足が震え、俺は無む意い識しきのうちに胸元に手を当てていた。

　怖くないと言えばウソになる。

　だけど、それでも今は、先生の力が必要なんだ。

「問題が解決するなら、俺自身の感情なんてどうだっていい」

「はっ、ご立派なもんだな。お前のそういうところが嫌きらいなんだよ。ったく、お前のせいであたしは……」

「俺おれのことが気に入らないってんなら、二、三発殴なぐってくれてもいい。それであんたの気が済むのなら、我が慢まんする。だからお願いだ、力を貸してくれ」

　そう言って俺は深く頭を下げる。

「……」

　頭の上から明あ日す菜な先生の視線を感じた。彼女はしばらく俺を見つめていたが、やがて大きくため息をつくと、その言葉を口にした。

「いやだね」

　俺は顔を上げ、先生を真正面から見つめた。彼女の顔には気の抜けた笑みが浮かんでいる。

「あいにくだが、もうあたしには前みたいな力は残ってないんでね。お前の期待には応こたえられないんだよ」

「……それでも俺よりは強いだろ？」

　なおも食い下がる俺に、先生は言葉を続ける。

「それに、面倒なことには巻き込まれたくないのさ。ベリアルの奴やつが何をしようと関係ない。怠たい惰だな日々を送ることが、今のあたしにはお似合いなんだ。分かったら、さっさと出ていけ。もうあんまり時間がないんじゃねえのか？」

　言われて時計を見る。話をしているうちに、かなりの時間が経たっていたみたいだ。

　どうやらこの様子だと協力してくれる気は一切ないようだ。だったらいくら説得を続けても意味がない。

「分かった。もし気が変わったら、さっき俺が言った場所に来てくれ」

　そう言い残して返事も聞かず、入り口に向かう。

　そんな俺の背中に、明日菜先生はのんびりとした口調で声をかけた。

「ま、ケガの治ち療りようくらいはしてやるよ。これでも保健医だからな、あたしは」

「……そうならないように気を付けるよ」

　保健室を出ると同時に、駆かけ出だす。

　場所は分かっているんだ。最短距きよ離りを走れば今からでも間に合うはずだ。

　こうなったら覚悟を決めるしかない。

　俺が一人で、やるしかないんだ。







　　　リリス・４




　カチューシャの放った銃じゆう弾だんは、わたしの背後にあった木をいとも簡単に貫つらぬき通した。

　だがそのとき、わたしの姿はそこにはなかった。

　彼女が銃を撃うつ寸前で身をかわしていたのだ。

　それは向こうも分かっていたのだろう。逃げるわたしに対して、続けざまに銃を連射してくる。

　わたしは的まとにならないようそのまま足を動かし続け、銃じゆう撃げきを避さける。

　カチューシャの銃の腕前は正確無比だった。さっきわたしが盾たてにした木の、銃弾を撃ち込まれた跡あとを見る限り、ちょうど首筋のあたりを狙ねらっていたようだ。

　拳けん銃じゆう程度ではわたしの肉体に傷をつけることなど出来ないが、急所や関節など、強度に限界のある部分にクリーンヒットすると、さすがにタダでは済まないだろう。そのことを分かって撃っているのだ。

　連射性の高い銃を使っているのか、射撃間かん隔かくも短く、近づく隙すきはない。

　となれば、狙うは攻撃の途切れる瞬しゆん間かんである。

　銃撃を避け続けていると、不意にカチューシャは手を止めて、銃に内蔵されている弾だん倉そうを捨てた。撃ち尽くした弾たまを再装そう塡てんしようとしているのだ。

　今だ！

　わたしは走る軌き道どうを変えてカチューシャに突っ込んだ。リロードする暇ひまなんて与えるつもりはない！

　しかしわたしのその行動に、カチューシャはまるで表情を変えなかった。

　彼女はスーツの両袖そでから滑すべらせるようにして新たな弾倉を抜き出すと、空めがけて投げ放った。

　そして、やや後方へと投げられたそれを追いかけるようにして、バク転を繰り出す。

　カチューシャは空中で弾倉を銃身に収めると、着地と同時に二丁の拳銃を構えて、射撃を再開した。

　驚おどろいてる余裕なんてなかった。無む我が夢む中ちゆうで横に避け、なんとか攻撃をやり過ごす。

　バク転リロードか。初めて見たけど、なかなか味な真ま似ねをしてくれるじゃないか。

　隙を突いて反撃しようと思ったけど、そんなに甘くはない、ということだ。

　拳銃は、威い力りよく、リーチともに秀ひいでた、携帯武器としては非常に優すぐれた物である。そして、今の状況はその優ゆう秀しゆうさに、さらに拍車をかけていた。

　騒さわがしい祭まつりの最中なら銃声も目立たないし、飛び道具を持たないわたしは彼女に近づけない限り、ダメージを与えることが出来ない。

　しかも銃じゆう刀とう法違反という立派な悪行も同時にこなせるので、悪意を溜ためるのにも便利で役立つ、まさに悪あく魔まのための武器だと言えよう。

　相対するには、かなり厄やつ介かいな代しろ物ものではあるが。

　だけど、カチューシャの持つ武器がそれだけなら、恐れるに足りないのも事実なのだ。

　射撃は間断なく続いていた。わたしは襲おそい来る脅きよう威いを避けようとして、その動きをわずかに鈍にぶらせた。

　肩に弾たまがめり込む。だがそれは肉を突き破るほどではない。

　大丈夫。この程度ならなんともない。

　勢いきおいに押されたように見せかけ、その場に倒れる。しかし動きは止めない。

　足を蹴けって転がると、わたしのいた場所に銃じゆう弾だんが撃うち込こまれた。容よう赦しやのない攻こう撃げきだ。

　肩を押さえながら立ち上がり、苦痛に耐たえる表情を作って背を向け、走り出す。

　銃撃を避さけるような横の動きとは違い、カチューシャから遠ざかろうとする、縦たての動きだ。

　あと少しで仕し留とめられる。もしもそう思ったのなら、きっと彼女は追いかけてくる。

　案の定、カチューシャは銃を連射しながらこちらに向かって前進してきた。

　これでいい。彼女の注意を、わたしだけに向けることに成功したのだ。

　人質である宮みや坂さかから遠ざける。これが第一の目的。

　わたしはそのまま逃亡を続けた。

　カチューシャが射撃の名手だとしても、射しや程てい距きよ離りには限界がある。さっきまでのやり取りでその限界はある程度把は握あくできていた。

　実際、彼女はもう撃つのを止めてわたしを追いかけることに専念している。だがおそらく、単純な身しん体たい能力ではわたしの方が上なのだろう。その距離が縮ちぢまることはない。

　もちろんそれは、わたしが走る速さを調整しているからでもある。

　射程範囲に入らないよう、そして離はなれすぎて怪あやしまれないよう、微び妙みような速度を保ちながら、ひたすら逃げ続けた。

　逃げ続けるうちに、ようやく目的の場所へ到達する。

　ちょうど建物の角に差しかかるところだった。わたしはその角を曲がる寸前、急きゆう激げきにスピードを上げてカチューシャの視界から姿を消す。

「！」

　息を飲む気配が伝わる。

　カチューシャはわたしを見失うまいとして、一気に加速し、建物の陰かげから姿を現しながら、両手の銃を構える。

　そして、彼女はさらに驚きよう愕がくを覚えることになる。

「……！」

　追いかけるのに夢中で気付かなかったのだろう。

　わたしたちは、ミス晴せい嵐らんの特設広場前まで来ていたのだ。

　突然の乱入者に、皆の注目が集まる。参加者、審査員、そして観客。

　視線を受けながら、わたしはコンテストの舞台へと躍おどり出でた。

　審査をしている真っ最中だった。

　司会をしている女の人が、困こん惑わくの色を見せる。

「え、え、えー……、あのー、どなたでしょうか？」

　戸惑いながらも彼女は声を絞しぼり出だし、マイクをこちらに向けた。職しよく務むを忘れない、立派な司会者である。

「えっと、リリスでーす！　エントリーナンバー、何番か分かりません！　というか、エントリーしてません！　飛び入り参加です！」

　舞台を見回すと、参加者たちの姿が目に映った。当然その中には、サタン様のお姿もある。

　衣装審査をしているところだったのか、サタン様はムダにボリュームのある衣服をお召めしになっていた。装飾がやたらと多く、ピンク色にキラキラと輝かがやいている。手には白い手袋をはめて、オモチャのステッキまで持っていた。

　最近サタン様がよくご覧らんになっているテレビ番組、『多重人格魔ま法ほう少女ケルベロスちゃん』の衣装だ。

　わたしとサタン様との間に会話はない。同時にうなずき合い、それだけでお互いの考えていることが理解できた。

「面白い、何か芸をしてみせよ」

　混乱する会場に、凜りんとしたサタン様の声が響ひびき渡わたる。

　決して大きくないものの、威い厳げんに満ちたその声は、この場にいる誰だれの耳にも届いたことだろう。

　混乱しているのは司会や審査員だけではなかった。参加者の一人である赤あか髪がみの女、ベリアルもまた目を丸くして、自らの使つかい魔まを見つめていた。

　彼女の格好は振ふり袖そで姿だった。それも、虹にじ色に彩いろどられた、超ド派手な振袖だ。

「カチューシャ、あなた何をしているんですの？　姿が見えなかったから、どこに行ったのかと思っていたのですけれど」

「それは……」

　ベリアルに問われ、カチューシャは言葉を詰つまらせた。おそらく今この場で彼女が一番取り乱していたと思う。

　宮みや坂さか誘ゆう拐かいの件にベリアルは関与していないと、カチューシャは言っていた。それはつまり、ベリアルには今やっていることを知られたくない、ということでもあるのだ。なにしろ、主人の意向を無視して行動しているのだから。

　それにカチューシャは、このコンテストでのベリアルの優勝を望んでいた。となると、ここで銃は使えない。

　もし流ながれ弾だまが誰かに当たってケガ人でも出たら、コンテストは即座に中止となるだろう。そんな事じ態たいを自みずからの手で招くわけにはいかない。

　だから彼女は、手に持った銃をスーツの中に収めるしかなかった。

　第二の目的は、これで達成である。

「それでは、一発芸として殺た陣てを行います！」

　考える暇ひまを与えず、わたしは宣言した。カチューシャに視線を送り、手をひらひらさせて舞台に上がるよう挑ちよう発はつする。

　観客たちは皆、呆あつ気けに取られていたが、やがてこれも余よ興きようの一つなのだと解釈して、元の盛り上がりを見せる。

「……くっ！」

　歓声に煽あおられるようにして、カチューシャは地を蹴けり、わたしに飛びかかってきた。

　舞台に手をつきながらわたしの足元に回し蹴りをするが、両足を上げてそれを回かい避ひする。

　起き上がりざまに中段回し蹴りを繰り出してくるも、これも紙かみ一ひと重えでかわす。

　さらにもう一回転、鋭するどい上段回し蹴りでわたしの首を刈かろうとする。それをわたしは腕一本で受け止める。

　流れるような三連れん撃げきだった。

　けど、今ので確信。

　肉にく弾だん戦なら、わたしの方が上だ！

「ふっ！」

　短く息を吐きながら、中段回し蹴りを放つ。

　叩たたきつけるでもなく、蹴り上げるでもなく、ただ真まっ直すぐ、真横に振り切る。

　手加減なんて一切しなかった。

　わたしの足はカチューシャの胴にめり込み、彼女の顔がわずかに歪ゆがむ。

　その直後、カチューシャはものすごい勢いきおいで場外へと吹っ飛んでいった。

　ドン、という音が遠くで鳴り、その近辺で土つち煙けむりが上がっている。

　あれは、校舎の裏の方か。

　わたしは観客席へと向き直り、大きな声で叫んだ。

「以上です、お騒さわがせしました！　えーっと、もちろん今のは演出です！　特とく殊しゆ技術とやらを使ってます！　信じてください！」

　深く頭を下げ、そのままカチューシャの飛んでいった方角へと走る。

　サタン様とはもう目を合わせなかった。

　すでに役割は確認し合ったのだから、そんなことをする必要がないのだ。

　背後から、遅れて拍手と喝かつ采さいが聞こえてくる。

「もう、いったいなんなんですの!?」

　いまだに状況を把は握あくできていない者もいたみたいだが、あとはサタン様が上う手まく誤ご魔ま化かしてくださるだろう。

「そ、それでは、コンテストを続けまーす。次の方、どうぞ舞台の方へ～」

　たくましく司会を続ける声を聞きながら、わたしは校舎裏へと駆かけ抜ぬけていった。







　　　愛沢悟・４




「あなたは確か、愛あい沢ざわ悟さとるさん、でしたっけー？」

　俺おれの姿を見るなり、彼女はそう言ってにっこりと笑った。

　荒く息を吐きながら、俺は周囲を見回す。

　全力で走ってきたからかなり呼吸が乱れてるけど、どうやら間に合ったようだ。

　息を整えつつ、土手から降りて無む造ぞう作さに彼らの元へ近づいてゆく。

　河か川せん敷しきにはすでに『コマ』とやらが集まっていた。

　後から加わる者はいそうにない雰ふん囲い気きだし、これで全員なのだろう。

　その数、十五名である。

　集まっているのは男ばかり。その全員が雨う川かわ高こう校こうの奴やつらだった。

　彼らの中には、ここ数日相手をしていた奴の顔も混じっている。「ぶっ殺す」と言ってた男も、当然のようにそこにいた。

　誰だれもがものすごい形ぎよう相そうでこちらをにらんでいた。これから実行する計画について話し合っているところに、邪じや魔ま者ものが入ってきた。そう思っているのかもしれない。あるいは、俺に対する憎にくしみが溜たまっているのか。

　だがそいつらの瞳ひとみからは、なぜだか分からないが、自みずからの意思のようなものが感じられなかった。

　俺はこの目を知っている。

　そう。あのとき校門前で見たのと同じ目だ。

「何か御用ですかー？　ちょっと今は立て込んでるのですけどー」

　女が友好的な声で話しかけてくるが、俺はきっぱり言い放った。

「芝しば居いはいい。てめえらの企たくらみはお見通しだ」

　その言葉で、彼女の表情がわずかにこわばった。

　途と端たん、空気が険けわしいものに変わったのを感じる。でもそんなことには構わない。

「学校には行かせねえぞ」

　一度大きく深呼吸をしてから汗をぬぐい、目の前の相手を真正面から見つめた。

　女はなおも笑顔を作ろうとしていたが、やがて諦あきらめて笑みを消す。そして、

「ちっ」

　と強く舌打ちをした。

「うざったい人ですねー。いよいよこれからという段階で、現れないでくれますー？」

　そう言って彼女は両腕を組み、苛いら立だたしげに地面を蹴けった。

「姉あね御ご、コイツがオレたちのジャマをしていたヤツです」

　コマの一人が女に話しかける。その表情はうつろで、何を考えているのか読み取ることができない。

「へー、そうなんですかー。それならむしろ好都合、一石二鳥ってやつかもしれませんねー。それじゃあ、あなたたちに新たな命令を下しまーす」

　女はコマたちの方に向き直ると、左手で前まえ髪がみをかき上げる。

　次の瞬しゆん間かん、女の左目が黒い光を放った。

「バイクに乗ってたら、変な女に転ばされて大ケガをした。コンビニの前でダベってたら、変な女にいきなり投げ飛ばされた。その復ふく讐しゆうをしようとしたら、目つきの悪い男に邪じや魔まされた。どれも許せませんよねー。その恨うらみはなんとしてでも晴らしたいですよねー？　だったらまずは、この男から倒しなさーい」

「押お忍す」

　光を浴びた男たちは両手を力なく下げて、うつむきながら返事をする。そしておもむろに頭を上げると、生気のない目で俺おれだけを見つめた。全員が全員、同じ様子だった。

「私には連れのおバカさんのような筋力も体力もありません。武器を扱う技術だって皆かい無むです。ですがあのバカとは違い、人間どもを利用する知恵と、ちょっとした力は持ってるんですよー」

　俺の方へと振り返り、口元を歪ゆがめる。

「今こいつらは、『ブラック・レイ』によって私の支配下にありまーす。私の命じた通りに動く、操あやつり人形ですねー。ですからあなたが説得しようが脅おどそうが、そんなものは全然まったく通用しませんよー」

　なるほど、そういうことか。あのとき校門前に現れた連中を機械的だと感じた理由は、それが原因だったからなのか。

　そしてそんな訳わけの分からねえ力を持っているあたり、この女もさすがは『あっち側』の世界にいる奴やつってところか。

　だが、

「それがどうした」

　俺はそう言って、右の拳こぶしを左の手のひらに押し付けた。

「おい、てめえら。聞こえてねえかもしれねえが、一応言っておくぞ。ケガしたくねえ奴は、とっとと失うせろ。手加減できるほどの余裕は、今の俺にはねえ」

　確かにこいつらは今、自分で何かを考えることが出来ない状態なのかもしれない。

　だけど、こいつらが晴せい嵐らんに乗り込んで来ようとしているのは確かなんだ。

　ならば、このまま放っておくわけにはいかない。

　同情もためらいも必要ない。操られていようがなんだろうが、この手で叩たたきのめすだけだ。

「いいんですかー、そんな余裕ぶっこいてくれちゃっててー。この人たちは雨う川かわ高こう校こうでも特に腕の立つ連中なんですよー？　私はこの人たちに、あなたを半殺しにするよう命じましたけど、力加減を間違えてもっと酷ひどい目に遭あうかもしれませんよー？　個人的な恨うらみが混じってる人もいるみたいですしー」

　女が哀あわれみの目を向けてくる。当然と言えば当然の反応だ。常識的に考えれば、俺おれ一人だけでどうこう出来る人数じゃない。

　だが、それでも俺は、引くつもりなんてなかった。

　俺が今ここで止めなきゃ、喫きつ茶さ店てんがムチャクチャにされるだけなんだから。

　無言のままにらみ続けていると、彼女はため息をついて左手を上げた。

　そして、振り下ろすと同時に号令を下す。

「もう面倒なので、やっちゃいなさーい！」

　怒ど号ごうと共に、十五名の男たちが一斉に襲おそいかかってくる。

「おおおおっ！」

　俺は気迫の声を上げ、ためらうことなく男たちの中に突っ込んでいった。







　　　リリス・５




　カチューシャを吹っ飛ばした先にたどり着くと、土つち煙けむりが派手に舞まい上あがっていた。

　周囲には物音を気にして集まった人が二、三人いるだけ。大たい抵ていの人は、ミス晴せい嵐らんを見に行っているのだろう。

「アトラクションは終了しましたー！　あちらの方でもっと面白いことをやってますよー！」

　そしてこの場にいた人たちもわたしの言葉で、

「あっちって何やってたっけ？」

「なんだっけ？　確か、コンテストか何かをやるって放送してたと思うけど」

「ふうん。じゃあ、ちょっと見に行ってみるか」

　と、ざわめきながらも徐じよ々じよに散らばってゆく。

　ようやく誰だれもいなくなったところで、わたしはカチューシャの姿を探した。

　陥かん没ぼつした穴をのぞいてみたが、彼女はすでにいなかった。

　さて、どこに行ったのかな。

　辺りを見回すが、何しろこの土煙だ。視界が悪く、遠くの様子が見えない。

　──不意に、背後から迫る殺さつ気きを感じた。

　とてもわずかな気配だったが、すぐさま反応して身をひねる。

　わたしがいた場所に、カチューシャが抜き手を繰り出していた。髪かみの毛の先が当たり、二、三本だけ切り裂かれる。だが肉体に損そん傷しようはない。

「はっ！」

　体たい勢せいが崩くずれたカチューシャの脇わき腹ばらに、裏うら拳けんを叩たたき込こむ。回転した勢いきおいを加えているため、威い力りよくは倍増されている。

　裏拳を食らったカチューシャは吹っ飛び、地面を何度も転がりながら、後ろにあった木にぶつかり、動きを止めた。

　カチューシャの元へと歩いてゆく。彼女は木にもたれたまま、腰を下ろした格好でうなだれていた。

　目をつむり、荒い息を吐いているが、意い識しきはあるようだ。

　これ以上暴あばれられると面倒なので、無力化させておくことにする。

「ちょっとの間、眠っていてもらいますよ」

　そう言いながら両手を振り上げる。殺す必要はない。自由を奪うばって監かん視ししておき、後の処置はサタン様に判断を仰あおげばよいだろう。

　そのときのわたしは勝利を確信していた。

　油断していなかったと言えばウソになる。

　だから、隙すきを突かれた。

　突然、カチューシャは前まえ髪がみをかき上げながら、顔を上げてわたしを見た。

　彼女の右目が、白い光を放つ。

　わたしはその瞳ひとみを、真正面から見つめてしまった。

「っ！」

　急きゆう激げきに、足の力が抜ける。ヒザが曲がり、その場に座り込んだ。

　立ち上がろうとしても、力が入らない。

「効果範はん囲いに難のある技だったが、上う手まくいったようだ」

　カチューシャは木に背中を預けながら、ゆっくりと身体からだを起こした。まだ息は荒いが、動けるくらいには回復したみたいだ。

「『ホワイト・レイ』は対象の脳に異常を加え、身しん体たい機能の一部を停止させる。我わがパートナーの持つそれに比べれば範囲は狭せまく、効果も小さい。だが、人間にしか通用しない彼女の能力に対して、私の『目』は対象を選ばない。いざというときにはとても役に立つ」

　カチューシャは両手をスーツの内側に入れると、中から二丁の銃を抜き出した。

「お前の足はしばらく動かすことが出来ない。足は格かく闘とうの基本。足が動かなければ攻こう撃げきを繰り出すことも逃げることも不可能。もうお前に勝ち目はない」

　淡々と言葉をつむぎながら、彼女は右足を振りかぶると、無表情にわたしのお腹なかを蹴けり上あげた。

「くぅっ！」

　つま先が食い込み、吹っ飛ばされて背中から地面に落ちる。

「はぁ……あぅ……」

　苦く悶もんの声がノドから漏もれる。

　精神的なダメージが大きい。思うように身体からだが動かないという焦あせりで、何をすべきか考える余裕がなくなっていた。

　カチューシャはわたしの側そばまで近づくと、お腹なかに足を乗せ、両手の銃を突きつけた。

「心配は無用。コンテストで勝利したベリアル様が、この世界を統とう治ちし、地上に混こん沌とんと恐怖を振りまいてくださる」

　わたしの顔に照しよう準じゆんを合わせながら、カチューシャは引き金を絞しぼる。

「この近さなら確実にお前を殺せる」

　脳のう裏りに、『死』の一文字が浮かんだ。

「ゲームセットだ、リリス」







　　　愛沢悟・５




　目の前の男の拳こぶしが、俺おれの顔にめり込んだ。

　背後からは別の男が背中を蹴けってくる。横からはまた別の男が殴なぐりかかってきた。

　袋ふくろ叩だたきという表現がそのまま当てはまる状況だった。

　相手の数を考えれば、当然と言えば当然だ。

　だけど、俺はひるまなかった。

「うおおおおおっ！」

　殴られながら、目の前の男に頭ず突つきを食らわせる。鼻のひしゃげる音が頭越ごしに伝わってきた。

　男は鼻血を噴ふき出だしながらよろめき、それでもなお向かってこようとする。根性は認みとめるが、こっちも手加減はしない。体重を預けながら男のアゴめがけて肘ひじを打ち込む。

　その一撃で、ようやく一人目が地に倒れ伏した。

　すぐにその場で振り向き、背中から蹴りを入れていた男の足を、両手でつかむ。そして力の限り引っ張って、引きずり倒しながらぶん投げた。

　男は河原かわらを転がり、何人かはそれを避さけようとして後ずさる。

　その隙すきに俺は近くにいた男へ駆かけ寄より、右、左、右、と顔面を殴った。男は崩くずれ落おち、もう起き上がる気配はない。

　背後から、またもや誰かが背中に殴りかかってくる。

　確かに死角からの攻撃は有効だが、背中は人体の中で最も強い部分だ。闇やみ雲くもに殴るだけでは大したダメージを与えられない。

　狙ねらうなら頭か首、あるいは足を蹴ってバランスを崩させるのもいい手だ。

　そんなことを考えながら振り向き、その男のみぞおちをボディブローでえぐった。

　身体からだを折り曲げたところへ、後頭部に肘ひじを落とす。これで三人目。

　辺りには血と汗が飛び散っていた。

　俺おれだけじゃない。あいつらの分も相当混じっている。

　首しゆ謀ぼう者しやの女はおそらく、勝利を疑いもしていなかったと思う。初めのうちは余裕の表情を見せていたが、しかし徐じよ々じよに笑みをなくしてゆく。

「な、何をしてるんですかー！　相手は一人ですよー！　さっさとやっつけちゃいなさーい！」

　女は顔を真まっ赤かにしながら頰ほおをふくらませたが、そんな言葉でケンカに勝てるなら誰だれだって同じことを言う。

　男たちは手を休めず、俺は何度も殴なぐられ続けた。顔は腫はれ上あがり、いくつも青いアザができているだろう。口の中は切れているのか、鉄の味だらけだ。

　でもそれはこっちだって同じだった。殴られたら殴られただけ殴り返し、そのたびに敵は、一人、また一人と数を減らしてゆく。

「ん……、うーん……」

　最初の方に殴った奴やつが二人、うめきながら目を覚ました。

　二人とも頭を振りつつ、ぼんやりとした目で周囲を見回す。

「あれ？　俺、こんなところで何してんだ？」

「ん……、なんだっけ？　確か、コンビニでぶん投げられたあの姉ちゃんについて、みんなで話してたら、誰かが現れて、それで……」

　訳わけが分からないといった表情で、男の一人がふと俺の方に顔を向けた。

　その瞬しゆん間かん、彼の頰が急きゆう激げきに引きつった。

「げーっ！　も、もしかして、お前、愛あい沢ざわ悟さとるか！」

　驚きよう愕がくのため、目が大きく開かれる。

「知ってるのか、ツトム！」

「ああ、俺とあいつは同じ中学だったからな……。狂きよう犬けん・愛沢。それがあいつの通り名だ……。殴られようが何されようが、そんなもんお構いなしに、狂くるったように相手をぶちのめす。そのやり方で中学の番を張っていた恐ろしい男なんだ……」

　震ふるえながら彼は言葉をつむぐ。どうやらかつての俺を知る奴がいたみたいだ。

　ああ、そういやあいつ、中学のときに見たことある気がするな。同じクラスになったことはなかったと思うけど。

　しかし、何やら誤解があるようだ。俺は別に番を張っていたわけじゃない。目つきが悪いって言ってイチャモンつけてくる奴を追い返してたら、いつの間にか誰も近寄らなくなっていただけだ。

　誤解を解こうと思って、話しかける。

「おい、お前……」

「ひいっ！」

　しかし彼は最後まで聞こうとせず、叫びながら立ち上がると背を向けて逃げ出した。

「なんで俺おれは愛あい沢ざわなんかにケンカ売ってんだ───っ！」

「あっ、ちょっとー！　待ちなさーい！」

　首しゆ謀ぼう者しやの女が呼び止めるが、男はまるで話を聞かず、全力疾しつ走そうで遠ざかってゆく。

　おそらく、気を失ったことで彼を拘こう束そくしていた能力が解とけたのだろう。

「じょ、冗談じゃねえぞ！　そんな奴やつ相手にしてられっか！」

　もう一人の男も慌あわてふためきながら、脇わき目めも振らず逃げる。

　そんな二人の様子を、女は呆ぼう然ぜんとしながら見送っていた。

「こ、こんなはずでは……」

「おい」

「え？」

　女は振り向くと、右目を大きく見開いた。

　その反応も当然だ。漫まん才ざいみたいなやり取りをしている間に、俺おれはその場にいた男たちを全員、ぶちのめしていたのだから。

「どうする？　お前さんの『コマ』とやらはもういないようだが」

　一歩近づき、彼女との距きよ離りを縮ちぢめる。

「まさか、無む警けい戒かいだった愛沢がここまでやるとは……」

　女は歯は嚙がみしながら俺をにらんだが、しかしすぐに晴れやかな笑みを浮かべた。

「なーんて言うと思ったんですかー？　私にはまだ『ブラック・レイ』があるんですよー」

　小バカにするように舌を出すと、彼女は前まえ髪がみをかき上げ、左目を黒く光らせた。

　反射的に、俺は手をかざして光をさえぎる。

「そんなことしてもムダでーす。この光を浴びた以上はもう私の操あやつり人形なのですー。さあ、私の命令に従いなさーい。よく考えたら、『愛沢悟さとるが喫きつ茶さ店てんで暴あばれ回まわる』というシナリオの方が盛り上がりそうですねー」

　彼女は嬉き々きとして語り続けた。色々あったけど、なんとか計画を実行できる、とでも考えているのかもしれない。

　でも、俺の身体からだの自由は一切奪うばわれなかった。

　……なんだ？

　あいつらと同じように、俺も操られるんだと思ったんだが、何もないみたいだ。

　よく分からねえけど、まあいいや。

　女に近づくためにさらに一歩踏ふみ込こむ。すると、

「ひゃうっ!?」

　彼女は変な声を上げて後ずさった。

「なっ、なぜですかー!?　そんなのありえないですー！」

　驚おどろきながら叫び、しかしすぐに、何かに気付いたように目を見開く。

「はっ、も、もしやあなたは、世の理ことわりが通用しないという、稀け有うな存在……」

「知らねえよ、んなこと」

　女はまだ「そういえばベリアル様が確率の操作をなさっていたときも、平然と……」などと意味不明なことをつぶやいていたが、言葉をさえぎって俺おれはさらに一歩踏ふみ込こみ、目の前に立ちはだかった。

　圧倒されたのか、彼女は逃げることすら忘れ、眉み間けんにシワを寄せて俺を見上げる。

「そ、そんなにあの喫きつ茶さ店てんが大事ですかー!?」

　女の叫びに、俺はしばし考える。そして両手を腰に当てながら、答えた。

「お菓子タワーをぶっ壊こわすって言ってただろ。そのことが許せなかったんだよ。なにしろ俺は、お菓子タワーチームの一員だからな」

　本当の気持ちなんて、照れくさくて言えるわけがなかった。

「た、たったそれだけのために……」

　驚きに震ふるえる女を見下ろし、

「それじゃあ、お仕置きだ」

　俺は右手を上げて、まっすぐ振り下ろした。

「……っ！」

　女は目を閉じ、衝しよう撃げきに耐たえようとする。

　そんな彼女の額ひたいに、俺は──、

「ほれっ」

　デコピンを食らわせた。

「んにゃっ！」

　女は悲鳴を上げて、両手で額を押さえる。
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「痛いてえか？　でもな、あんたがやろうとしていたことは、その痛みよりもっと痛えことだったんだ。そのことをよく覚えておきな」

　言うだけ言って背を向ける。

　もう大丈夫だろう。さすがに一人で喫茶店をどうにかしようだなんて考えないはずだ。

「ま、待ちなさいですー！」

　そんな俺の背中に向かって、女が叫びを上げた。

「た、ただでは帰れないですー。せめてあなただけでも……」

　しつこいな。

　呆あきれながら、もう一回デコピンを見み舞まおうと振り返る。

　──女の手の中にある物を見た瞬しゆん間かん、一気に心がざわついた。

「……てめえ、なにやってんだ」

　彼女は、ナイフを持っていた。

　どこにでもある、しかしこの場には似つかわしくない物だ。

　俺おれは表情を消して、目の前の女を見つめる。

「そいつをこっちに寄こせ。んなもん振り回す奴やつには、それこそ本当に手加減なんてできねえぞ」

　その言葉に女は身をすくませる。

「う、ううー……」

　足を震ふるわせ、目に涙をためて、しかしそれでも手に持った物を離はなそうとしない。

　俺は彼女の目を鋭するどくにらみながら、一歩近づき、

「そのへんにしときな」

　聞き覚えのある声を耳にして、表情を緩ゆるめた。

「え？」

　いつの間にか、女の背後には一人の人物が立っていた。

　女が振り向くのと同時に、彼女は首筋に素早く手刀を当てる。

「──っ」

　女は声も出さず、その場にオチた。

「弱いな、こいつ」

　河原かわらに倒たおれ伏ふす女を見下ろしながら、その人物、井いの上うえ明あ日す菜な先生はつぶやいた。

「なんだ、全部片付いてるじゃないか。あたしが来る必要なんてなかったんじゃないの？」

　先生はタバコをくわえつつ、周囲を見回す。

　河原に吹く風に揺られて、白衣がたなびいている。

「あんたがもっと早く来てたら、俺おれはこんなに殴なぐられなかっただろうけどな」

「へへっ、まあいいじゃねえか。済んだことをいちいち気にするな」

　笑いながら彼女は俺の背中を叩たたく。

　ちょっと痛かったけど、笑顔につられて俺も口元に笑みを浮かべた。

　それを見て明日菜先生は眉まゆをしかめ、口をへの字に曲げる。

「勘かん違ちがいするなよ、お前のためじゃない」

　先生は煙けむりをふかしながら両手をポケットに突っ込み、風の吹いてくる方角へ顔を背そむける。

「ベリアルごときにウロチョロされるのが目め障ざわりだっただけさ。サタンのヤロウを倒すのは、このあたしなんだからな」

「そういうことにしておくよ」

　ぞんざいに答えると、明日菜先生は俺をすごい形ぎよう相そうでにらんできた。が、何も口にせず、煙を吐き出す。

「しかしまあ」

　ふと、先生は俺の顔をまじまじと眺ながめた。

「ひどい顔だな、お前」

「……あんたが遅かったせいでな」

「根に持つなあ、おい。まあいいさ、ついてこい」

　首しゆ謀ぼう者しやの女を肩に担かつぎ、先生はサクサクと歩いてゆく。

「どこ行くんだよ」

「保健室だよ。治ち療りようくらいはしてやるって言っただろ？」

　振り向きもせず言い放つ。

　俺は肩をすくめてから、彼女の後に続いた。

　ま、確かに全身が痛いからな。断る理由はない。

　保健室にある鏡かがみで、その『ひどい顔』とやらを拝おがんでみるとするか。

　見上げると、太陽はほとんど沈しずみかけていた。

　文化祭がもうすぐ終わる時刻だった。







　　　リリス・６




　この地上に生まれてから一年とちょっとの記き憶おくが、ゆっくりとわたしの頭の中を流れていた。

　死の寸前に見るという、『走そう馬ま灯とう』ってやつなのかもしれない。

　サタン様とのお買い物、愛あい沢ざわたちとの出会い、死し闘とう、そして文化祭。

　他ほかにも色々あったけど、改めて思い返してみると大した記憶はない。

　短い生しよう涯がい。だけど、やれるだけのことはやったんだ。悔くいはない。

　カチューシャは引き金を引き、銃じゆう口こうから弾だん丸がんが発射された。

　不意に、覚悟を決めたわたしの脳のう裏りにサタン様のお言葉がよみがえった。

（ワシも信じておるぞ。お前が無事に帰ってくることをな）

「っ！」

　ダメだ、死ねない！

　サタン様が信じてくださったのに、その期待に応こたえないでどうするんだ！

　わたしは瞬しゆん時じに首をひねり、銃弾を寸前で回かい避ひした。そしてそのまま右手でカチューシャの足をつかみ、力の限り引っ張る。

「なっ!?」

　カチューシャは驚おどろきの声を上げたが、そんなものには構わず思いっきりぶん投げる。彼女は地面を転がり、しかし銃を構えながら隙すきなく立ち上がった。

「ちっ、悪あがきを」

　軽く舌打ちをして、ジリジリと近づいてくる。不用意に接近しないのは、今みたいになんらかの方法で反はん撃げきされることを警けい戒かいしているからだろう。

　わたしが手の力だけで半身を起こすと、彼女は右手に持った銃を連射し、こちらの足元近くの地面に弾丸を撃うち込こんだ。余計なことをしないようにという、牽けん制せいの射撃だ。

　一方、左手に持った銃はわたしの顔に狙ねらいを定め続けている。射しや程てい範はん囲いに入れば即座に発はつ砲ぽうするに違いない。

　わたしの足はまだ動かない。この状態で逃げようとしても、格好の的まとになるだけだ。

　だけど、今のわたしにだってやれることはある。最後まで諦あきらめるな。

　まだ死ねない。死ぬわけにはいかない。

　──いや、そうじゃない。

　死を実感したこのときになって、ようやく気付く。

　死ねないんじゃない。

　死にたくないんだ。

　だってわたしは、サタン様がコンテストで優勝するところを、まだ見届けてないのだから。

　トロフィーを掲かかげ、メダルを首に下げたお姿を、この目に焼き付ける。その目的を達成するまでは、死にたくない。それが本ほん音ねだ。

　そう。これは命令や使命とは関係のない、わたし自身の欲望だったんだ。

　心の中で、サタン様に謝しや罪ざいの言葉を述べる。

　申し訳ありません、ご主人様。

　今この瞬しゆん間かんだけ、わたしはわたし自身の願いのために、戦います。

　わたしはゆっくりと身体からだを動かし、体たい勢せいを整え、足を正座の格好に折り曲げてカチューシャを待ち受けた。

「さあ、来なさい。あなたの攻こう撃げきはもう見切りました」

　目はまっすぐに彼女だけを見つめる。

「……ハッタリなど通用しない」

　わたしの言葉を聞いても、彼女は表情を一切変えなかった。今はもう牽けん制せいの射撃を止やめて、両方の銃を前に突き出しながら、ゆっくり一歩ずつ近づいてくる。

　わたしを確実に仕し留とめられる射しや程てい範はん囲いまで、あと三歩。

　カチューシャの射撃は正確無比。射程に入りさえすれば、狙ねらいを外はずすことはまず無いと考えていいだろう。

　だけど攻略の糸口はつかんでいる。わたしの言葉はハッタリではない。

　カチューシャが一歩近づく。

　あと二歩。

　わたしは大きく息を吐き、集中力を高める。

　カチューシャはさらに一歩、足を進める。

　あと一歩。

　わたしは即座に動けるよう、全身の筋肉を弛し緩かんさせる。

　そしてカチューシャは最後の一歩を踏ふみ出だし、

「今度こそ終わりだ」

　二つの引き金を同時に引いた。

　轟ごう音おんと共に、弾だん丸がんが迫り来る。

　わたしの身体はヒト型として作られている。だから強度はともかく、急所となる部分も基本的には人間と同じだ。

　当然、カチューシャもそこを狙ってくる。事実、彼女はずっとわたしの首から上だけを狙い続けていた。

　だが、狙う場所が分かっていれば、それを逆さか手てに取ることも可能なのだ。

　弾丸はわたしの眉み間けんに向かって突き進んだ。人体の急所の一つである。

　その狙いは正確であり、それゆえに、わたしは反応することができた。

　今のわたしにカチューシャの攻こう撃げきを避さける術すべはない。

　だったら、避けなければいい。

　受け止めればいいのだ。

　全神経を集中させて、右手を振り上げる。

　眉み間けんに迫った二発の弾たまを、わたしは手づかみで握にぎりしめた。

「っつぅ！」

　摩ま擦さつで肌が擦すり切きれる。

　だが痛いたくない。痛いだなんて、感じている暇ひまはない！

「ありえない……っ！」

　さすがのカチューシャも、驚おどろきのために左目を見開き、動きを鈍にぶらせた。

　その隙すきにわたしは受け止めた弾を左手に持ち替え、

「あああぁぁっ！」

　腕の力だけを使って、カチューシャめがけて投げつけた。

　わたしの動きに気付き、彼女は避けようとする。

　だが、驚きで動きを鈍らせた分、反応が遅れた。

　二発の弾だん丸がんが、カチューシャの両肩に突き刺さる。

　どちらも関節部分の深い所に食い込んでいた。

「あ、ぐぅ……っ」

　カチューシャは両腕を力なく下げて、手に持った拳けん銃じゆうを二丁とも地面に落とした。

　彼女はすぐさま銃を拾ひろおうとしたが、力が入らないため手に取ることができない。

「勝負あり、ですね」

　わたしは右の手のひらを押さえながらつぶやき、自らの勝利を宣言した。

　カチューシャの言葉が正しければ、『ホワイト・レイ』とやらは身しん体たい機能を一時的に停止させる能力らしい。それはつまり、時間が経たてば回復するということだ。

　わたしの足は、いずれ治る。

　一方、彼女が負った傷はとても大きく、一日や二日で治るようなものではない。

　どちらが優ゆう勢せいかは考えるまでもない。このまま戦い続けても、結果は目に見えている。

「まだだ！」

　それなのに、カチューシャは退こうとしなかった。

　銃を諦あきらめ、両手をぶら下げたまま、彼女はわたしに向かって一直線に突進してくる。

　その勢いきおいのまま両足を地面から離はなし、飛とび蹴げりを繰り出した。

　だけど、そんな見え見えの攻撃が通用するはずがなかった。

　接近戦ではわたしの方が上なのだ。

　身体からだを傾かたむけて飛び蹴りをかわしながら、わたしの横を通り過ぎるカチューシャの胸むな倉ぐらをつかみ、地面に叩たたきつける。

「かふぅっ！」

　衝しよう撃げきで息を吐き出し、カチューシャは視線をさまよわせた。しかしすぐにもう一度大きく息を吐いて、ぐったりと全身の力が抜ける。

　もう能力を使う余力も残っていないようだった。戦せん闘とう続行は不可能だ。

　カチューシャは短く荒い呼吸を繰り返している。一応、意い識しきはあるようなので、言うべきことは言っておこう。

「今いま更さらかもしれませんが、あなたは誤解しています。わたしはコンテストを妨ぼう害がいするつもりなんてありませんよ」

「……本当に、今更」

　わたしの言葉に、彼女は短く返事をする。

「そんな言葉を、信じることなど……」

「わたしはカチューシャさんのことを信じてます。だからあなたも、わたしを信じてください」

「……」

　カチューシャは薄うすく目を開き、

「……アンクレットは、何か勘かん違ちがいをしていたのかもしれないな」

　そうつぶやいてから、わたしを見つめた。

「確かに、『ベリアル様がこの件に関わっていない』という話を、お前は信じてくれた。その信頼には応こたえなければならない。そしてお前の言葉が真実なら、全面的にこちらの過か失しつ」

「ウソなんかついてません」

「……ならば、謝あやまる。すまない」

　許してもらえるつもりはないが、と続けて、カチューシャは目を閉じた。

　まるで、どんな裁さばきでも受けようとしているかのようだった。

「……」

　その姿を見下ろしながら、考える。

　わたしにはカチューシャの気持ちが理解できた。

　彼女は彼女なりに、主人を想おもって行動を起こしたのだ。

　そのことが分かる以上、彼女を強く責める気にはなれなかった。

「おっ」

　足に力を入れてみると、思った通りに反応してくれた。どうやら能力の効果が切れたみたいだ。

　立ち上がり、カチューシャの身体からだを抱き起こす。

「何を……」

　戸惑う彼女に、わたしは笑顔を見せて言った。

「ミス晴せい嵐らんを見に行きましょう。そろそろ結果が出る頃ころですよ」

　カチューシャはわたしの顔をぼんやりと見つめていたが、

「……そうする」

　やがてほんのわずかに口元を緩ゆるめる。

　それは、遠目には気付かないほどの小さなものだった。

　しかしとても純じゆん粋すいで、心から微笑ほほえんでいるように、わたしには思えた。

「どちらが勝っても恨うらみっこ無しですよ」

「当然」

「勝つのはわたしのご主人様ですけどね」

「言うだけならタダ」

　カチューシャの身体からだを支えながら、二人並んで歩いてゆく。一歩進むごとに、歓声が大きくなってくる。

　審査はもうクライマックスなのだ。

　最後の瞬しゆん間かんを見届けようとして、歩く足は自然に速くなる。

「さあ、それではいよいよ結果発表です！」

　司会の声を聞きながら、わたしたちは特設広場への道を急ぐのであった。







　一つだけ、何かとっても大切なことを忘れているような気がしたけれど。

　多分、気のせいだった。













　　　終章







「認みとめざるを得えないようですわね。己おのれ自身の弱さというものを」

　胸の前で両腕を組みながら、ベリアルはつぶやいた。

「結果は結果として受け止め、更さらなる研けん磨まを続けるしかありませんわ」

　文化祭は無事終了していた。

　日は暮れて、外来の客は帰り、残っているのは在校生のみ。

　今は実行委員の人たちが、締しめとしてのキャンプファイヤーとフォークダンスの準備をしているところだった。

　わたしたちは今、特設広場があった場所の近くで対たい峙じしていた。

　サタン様のお召めし物ものは喫きつ茶さ店てん用のメイド服に、ベリアルは白のワンピースに戻っている。

　コンテスト用の衣装はもう返却したようだ。

「しばらくは大人しくしていますわ。これ以上の執しゆう着ちやくはワタクシの美学に反しますしね」

　ベリアルの言葉に、サタン様は何も返事をしなかった。

　当然と言えば当然だった。

　黙もくして語らず。それがサタン様なりの礼れい儀ぎなのである。

「ところであなたたち」

　不意にベリアルはそう言って、後ろを振り返った。

「ワタクシの知らないところで、随ずい分ぶんと動き回っていたようですけれど？」

　ベリアルの背後にいたのは、カチューシャとアンクレットだった。

　カチューシャは全身を土で汚し、両肩を負傷している。

　アンクレットは何も変わりなかったが、なぜかそわそわと落ち着かない様子だった。

　主人に強くにらまれ、二人はほぼ同時に返答する。

「弁べん解かいのしようもありません」

「ご、ごめんなさいですぅ……」

　そんな二人を、ベリアルはそっと抱きしめた。

「いつも苦労をかけますわね。こんな弱い主人ですけれど、これからもワタクシを支え続けてくれるかしら？」

　その言葉に二人は呆ぼう然ぜんとし、すぐに目を閉じながらベリアルに身を預けた。

「我わが命は、ベリアル様と共にあります」

「ベリアル様ぁ～」

　しばらくの間、三人は抱き合っていた。嗚お咽えつ混じりの泣き声が、周囲に響ひびき渡わたる。

　やがてベリアルはこちらに向き直り、人差し指をサタン様に突きつけた。

「もしもまた、貴方あなたに魔ま王おうの資格無しと判断するようなことがあれば、そのときワタクシは、新たなる挑戦状を叩たたきつけるでしょう。覚悟しておくことですわね」

「……せいぜい腕を磨みがくんじゃな。せめてワシが本気を出したくなるくらいには、な」

「ふ、ふふふ、その言葉、胸に刻み込んでおきますわ」

　二人の間で火花が散る。もう見み慣なれた光景だった。

　が、それも長くは続かない。

「カチューシャ、アンクレット、帰りますわよ！」

「了りよう解かい」

「はーい」

　ベリアルは踵きびすを返し、二人を引き連れて遠ざかってゆく。

「ベリアルよ」

　その背中に、サタン様が声をかけた。

　振り返ったベリアルに、言葉を続ける。

「楽しいひとときであったぞ。おぬしと共に過ごす時間も、そう悪くはないもんじゃな」

「──っ！」

　その言葉にベリアルは顔を赤くし、何も答えずに早足で去っていった。

　照れているように見えないでもなかった。

　その後に続きながら、カチューシャが半分だけ顔をこちらに向けた。

　彼女は無言で小さく頭を下げ、そのままベリアルを追いかけてゆく。

　わたしも頭を下げたが、カチューシャには見えてなかったみたいだった。

　同じように、アンクレットもこちらに顔を向ける。だが視線の先にいるのはわたしではなかった。

　彼女はチロリと舌を出しながら指を目に当てて、アッカンベーをする。そして逃げるようにその場を後にした。

　彼女の視線を受けた人物、愛あい沢ざわ悟さとるへと目をやる。

　いつの間にかわたしたちと合流していた彼は、しかし無言でアンクレットを見送るだけだった。

　愛沢は、なぜだか分からないがケガだらけだった。顔は腫はれ上あがり、ところどころに包帯が巻かれ、いくつものバンソウコウが貼はられている。

「あのー、もう一回聞きますけど、何かあったんですか？」

「……転んだだけだって言ってんだろ」

　改めて尋たずねてみるが、同じ答えが返ってくるだけだ。

　うーん、転んだだけでこれほどのケガをするなんて、どれだけ不器用なんだ、愛あい沢ざわ悟さとる。

　愛沢は周囲から浮いていた。それはそうだ。お祭まつりの場で一人だけこんな姿なのだから、誰だれだって不ふ審しんな目を向けるというものである。

　でも当の本人はまるで気にしていないみたいだった。

　だからわたしも、これ以上は気にしないことにした。

「愛沢よ」

　そんな愛沢に、サタン様が声をかける。

「おぬしは本当に不器用じゃな」

　わたしと同じことを考えていらしたようだった。

「ほっといてくれ」

「じゃが、おぬしのそういうところは嫌きらいではない」

　サタン様は愛沢を見上げ、目を細めながら言葉を続ける。

「お菓子タワーの件、礼を言うぞ。土台作成のことも含めて、な」

「……なんのことだ？」

「さて、なんのことじゃろうな」

「…………余計なことは言うなよな」

「うむうむ、分かっておる」

「？」

　なんだろう？　なんだか二人だけに通じる話をしているみたいだ。理解できないわたしは、首をかしげるしかない。

　まあいっか。

　そういえば、喫きつ茶さ店てんの方もそれなりに上う手まくいったらしい。

　宣伝の効果があったのか、わたしたちが抜けた後も客の入りは落ちなかったとのこと。

　おかげで売り上げは上々、スイーツカフェ『メイド・イン・ヘル』は大成功のまま、閉店を迎えたのであった。

「ま、こういう金は一晩で飲み食いに消えるものじゃがな」

　サタン様はそうおっしゃって、朗ろう報ほうを軽く聞き流しておられたけど。

　クラスの誰かが「この後みんなで打ち上げをする」とか言ってたけど、それと関係があるのかもしれない。

　余談だが、お菓子タワーは演劇部へ寄き贈ぞうすることになった。

　廃はい棄きするにはもったいない出来だったし、演劇部の方でも「何かに使えるかも」ということで、喜んで引き取ってくれたのだそうだ。

　サタン様の業ぎよう績せきは、今後もここ晴せい嵐らん高こう校こうに残り続けるのである。

「じゃ、俺おれ帰るわ」

　考え事をしていると、唐突に愛あい沢ざわがそんなことを言って、校門に向かって歩き出した。

「あれ？　打ち上げとやらには参加しないんですか？」

「サボってた俺おれには、そんな資格ねーよ。ケガも痛いたむし、帰って寝るわ」

　こちらに顔も向けず、軽く手を振りながら彼は去ってゆく。

　その後ろ姿を見送りながら、サタン様は大きくため息をついた。

「こんなチャンスを棒に振るとは、不器用にも程があるのう」

　キャンプファイヤーの準備をしている方へチラリと目を向け、そんな言葉を漏もらす。わたしにはなんのことだか分からない。

　だがようやく二人きりになれたので、言おうと思っていたことを口にする。

「ご主人様、謝あやまらなければならないことがあります」

「ん？」

　片ヒザをつきながら頭を下げると、サタン様はわたしの方へ向き直り、表情を引ひき締しめた。

「カチューシャとの戦せん闘とうの最中、わたしは使命よりも自みずからの欲望を優ゆう先せんしてしまいました。使つかい魔まとしては許されざる行こう為いです。どうぞ、罰ばつをお与えください」

「……」

　サタン様は無言でわたしを見下ろしていた。静せい寂じやくが恐ろしくて、時間の流れが遅く感じる。

「リリスよ、お前の主人は誰だれじゃ？」

　突然の言葉に驚おどろき、顔を上げる。

「サタン様です！　全すべての悪あく魔まの頂点に立つお方、魔ま王おうサタン様です！」

「そうであろう？　分かっておるではないか」

　サタン様は小さく嘆たん息そくし、わたしの頭に右手を乗せる。

「その使い魔が、欲望を否定するでない。欲望のままに生きる。それこそ悪魔に相応ふさわしい行いではないか」

　サタン様はわたしの頭をゆっくりとなでた。その感かん触しよくが心地ここちよくて、思わず目をつむる。

「気に病むことはない。お前はお前の思った通りにやればいいんじゃよ」

「ご主人様……」

「立ち上がって胸を張れ。自信を持て。何しろお前は、ミス晴せい嵐らん特別賞受賞者なのじゃからな」

　そうおっしゃって、サタン様は口元を緩ゆるめる。

　そうなのだ。

　あのときの立ち回りが高く評価されたらしく、わたしは特別賞とやらに選ばれていたのだ。

　別にそのこと自体はどうでもよかった。

　けれど、サタン様が褒ほめてくださったことに、わたしはこの上ない喜びを感じていた。

「さて、どうやら準備ができたようじゃな。ワシらも加わるぞ」

　見ると、キャンプファイヤーの火が点ともったところだった。

　炎はすぐに燃え上がり、祭まつりの締しめを大きく盛り上げることだろう。

　わたしを置いて、サタン様は小走りに炎の側そばへと向かっていた。わたしはその後ろ姿を見ながら、胸のポケットから一枚の写真を取り出す。

　写真にはわたしとサタン様が写っていた。

　わたしは『特別賞』と書かれた賞状を放り投げ、サタン様に抱きついているところだった。

　サタン様は苦しそうに顔を歪ゆがめ、わたしを引ひき離はなそうともがいている。

　その両手には一番大きなトロフィーが握にぎられ、首からは金色に輝かがやくメダルをぶらさげていた。

「ご主人様、待ってくださーい！」

　写真をポケットに戻し、追いかける。

　サタン様の小さなお背中は、遠く離れたためにさらに小さくなっていた。

　そのお背中を、これからもお守りし続けたい。そう思った。

　与えられた使命ではない、わたし自身の願いだ。

　そして、この気持ちをいつまでも大事にし続けようと、わたしは心に誓ちかうのだった。
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　　　あとがきっぽいもの




　というわけで麻宮楓です、こんにちは。

　おかげさまで第二巻の発売となりました。

　お買い上げいただいた読者の皆様、本当にありがとうございます。

　はじめましての方も、またお会いできた方も、この作品をほんの少しでも楽しんでいただけたのなら、これに勝まさる喜びはありません。

　さて、今回も書くことが思いつきません。

　冗談なんかじゃありません。まるで思いつきません。

　おそらく第一巻のあとがきを読んだ方の中には、『何も書くことがないというボケをかましている』と思った方もいるでしょう。

　そんなわけないじゃないですか。

　何を言ってるんですか、怒りますよ、まったく。

　いったいどうしろっていうんですか。

　小学校の読書感想文でも、「面白かったです」とか、「主人公がかわいそうだと思いました」とか、そんなことしか書けなかった人間に、何を書け、と？

　こういうときはどうすればいいんですか？

　近況報告でも書いてお茶を濁にごせばいいんですか？

　サタン様と同じような生活を送ってる人間の近況なんて、誰だれが知りたいんですか！

　食べて、ゲームして、寝るだけの毎日ですよ！

　ふざけるなって話ですよ！（逆ギレ）




　まあ、せっかくなので近況報告を書いてみるわけですが。

　結局書くんですよ、結局。結局ね。

　書くと決めたからって、何を書けばいいのか思いつかないんですけどね、ええ、はい。何を書きましょうか。

　そうそう、第一巻が発売された当日に、近所の本屋さんに行ってみたんですよ。編集様に、「一生に一度の思い出だから」って言われたので、はい。

　いや、本当は行きたくなかったんですけどね。仕方なくですね、「そ、そこまで言うのなら、見に行ってあげるわよ。べっ、別に気になってるわけじゃないんだからねっ！」てな感じで、仕方なく。いや、ホントに仕方なくですよ、ええ、はい。だからそこのところは勘かん違ちがいするなよカカロット、てな感じでね。カカロットって誰でしょうね、はい。

　それでですね、本屋さんに自分の本が並んでいるのを見ますとね、当然なんですけどね、顔が自然とニヤけてくるといいますかね、どう見ても不ふ審しん人物なんですね、はい。

　いや、まあ、自分の本と言いつつも、発売された時点で、すでに作者の手は離はなれているわけですよ。

　作者にできることは何も残されていないのです。あとはもう、巣から飛び立つ我が子を黙だまって見守るだけなのです。

　なので、『立派な大人になってくれよ』という願いを込めつつ、本棚に並んでいる第一巻を、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけね、こっそりとね、表紙が見えやすい位置に動かしたりなんかしてね、お店を後にするのでした、ええ、はい。ごめんなさい。




　今回も多くの方のお世話になりました。

　担当の三木様、和田様、いつもありがとうございます。

　作者の浅はかな知恵では思いつかないようなアイデアの数々、遠えん慮りよなく使わせてもらっています。これからも一緒に大真面目な顔で、パンツやおっぱいについて語り合いましょう！

　梱枝りこ様、第二巻でも素敵なイラストを本当にありがとうございます。

　お会いできて嬉うれしかったです。お仕事に対する情熱を全身で感じました。この作品の半分は間違いなく貴方あなたのおかげで成り立ってます。

　え？　残り半分ですか？

　それはもちろん、読者の皆様のおかげですよ！（上う手まいことを言ったつもり）

　いや、でも本当に、照れくさいので冗談っぽく言ってますが、作者がこうして小説を書いていられるのも、読んでくださる皆様があってこそなのです。

　皆様の期待に応こたえられるよう、これからも全力で書き続けるつもりですので、この作品に登場する誰だれか一人でも気に入っていただけたのなら、作者以上に全力で応援してやってください。そして、愛してやってください。

　ゆっくりと少しずつですが、でも確かな足取りで、リリスは自分だけの道を歩き、迷いながらも成長していきます。未熟で危なっかしく、ドジでおバカな娘ですけれど、今後もどうか温かい目で見守ってね！

　という、親バカな作者からのお願いでした。




　ではでは、皆様にまたお会いできる日を夢見て。

　ご縁がありますように。











麻宮　楓　　　
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。趣味は二度寝と三度寝。お仕事の都合で新幹線に乗るときには携帯ゲーム機が欠かせません。これはただ遊んでいるのではなく、サタン様の心情を理解するための行動なのであり、いわば創作活動の一環なのです。どうか信じてください。
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イラスト／梱こり枝えりこ

東京出身の２月２日生まれ。普段はケロキュウさんで原画＆グラフィック担当しているのですが、時間が空いては地方だろうとＶ系ライブにお出かけします。ある条件が揃うとリリスのコスプレをする約束してくれました。乞うご期待です！　日記も読めるサイトはこちら（http://nekomimi.ws/~non-girl/）
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リリスにおまかせ!②
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